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　ワープの羽根を使って、一人でプセマの谷に戻ってきた。

　プセマパウダー。これの効果がわかった以上、おれが一人でやった方がいいだろう。

（我はいるがな）

「お前は大丈夫なのか？」

（どっちにしろ大丈夫だ）

　どっちにしろ。

　プセマパウダーの効果を受けようが受けまいが大丈夫ってことか。

　つまり。

「バーサーカーだな、お前は」

（そうとも、我は血に飢えた魔剣よ）

　エレノアはくつくつと、いつものように喉のどを鳴らして笑った。

　そのエレノアを抜き、構える。

　体長が一メートルもある巨大な蛾、プセマと向き合う。

「昨日よりだいぶ増えてるな」

（まるでイナゴのようだな）

「嫌なたとえをするな。その通りだが」

　エレノアのたとえは的確だった。

　プセマは空間を覆おおい尽くすほどの大群で、そいつらのせいで空が見えなかった。

　千……いや下手したら万を超えてる。

　無軌道に集団で飛び回って、谷の岩にぶつかると、その岩が一瞬にしてなくなった。

　食われた。

　イナゴが通り過ぎた土地はペンペン草一本残らない。それと同じように、プセマの大群は通り過ぎたルート上にある岩を片っ端から食い尽くした。

（油断をすると一瞬で食い殺されるぞ）

「油断しなければいい」

　エレノアを持って、自然体でプセマに近づいていく。

　一部のプセマはおれに気づいて、集団で襲いかかってきた。

　直進してくるプセマ。体毛代わりの刃がぶつかり合って、耳障りな音を鳴らす。

　エレノアを振った。オリクトを少し柔らかくした程度の手応えを感じた。

「数だけじゃなくて、硬くもなってるな」

（集団の本能だ。外敵が現れると数を増やしたり強くなったりする）

「やっかいな生き物だ」

　魔剣を振るう。プセマを片っ端から斬きっていった。

　血風──いや砂塵さじんが舞う。

　斬られたプセマは次々とプセマパウダーになって、あたりに飛び散った。

　それに構わず斬っていくと、次第に砂嵐すなあらしが巻き起こった。

　視界が極端に悪くなる。ほとんど何も見えない。

（ふっ、ふははははは。いいぞ、もっとだ、もっと我を振るえ）

　そんな状況なのに、エレノアははっきりとテンションを上げていた。

　全力で振ってプセマを倒すと、柄つかを通してエレノアの歓喜が伝わってくる。

　真実の鱗粉、プセマパウダー。

　そのとき一番したいことをしたくなる効果を持つ粉。

　どっちにしろ平気だ。

　エレノアはおれに振るわれたがってる。だからどっちにしろ平気なんだ。

　おれはさんざんエレノアの望みを叶かなえてやった。

　くじ引きのチート、全能力７７７倍。

　全力を出し切って、エレノアでプセマを斬り続けた。

　プセマの群れはまるでイナゴのように、通り過ぎた先のあらゆるものを呑のみ込む。

　が、おれとエレノアに突っ込んできた奴やつらは逆にすりつぶされ、次々とパウダーに変えられていった。





☆






　マロネイの街、デルフィナ商会、デルフィナの部屋。

　そこにワープの羽根でやってきたおれ。

　デルフィナは仕事をしていなかった。

「よう。待ってたのか」

「ええ、そろそろだと思いまして」

「相変わらず読みがすごいな。片づいたぜ」

「さすがですわ。それで、パウダーはどちらに？」

「倉庫を開けさせとけ。あとでワープで直接運び込む」

「わかりました」

　デルフィナはハンドベルで部下を呼んで、おれの指示通り、プセマパウダー──新型道路の材料になるそれの倉庫を用意させた。

「さて、あとは任せた。おれはちょっと用事があるからな」

「え？」

「ん？」

　ワープの羽根で飛ぼうとしたら、デルフィナがすごく驚いた。

　彼女にしては珍しい、素で驚いている顔だ。

「どうした」

「……さすが、というべきなのですわね」

「何がだ」

「まったくプセマパウダーの影響を受けてらっしゃらない。さしものカケル様でも、あれほどの粉の中にいれば多少は影響を受けると思ったのですわ」

「完全無効だろうな。エレノアへの耐性と同じだ」

「ええ、そのようですわ」

　にこりと微笑むデルフィナ。その笑顔はいつもと同じものだった。

　さすがに繕つくろうのが上手うまい。上手すぎる。

　上手いからこそ、さっきの「え？」が余計に頭に残った。

　あれはどういう意味だったんだ？

　……ああ、そういうことか。

　デルフィナの「え？」は、期待していたからこその「え？」だったらしい。

　おれが粉を吸って、戻ってきたときにひたすらしたいことをするような状態になっているのを、デルフィナは期待してたんだ。

　そういうことなら、期待に応こたえなきゃいけない。

「……と思ったが、粉を吸いすぎたのかもしれん」

「ええ。それは仕方ないことですわ。なにしろ粉ですもの」

「ああ──デルフィナ」

「はい」

「一晩──いや三日三晩」

　手の平を上に出して、デルフィナに向けて伸ばす。

「久しぶりに遠慮なしでやりたい」

　デルフィナはごくり、と喉を鳴らした。

「お相手、務めさせていただきますわ」

「お前一人でか？」

「いいえ、わたくしの全すべてで」

　デルフィナは艶然えんぜんと笑い。

「財力、権力、人脈──全てを使い、カケル様のお相手をご用意しますわ」

「うむ、やれ」

　命じる口調で言い放つと、デルフィナは更に嬉うれしそうに微笑んだ。

　おれは宣言通り。

　三日三晩、デルフィナと、彼女が集めた美女たちを休憩なしで抱き続けた。

　久しぶりに、７７７倍の性欲を完全に発散させきった。
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「「「おおおおお!!」」」

　レイウースの街の一角。

　集まっていた住民から歓声が上がった。

　住民たちが集まっていたのは、新型道路のお披露目ひろめをしている場所。

　プセマの粉を使って作った新型道路は、デルフィナが言った通り耐久性が高く、かつ、水が絶対に溜たまらないという特性がある。

「すげえ、これで馬車の脱輪がなくなるぜ」

「冬の朝に凍った水たまりで滑ることもなくなるな！」

　集まった住民は皆、新型道路の性能に目を輝かせていた。

　その光景を、おれはエレノアと一緒に、遠くから見ていた。

　ちなみに今、更なる耐久性のテストがお披露目されていた。

　首輪がついた、どうやら人に飼い慣らされたドラゴン種が連れられてきて、道路の上で足踏みした。

「ドラゴンが踏んでも壊れない、か」

（試しに竜王にでも踏ませてみるか）

「オリビアだとさすがに粉々になりそうだ」

（愛のために手加減──いや足加減してくれるかもしれんぞ）

「友情の線もある」

　エレノアと二人で、益体やくたいもない世間話をした。

　この新型道路は徐々にレイウース全域に敷設しせつされていく予定だが、デルフィナは、

「そのうち世界中に広まりますわ」

　と言い切った。

　世界中の土木、道路の利権か。

　更に儲もうかるんだろうな、と思った。

「これは興味深い」

「お前は……デュナミス」

　おれの横に現れた女は、上品な貴婦人のドレスを着た、自称メルクーリ皇帝デュナミス・サヴマだ。

　ドレスにハット、そしてベールで顔を覆おおっている姿は、正体不明の神秘さがありつつ、美しさも感じさせる。

「そなたが骨を折ってくれたのか」

「まあ、そういうことだ」

「そうか。では感謝しよう。手を出すがよい」

「手？」

「そうだ。出すがよい」

　同じ言葉で促される。

　どういうことなのかと不思議に思いつつも、手の平を上にして、デュナミスに差し出した。

　そこに、勲章のようなものが置かれた。

「これは？」

「勲三等冬梅章だ」

「いや名前じゃなくて」

「ユウキカケルといったか。そなたの働きを称たたえるものだ。これからもますます励むがいい」

「それより一つ教えてくれ」

「不遜ふそんなヤツよ。皇帝たる余の表彰だというのに、それより、とは」

　デュナミスはふっと笑った。

「よかろう、余は寛大にして稀代きだいの名君となる者だ。民の質問くらいは答えてやろう」

「これも手作りか？」

「無論だ」

　デュナミスは即答した。

　そこに照れも恥ずかしさも一切いっさいない。

「受勲とは民の功績を称えるもの。それは名誉にかかわることであり、突き詰めれば気持ちの問題だ」

「ふむ」

「であるなら、皇帝たる余が手ずから作らねば、勲章と名誉に重みが欠けるというものだ」

　相変わらず筋が通っているような、通ってないような理屈だ。

　だが、彼女らしい。

（くくく、やはり愉快な女だ）

　エレノアも気に入っているらしく、口調がいつにも増して愉たのしげだ。

「そういえば、他にも勅命とか出してるのか？」

「当然だ。民の営みが日夜継続しているのと同じように、余の治世も一刻たりとも止まるものではない」

「たとえば？　他に何がある」

「そうだな……」

　デュナミスはおれを見ず、まっすぐ前を見つめ続けながら言った。

「この道は、夜になると真っ暗になることを知っているか？」

「うん？」

　おれは周りを見回した。

　今は昼間だが、なんとなく想像はできる。

　周りの建物は窓が丁度いい具合にばらけて、夜は明かりがここを照らさない。

「そうだな、暗そうだ」

「そのせいで犯罪が多発している。ここだけではない。他にも似たようなところが多くある。それらの場所は決まって犯罪の発生数が抜きん出て多い」

「暗い場所となると、まあそうなるだろうな」

「であれば明るくすればよい。関係部署に街灯をつけるよう勅命を下した。レイウース全体にだ。遅々として進んでいないがな」

「街灯か」

　確かにそれは必要かもしれない。

　文化レベルが中世に近いこの世界には電灯のようなものはない。

　夜になると道が真っ暗になるのは当たり前なのだ。

　デュナミスはそこに目をつけた。

「それと、各国の国王にも勅命を出した」

「各国の国王に？　どんな内容なんだ？」

「五国連盟」

　デュナミスは相変わらず前を見ていた。

　ずっとずっと遠くにある前──未来を見つめているような。

　そんな目だった。

「今のような国同士の個別の外交が悪いとは言わん。しかし五大国が一堂に会する、国同士のサロンは必要だ。それが一つあるだけで国と国との間の決定的なすれ違いが減る。ゆえに作れと命じた」

「……」

　おれは驚いた。

　デュナミスが話すそれと似たようなものをおれは知っている。

　国際連合。

（ふむ、こいつの視野の広さ……もう少し話を聞いてみたいな）

　エレノアもデュナミスに感心して、更に興味を示した。
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「もう少し詳しく話を聞かせてくれ」

「ふむ」

　デュナミスはおれをじっと見つめた。

　目をまっすぐ覗のぞき込んでくる。まるでおれを品定めしているような目だ。

「よかろう。が、しかし。余は視察の途中だ、道すがらであらば」

「それでいい」

　おれはデュナミスと肩を並べて歩きだした。

「それで、何が聞きたいのだ？」

「そうだな……。考えてはいるが、まだ出してない勅命とかもあるのか？」

「無論だ」

「それはどんなのだ？」

「ふむ……水に関するものだな」

「水？」

「民の健康と街の衛生を維持するためには、清浄な水の供給が必要不可欠だ。ならば、それを国が管理すべきだろう」

「なるほど、上水道か」

「水道……水の道か。うむそうだな。だが、上はどういう意味だ？」

「水は上から来て下に流れていくだろ？　だから供給する綺麗きれいな水は上水道だ。使い終わった汚水を流す方は下水道な」

「ほう……」

　デュナミスは立ち止まって、できのいい生徒をほめるような目でおれを見た。

「うむ、汚水の処理も国が責任をもってしかるべきだな。よくぞ気づかせてくれた。ほめてつかわすぞ」

　おれはそのまま歩きながらデュナミスからいろいろと話を聞いた。

　彼女のアイディアはおれからすれば「当たり前」のものが多いが、この世界ではそのほとんどが「先進的」なものだ。

　実現が難しいものも多くて、こっち世界の常識だと「ばかじゃねえのか？」と言われそうなものもある。

　おれはまるで、迫害されながらも地動説を唱え続けたコペルニクスから直接話を聞いてるような、そんな気分になった。

「むっ」

「どうした？」

「あの警備隊の男……」

　眉まゆをひそめたデュナミスの視線が見つめる先に、一人の警備隊員がいた。

　街の治安を守る国の下級役人──つまり、おまわりさんみたいなもんだ。

「あいつがどうした」

「服装がだらしない」

「服装？」

　おれは改めて男を見た。

　確かに服装がだらしなく見える。

　あっちこっち着崩していて不良警官っぽい。某国民的派出所マンガの主人公みたいだ。

　違うのは、向こうには愛嬌あいきょうがあって、こっちのはただのチンピラにしか見えないってことだ。

　しかしそれがどうした──と思っていると、デュナミスはつかつかと男に向かっていった。

「そこな者よ」

「ん？　なんだよ」

「そなた、民の安全を守る警備隊であろう」

「ああ、そうだが。それがどうしたよ？」

「その格好では民に不安と不信を与える。改めよ」

「は？　何様のつもりだお前は」

「何様だと？」

　デュナミスは「はっ」と笑った。

「余に向かって名を問うとは、無知にして蒙昧もうまい。が、そのような輩でも帝国臣民には違いない。よかろう、無知には知を授さずけるのが皇帝たる者の義務」

「……はあ？」

　男が「何言ってんだこいつ」と怪訝けげんそうな顔をする。

（くくく、これはさすがに相手の反応が正しいな）

　同感だ。

　愉たのしげなエレノア。

　一方、デュナミスも上機嫌で、ノリノリだった。

「余はメルクーリ帝国皇帝、デュナミス・サヴマ一世である」

「帝国？　皇帝？」

　男はますます不審な者を見る目つきになった。

「変わり者なのか、それとも反逆者なのか──捕まえてじっくり聞いてみることにしよう」

　男はそう呟つぶやくと、腰のあたりに下げていた手錠を取り出した。

　それをデュナミスにちらつかせて。

「ちょっと一緒に来い」

「ほう？　余を逮捕すると言うのか、無礼者」

「何が無礼者だ。お前みたいな危ないヤツを放っておけるか」

　このままじゃ手錠をかけられて連行される。

　止めよう──そう思って一歩踏み出した、そのとき。

「ちょっと、何すんのよ！」

「陛下に対して無礼だぞ!!」

「お前さん、いったいどこの所属だ」

　騒ぎを聞きつけたのか、街の住民が次々と集まってきた。

　言っちゃなんだが、この場合、警備隊の男の方がちょっとだけ正しい。

　おまわりさんが街中で「自称皇帝」を見かけたら、反逆罪として公務を執行するべきなのだ。

　が、住民たちの反応は違った。

　いかにもデュナミスを本当の皇帝だと思っているような感じで、逆に男に詰め寄ると、一斉になじっていた。

　最初は一人二人だったのが、どんどん数が増えていき、近くの店やギルド、果ては教会の中からも人が出てきて、ほぼ全員がデュナミスの味方をした。

　終しまいには、エプロンを着けたパン屋の主人（筋肉ムキムキ）が、逆に警備隊の男を大逆罪で

『現行犯逮捕』した。

「こいつ、どうしますか？」

「陛下に無礼を働いたんだから、当然大逆罪だろう」

「待て待て。それを決めるのはおれたちじゃない、陛下だ」

　誰だれかがそう言うと、住民たちの視線が一斉にデュナミスに集まった。

「その者の行い、赦ゆるそう」

　デュナミスは少し間を空けてから、鷹揚おうように言い放った。

（特赦とくしゃか。皇帝にのみ許されている裁可さいかだな）

「ほう。見てるだけでもなかなか面白おもしろいな」

　そのあと、デュナミスの言葉どおり、取り押さえられた男は解放された。

　男は、周りを見回すとぎょっとした。

　自分は何も間違ったことをしていないのに、周りの住民たちが明らかにデュナミスの味方をしたことに恐怖を覚えたらしかった。

「余への態度は赦すが、その格好は認めぬ。民を守る者として、身なりは常に整えるべし」

　デュナミスの言葉に、周りの住民たちが一斉に沸いた。

「そうだそうだ！」

「だらしない格好はやめて、警備隊らしくちゃんとしろ！」

「警備隊がそれでどうするんだ！　子供の教育に悪いぞ！」

　男は周りを取り囲む群衆に気圧けおされ、慌てて身なりを整えると、逃げるように立ち去った。

　残ったのはデュナミスと、彼女を取り囲んでいた住民たち。

　すると、今度は住民たちからデュナミスに陳情が始まった。

　為政者いせいしゃにする様々な陳情を、デュナミスは一人ずつ聞くと「善処しよう」と返事をする。

「陛下、私の村は川の向こう側にあるんですけど、この前の増水で橋が落ちちゃったんです。なんとかしてください」

「うむ。交通は人だけではなく物の流れにも影響する。紙とペンはあるか」

　デュナミスが尋ねると、住民の何人かがパッと建物に駆け込み、先を争うようにして、紙とペンを持ってきた。

　それを受け取ったデュナミスは、さらさらと何か書いてから、懐ふところから封筒を取り出すと、その中に紙を入れた。

　前にも見たことがある。デュナミスの「勅命」だ。

　彼女は周りをぐるっと見回して、おれを見つけるなり手招きした。

　手招きに応じて近づいていくと、封筒を手渡され。

「余の勅命だ。しかるべきところに届けよ」

　と言われた。

「……おれがか？」

「そなたを信頼しておる。道路修繕の件も、そなたが骨を折ってくれたのだろう？」

　デュナミスがそう言った直後。

「「「おおおおお!!!」」」

　住民たちから歓声が起きて、住民たちはデュナミスに向けるのと同じような、尊敬と期待の目をおれに向けた。

　なるほど、彼女の「勅命」はこうしてできあがるのか。


　割と真面目まじめに統治者してる………………のか？



　そう言い切るには、おれはメルクーリ王家とつながりが深すぎた。
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　民の陳情が一段落したあと、おれはデュナミスと一緒に近くの店に入った。

　客で賑にぎわっている茶屋、カフェみたいな店だ。

　デュナミスはやってきた店員に注文をしたあと、おれにも聞いた。

「そなたはどうする？」

「うん？　じゃあ同じもので」

「はい、わかりました！」

　威勢よく返事する店員に、デュナミスは袖そでの中から一枚の紙幣を取り出して、手渡した。

「代金だ。受け取れ」

「ありがとうございます」

　店員は一瞬首を傾げたが、受け取った紙幣を持ったまま立ち去った。

「ちょっと待て」

　おれはデュナミスに聞いた。

「今渡したものはなんだ？」

「なんだとはおかしなことを。飲食をすれば代金を支払うのは至極当然」

「金ってのはこれのことだろ」

　おれはさっと異次元倉庫を開いて、一枚の紙幣を取り出した。

　メルクーリ王族の証あかしが魔法付与された、メルクーリ王国が発行・流通させている紙幣だ。

　偽造不可能、かつ周りの四カ国が金貨をメインに使っている中で唯一の、便利な紙幣という形態。

　今、五大国の中で一番使いやすく信頼度の高い貨幣として、ほかの四カ国でもそこそこ使えるようになってきているもの。

　その一方で、さっきデュナミスが店員に渡したものは──

「これとは違うものだっただろ」

「うむ。それが気になるのか？」

　デュナミスは更にもう一枚、紙幣を袖から取り出すと、手渡してきた。

　それを受け取って、観察する。

　メルクーリ紙幣とはまったく別物だった。

　額面と、発行の日付、そしてシリアルナンバー。

　そして、デュナミスの肖像画が描かれている。

「これって、もしかして」

「余が発行しているメルクーリ帝国紙幣だ」

「……」

（くくく、貨幣の偽造だな）

「……いや」

　おれは紙幣を持ったまま、首を振った。

「デザインからして完全に違う。これだと偽造にはならないな」

「無論だ。余は帝国紙幣を発行している。誰だれの真似まねをしているわけでもない」

　デュナミスもそう言い放った。

　店員が注文したものを運んできたから、聞いてみた。

「さっきの支払いはこれだったよな」

「ええ、そうですよ？」

「いいのかそれで」

「はい。陛下にうちの店に来ていただけるなんて光栄なことです。本当はお代なんていただけないくらいですよ」

「もらっておけ。余は代価なしに何かを享受きょうじゅすることを好まない」

「わかっています。あっ、これはちょっとしたオマケです。お得意様にはみんな出しているお菓子です」

「うむ、いただこうか」

　デュナミスは頷うなずき、鷹揚おうように店員からのオマケを受けとった。

　彼女には驚かされてばかりだ。

　貨幣が使い物になるかどうかなんて、とどのつまり、信用度か価値のありなしで決まる。

　おれが持っているこの「メルクーリ帝国紙幣」、どうやらこの店──いや。

（さっきの外での様子を見る限り、この街では普通に使えると見た）

　エレノアと同感だ。

　この紙幣に、価値があると思われている。

「……ん？」

「どうした」

「これ、もしかして手描きか？」

「もちろんだ。余が手ずから一枚ずつ描いている」

「絵、上手うまいな。そういえばだまし絵も上手かったな」

「皇帝のたしなみだ」

　デュナミスは足を組んで尊大に振る舞い、茶を優雅に啜すすった。

「さて、余からも質問させてもらおうか」

「質問？」

「そなただけが一方的に質問をして、それで終わりだというのか？」

「なるほど。おれに何を聞きたい」

「なぜ余に構う」

「む？」

　それは意外な質問だった。

　今まで鷹揚に構えていたデュナミスが、一際ひときわ真剣な目でおれを見た。

「余は奇人ではない。ゆえにきちんと現状を把握しているつもりだ。当然余に向けられている視線の種類にも気づいている。今まで余に向けられたのは、奇妙な人間を見る者か、尊敬している相手を見るものかの二種類しかない」

「なるほど」

　意外な台詞せりふだった。

　彼女はぶっ飛んでるだけの人間だと思ってた。

「だが、そなたのものはそのどちらでもない。なにゆえ余に構う」

「ふむ……」

「答えられない理由でもあるのか？」

「いや。詳しく一から話すか、簡単にざっくりまとめるか。どっちがいいかと思っただけだ」

「余はまわりくどいのを好まない。ざっくりでいい」

「いい女なら、抱きたい」

　おれは即答した。

「だから、そうなのかどうか見極みきわめてただけだ」

「……」

　驚くデュナミス。

「気に障ったか？」

「いや」

　デュナミスは笑った。

　ものすごく楽しげに、ただただ楽しげに。

「余は寛大にして聡明なる帝国皇帝だ。無礼を赦ゆるそう」

　恋心とかじゃなく、もっと「面白おもしろい」に偏った好意。

　そんな好意を基もとに「赦す」と言うデュナミスに、ますます興味を持った。
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「して、そなたの結論は」

「いい女だ。抱かせろ」

　おれは即答した。

　デュナミス・サヴマ。

　皇帝を自称して、勝手にいろんな「勅命」を出して、自前で紙幣を発行して。

　あきらかに普通の女じゃないが、やっていることは間違いなく「いい女」だ。

　今まで出会った他のいい女たち同様、おれは彼女を抱きたくなった。

「そうか」

「で、どうだ？」

「ふっ」

　デュナミスは口角を持ち上げて笑った。

「余は寛大だが、決して尻軽しりがるではない」

「なら、どうすれば抱かせてくれる」

　押せ押せで更に聞く。

「そうだな……臣下としてそれなりの功績を挙げれば、褒美ほうびとして許してやらんこともない」

「功績って、何をすりゃいいんだ」

「ふふ。なかなかにがっつくではないか」

「まあな。いい女が目の前にいるからな」

「ふむ。ならば伝えよう。一つ、余には世界の今後のために、段階的にであっても成さねばならんと思っていることがある」

　そう話すデュナミス。

　その目はおれに向いていたが、視線の先は遙はるか遠い未来を見ているように見えた。

「言ってみろ」

「奴隷の解放」

「……」

「どうした、利権が絡からみすぎていて怖じけづいたか」

　おれが黙ってしまったことをそう受け取ったようだ。

「いや、そうじゃない」

「ほう？」

「まさかそんなことを考えてる奴やつがいたとはな……ってびっくりしただけだ」

「……ひょっとして、そなたも同じことを考えておったのか？」

　いや、考えてたってわけじゃない。

　ただ、既にそれが行われた世界から来ただけで。

　おれがいた現代日本にはもう奴隷制度はない。世界を見てもアメリカが奴隷解放宣言をやったくらい、向こうでは一般的に「奴隷は解放されるべきもの」とされていた。

　時代と思想が進んでいくと、どこの世界でも自然にそうなっていく。

「やっぱりお前の考え方は進んでる」

　おれは立ち上がった。

　俄然がぜんやる気になった。

　抱かれる条件にそれを持ちだしてきたデュナミスを、おれはますます気に入った。





☆






　屋敷に戻ってきて、おれはオルティアの部屋を訪ねた。

　大賢者オルティア。あらゆる知識と知恵を持つ賢い女は、ただの女になりたくておれの屋敷で暮らしている。

　そんな彼女のもとを訪ねて、事情を話した。

「ってわけで、奴隷解放するためのいい手はないか」

「……」

　問われたオルティアは、ぶすっと唇を尖とがらせると、拗すねたような顔をした。

　彼女の頭脳を借りにいくと、いつも最初はこんな顔をする。

「……答えたら、何をしてくれる？」

「何もしない」

　おれは即答した。

「お前はおれの女だ。答えても答えなくても関係ない。質問と関係なく抱きたいときに抱く」

　オルティアの口癖、自分は「ただのオルティア」。

　大賢者や知恵袋としてじゃなくて、ただの女でありたいという思いが強い。

　その思いを汲んで、おれはそう答えた。

　オルティアはその返事に満足すると、絶世の美女と呼ぶにふさわしい微笑みを見せた。

「方法は、大まかに分けて二つ考えられる」

　彼女はそこから、まるで教師が生徒に教えるような口調に切り替えた。

　オルティアがおれに何かを教えるときはいつもこの口調だ。

「一つは無理矢理。あなたが繫つながっている全すべての女王や王女に命じて、奴隷の売買、いえ奴隷制度そのものを禁じさせればよろしい」

「それは反発が大きそうだな」

「でも、五カ国全すべてが一斉に動けば──何よりあなたが強くそれを望めば、どんな反発だろうと撥はねのけられる」

　かなり強引ごういんな手だな。

「もう一つは？」

「宗教」

「宗教？」

「ソロン教も、今や実質あなたのもの」

　オルティアはにこりと笑った。

「法王キャロラインを使って、奴隷解放が天国に行くための必須条件とでもすれば、金持ちを中心に、我先にと奴隷を解放するはず」

「なるほど」

　そっちは搦からめ手ってわけか。

　どっちも実現可能──実際にやれるし成功が見込めるってことで、二重の意味で実現可能な方法だ。

　あとはどっちでやるべきか……いや、両方のいいとこ取りでいくのがいいか。

「やっぱりあなたは賢いわ。いっそ、あなたがこの世界の皇帝になってしまうのはどう？」

「あいにく、そっちにはあまり興味ないな」

　皇帝になったからといって、今より何かがよくなるわけじゃない。

　むしろ面倒臭いことが増えそうだ。

　世継ぎ跡継ぎの兼ね合いで、いい女を好きなとき好きなように抱けなくなるかもしれんとか。そんなのはまっぴらごめんだ。

「ありがとなオルティア。参考になった」

　言うなり、おれは異次元倉庫からワープの羽根を取り出した。

　女王や王女たち、そして法王。

　奴隷解放を実現するには、会わなければいけない女たちがたくさんいる。

　一人一人会って話をしてこよう──そう思って、移動のためにワープの羽根を手にした。

「そうだ、オルティア」

「なあに？」

「今夜、部屋に行く」

「……ええ、待ってるわ」

　さっきまでの教師口調から一変、オルティアはまるで貞淑ていしゅくな妻のように微笑んだ。
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「……ん？」

　ワープの羽根で戻ってくると、屋敷に微妙な空気が漂っていることに気づいた。

「なんだこれは」

（ふむ。殺気ではない……いや、敵意からして感じられんな）

「ああ」

　おれもエレノアと同じ意見だった。

　屋敷全体に漂う変な空気。

　今まで一度も感じたことのない不思議な空気だから、詳細はわからないが、エレノアが言う通り敵意は感じられない。

　どちらかと言うと……焦あせり？

　それが一番近いかもしれない。

「閣下」

「その声はニキか──ってなんだそれは」

　声をかけられて振り向いた先には、ニキと奴隷兵第一小隊の面々がいた。

　なぜか全員下着姿で。

　しかも、ただの下着じゃない。

　いわゆる勝負下着。

　男が「その気」になるような色っぽい下着だ。

　二十人の美しい女が、全員勝負下着姿。ものすごく壮観だ。

「どうしたんだ、いきなり」

「はっ、閣下に──いえ、カケル様にご奉仕をさせていただきたいのです」

「「「させてください！」」」

「うおっ」

　盛大にびっくりした。

　兵士から女に戻って言い直したニキに続けて、第一小隊の面々も声を揃そろえて主張してきた。

　その目はかなりマジだった。

　一体どういうことだ……いや、そんなことどうでもいいか。

　おれの女が抱いてくれっておねだりしてるんだ。

　なら、やるべきことは一つ。

「よし、ベッドに行くぞ」

「「「──はい！」」」

　全員、嬉うれしそうに顔をほころばせた。

　かと思えば、そのうちの何人かは、さっき以上に真剣な顔で。

「ここからが正念場」

「しっかりご奉仕しなきゃ」

　と、普通なら聞こえない程度の小声で囁ささやきを漏もらした。

　もちろんおれは７７７倍の聴力でしっかりそれを拾った。

　何を言っているのかちょっと気になるが、女を抱くという行動の前では些細ささいなこと。

　おれはニキたち二十人に囲まれて寝室に向かう。

「あっ……」

　廊下を曲がると、その向こうに別の一団が現れた。

　ネオラ率いる奴隷兵第三小隊。

　こっちも二十人が勢揃いだ。

「って、お前たちまで。なんだその格好は」

　ネオラたちは全員、バニーガール姿だった。

　露出度が高く、うなじや肩、胸に脚線美など、女のセックスアピールが強い箇所が全部ほどよく強調される、セクシーの数え役満のような衣装。

　ネオラ以下、全員それを着ている。結構ムラムラくる。

「カケル様、第一小隊のあとで構わないから、私たちにもお情けを！」

「「「お願いします！」」」

　こっちもニキたちと同じように、必死な形相でおれに訴えかけてきた。

　こりゃ……さすがに見過ごせんな。

　どっちか片方だけじゃなくて、二隊同時に同じことを、しかも普段しないことをしてきたら、さすがに理由を聞かざるをえない。

　……いや。

　おれは意識を拡大した。

　意識を拡大して、屋敷の中を探る。

　あちこちに点在しているが、今は奴隷兵二百人十小隊、全員が屋敷の中にいる。

　しかも……気配を探ったせいで逆によくわかる。

（くくく、全員が発情しているな）

　エレノアがわざわざ露骨な言葉で、からかい半分にそう言ってきた。

　だが、事実だった。

　奴隷兵全員、なぜかおれに抱かれたがっている。

「どうした、何か盛られでもしたか」

「……」

「……」

　ニキとネオラ、そして他の奴隷兵たちが一斉に黙り込んだ。

　小隊長の二人も口籠くちごもるが、何人か口を尖とがらせている奴やつがいた。

　可愛かわいらしく不満を顔に出している。

　何か盛られたとか、そういうわけじゃなさそうだ。

「答えろ、命令だ」

「……オルティア様とカケル様の会話を聞きました」

「奴隷たちをみんな解放すると──」

　ニキとネオラの二人が答える。

「ああ、今もその件でキャロラインのところに行ってきた。それがどうしたんだ」

　それを聞いた奴隷兵たちが、互いに顔を見合わせて視線を交わし合う。

　もう一度、今度はニキが全員を代表するかのように言った。

「私たちは、解放されたくないんです」

　ニキがそう言うと、残りの全員がますます強い視線でおれを見つめた。

　なるほど、そういうことか。

　全すべてに得心がいった。

　おれはデュナミスを抱くために奴隷解放を進めようとした。

　だが、それを聞いた彼女たちは、おれに「捨てられる」と思ったわけだ。

　それで、解放されても捨てられないようにと、色っぽい衣装を着ておれを誘惑したり、ご奉仕を申し出たりしてきたってわけだ。

　奴隷兵二百人──改めて屋敷内にいる気配を探る。

　二百人全員が全員、同じことをしようとしていた。

（くくく、健気けなげな女どもではないか）

　同感だ。

「話はわかった。しかしお前らは、一つ勘違いしていることがある」

「な、なんですか？」

「お前たちは、奴隷兵兼〝おれの女〟だ。奴隷部分が解放されたとして、あとに何が残る？」

「「「あっ……」」」

　頭の回転の速い何人かがすぐに理解して、頰ほおを赤らめて俯うつむいた。

　とはいえ、その表情はメチャクチャ嬉しそうだ。

「そういうことだ」

「「「はい!!」」」

「よし、誤解は解けたな。じゃあ行くぞ」

「えっ？」

「ど、どこにですか？」

　ニキとネオラ、勝負下着とバニー姿の二人が、同時にきょとんとする。

「ベッドに決まってるだろ。ああ、奴隷とかの話は抜きにしても、こういう誘いは嬉しいから、これからもどんどんやれ」

「「「……はい！」」」

　その場にいた四十人全員が、笑顔で大きく頷うなずいた。

「他の奴らも聞こえてるな？　楽しみにしてるから、エロい格好をして寝室に集まるんだぞ」

　──はいっ！

　屋敷を揺るがすほどの、二百人分の大きな声。

　その晩、おれの屋敷から嬌声きょうせいが途切れることはなかった。
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　朝起きて、幸せそうな寝息をＢＧＭに服を着て、部屋を出る。

　そこでは有能メイドのミウが待っていて、しずしずと頭を下げてきた。

「おはようございます、ご主人様」

「おう、おはよう」

「食堂にお食事のご用意ができています」

「ん、ああ。とりあえずおれの分だけでいい。オルティアはへばってるから、夕方くらいまではそっとしておいてやってくれ」

「わかりました」

　ミウはそう言うと、おれを食堂まで案内する。

「──♪」

　廊下を先導するミウ。

　珍しく鼻歌なんか歌って、ご機嫌きげんみたいだ。

「どうしたミウ、ずいぶんご機嫌じゃないか」

「えっ？」

「鼻歌を歌ってただろ。何かいいことでもあったのか？」

「いえ、ご主人様のメイドですから、毎日が嬉うれしくて──あっ」

　言いかけたミウは途中で何かに気づいたように、バッと顔を俯うつむかせた。

　一瞬で真まっ赤かになる。

　ふさふさのケモミミも赤くなった。

　よっぽど「気づいたこと」が恥ずかしいものだったのか、顔から火を吹きそうなくらい赤くなった。


「…………」



「ん？」

「ご、ごめんなさい！」

　言うなり、ミウは逃げ出した。

　一瞬、呆気あっけにとられてしまうおれ。

（ほう、あの娘がこうまで取り乱すとは）

　エレノアがものすごく愉たのしげに言った。

　彼女の言う通りだ。

　世界で一番もふ度が高いだけじゃなく、世界で一番有能なメイド、ミウ。

　彼女が謙遜けんそんがらみじゃなく本気で取り乱すのは、ここしばらくなかったこと。

（追いかけなくていいのか）

「そうだった」

　エレノアに言われて、ハッと我に返るおれ。

　駆け出してミウに追いつくと、後ろから手を摑つかんで引き留めた。

「ご、ご主人様ぁ……」

　追いつかれたミウは泣きそうな顔をしていた。

「どうしたんだ」

「ごめんなさいご主人様……」

「いきなり謝られてもわからん。謝るなら理由を言え」

「でも……」

「おれは寛大だから、ミウがしたことだったら大抵のことは許してやる。言ってみろ、誰だれか殺しでもしたのか」

「そ、そんなことしてません！」

「ふむ、だったら？」

　冗談を言ってハードルを下げてから、改めてミウに答えるように促す。

　ミウはしばらくもじもじした後、消え入りそうなか細い声で答えた。

「ご、ご主人様が奴隷解放をされるおつもりだと聞いて……」

「おう、デュナミスを抱くためにな」

　初期からおれに仕えていて、くじ引きのチートスキルをいくつか与えている程のメイド。

　そのくらい信頼しているミウに、おれははっきり目的まで話した。

「それで……その……もし奴隷解放をされたら」

　ミウはそこでまた一旦いったん止めてから、清水きよみずの舞台から飛び降りるぐらいの覚悟をした顔で続けた。


「そ、そうなればご主人様のメイドは、ずっと私だけ！　って、思ったんです…………」



　最後の方はほとんど聞こえなくて、普通の人間なら「え、なに？」と聞き直す程小さな声。

　だが、７７７倍の聴力を持っているおれは当然の如ごとく聞き逃さなかった。

「つまり、奴隷を解放したら新しい奴隷は入ってこなくなる。そうなったら、メイドはずっと自分だけ。そう思って嬉しくなったってことか」

「はい……ごめんなさい……」

「別に問題ないぞ」

「え？」

「むしろいじらしくて可愛かわいいぞミウ」

「え、え？」
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「よし、今日はそんな可愛いミウにご褒美だ！」

　ミウの膝裏ひざうらに手を回すと、お姫様抱っこで抱き上げる。

　そのままＵターンして、どこか空いてる部屋は、と彼女を連れ込んだ。

「ご、ご主人様。朝ご飯は──」

「そんなことよりミウを食べる」

「あっ……」

　ミウがまた頰を染めた。

　さっきと同じように赤くなったが、さっきと違って今度は嬉しそうだ。

（随分オヤジ臭い言い回しだな）

　うるさい魔剣ババア。

「で、でも、ひかり様のご飯も作らないと」

「そんなの人形のミウにやらせろ、と言うか」

　一度区切って、その目をまっすぐのぞき込む。

「やれ」

「──はい！」

　ミウはおれのメイドだ。おれのために働きたがっている。

　強く命令すると、その分嬉しく感じるのがミウだ。

　今のもそうで、おれがそう命令した瞬間。

「──♪」

　ミウはものすごく幸せそうに、ミウの人形たちにひかりの朝食作りを命じた。




　それが済んだところで、おれはミウを空き部屋に連れ込むと、日の高いうちからベッドに押し倒した。

　デュナミスの奴隷解放。

　その結果、奴隷兵たちに続いてミウまで可愛い一面を見せた。

　それは思ってもいなかった副産物だった。







[image: ]




　アイギナ王国、夏の宮殿。

　セレーネに呼び出されたおれの前に、一人の中年男がいた。

　下っ腹が大きく突き出ていて、鼻先が脂でテカっている。

　着ている服は上質なものだから、金持ちなのは間違いなさそうだ。

「紹介するね。この人……えっと……」

「奴隷商人のタキ・ジタキスです」

　セレーネの傍そばに仕えるアブラアムが代わりに答えた。

　彼女のフォローにもすっかり慣れた感じのアブラアム。

　一方、紹介された奴隷商人タキ・ジタキスは、立ち上がると大げさな仕草で──

「おお、あなたがユウキ男爵でございますか」

　と、親しげに話しかけてきた。

「ああ」

「なんかね、ショウにお願いがあるんだって」

　そのとき、タキの目に一瞬だけ嘲あざけりの色がよぎったのをおれは見逃さなかった。

（くくく。「小娘が。駆け引きも知らないで」って感じの顔だな）

　たしかにそんな顔だな。

　どうやらおれと何か交渉だか取引だかをしたくて、セレーネに引き合わせを依頼したらしい。

　それで、そのことをセレーネが腹芸なしにあっさりぶちまけたのが気にくわなかったようだ。

「で、なんの話だ」

「はい。私は以前よりユウキ男爵のご高名を──」

「御託はいい。端的に用件だけ話せ」

　タキの眦まなじりがピクッとした。

　正直な話、おれだってこいつと話すのがすごく面倒くさい。

　何が悲しくてこんな脂身おっさんと話さなきゃならないんだ。

　不快な思いをした分は、あとでセレーネに返してもらおう。

「その竹を割ったような物言い、猛将となる方はやはり違いますな。いや、申し訳ありません。端的にと仰おっしゃられたところ、ついつい思ったことをそのまま口にしてしまいました」

　どう見てもそんなこと思ってないだろ。サクッと用件を言えサクッと。

「それで、実はですな、ユウキ男爵が取り組んでおられる奴隷解放について、ほんの少しだけ先に引き延ばしていただけないかと思いまして……」

　まあ、その件だろうな。

　当然、そんなこと聞く道理はない。

　タキとやらの要請は即却下して、宮殿から追い出した。
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　タキを追い出したあと、夏の宮殿の応接間。

　セレーネはおれに寄り添ったまま聞いてきた。

「ショウ、あれでよかったの？」

「ああ、奴隷はもうすぐ解放する。これはもう決まりだ」

「そうなんだ。そうすると奴隷さんたちも幸せになれる？」

「ああ、たぶんな」

「しかし、奴隷を解放したところで、問題が全すべて解決するわけではありません」

「アブラアム？」

　少し離れたところで立っているアブラアムがそう言って口を挟んだことに、セレーネが驚いた。

「解決できない問題って何？」

「元々奴隷の九割は口減らしや身売り。親や本人が食べていけなくて、奴隷として売ってしまうことがほとんどなのです」

「ふむふむ」

　アイギナ事変のあと、すっかり素直になったセレーネ。

　真面目まじめな生徒のようにアブラアムの説明を聞いている。

「奴隷を解放しただけでは、それらの問題は解決しません。むしろ貧者を貧困のまま放置することになるか、更なる闇やみへと追い込んでしまうことになりかねません」

　アブラアムはセレーネに対しては優しい教師の目で教えを説いたが、一転おれには厳しい目で詰問してきた。

「その点についてはどうされるおつもりですか？」

　来ると思っていた。

　どこかで、誰だれかがそれを聞いてくると思っていた。

　本命がリカ、対抗がデルフィナ、大穴はイリスだと思っていた。

　まさかアブラアムに突っ込まれるとは思っていなかった──が、答えは用意してある。

「結論から言うと──子持ちの連中に金をばらまく」

「それでは一時凌いちじしのぎにしかなりません」

「結論から言うとって言ったろ。先走るな」

　ますます厳しい目になるアブラアムを制して続ける。

「教会学校のことは知っているな？」

「ソロン教の現法王が始めたことですね」

「ああ。それと同じだ。子供に行かせる学校を始めろ」

「親に資金援助をして、その子らを学校に行かせろということですか？　そんなことをしても、親はそのお金を目的外のことに使うに決まって──」

「おれは先走るなと言ったはずだ」

　おれに睨にらまれて、ぐっと言葉を呑のみ込んだアブラアム。

　まあ、常識人だけに、こいつの発想がそうなるのもわかる。

「給料の形にして子供に直接渡せばいい」

「きゅう、りょう？」

「ああ。親じゃなく、学校に通った子供に直接給料として金を出せ。授業に参加した分だけもらえるようにすれば、たとえ親に金を全部巻き上げられても、子供に教育だけは残るだろ」

「それは……むぅ……」

　悩むアブラアム。

　初めての提案に思考がついていっていない様子だ。

　アブラアムはしばらく悩んだあと、

「確かに……貧困の連鎖の間接的な原因は教育を受ける機会の不足。効果的かもしれません」

　と認めた。

「子供の教育は大事だ。将来奴隷以外の仕事に就くためにもな」

「しかし、それは容易なことではありません」

「どうしてなのアブラアム？」

「予算が……子供の数だけ費用を賄まかなうには莫大ばくだいな予算がいります。この政策が実行されれば、最終的に所得は増えるでしょうし、将来的には国の税収も上がる。ゆえに、費用がかかっても十年二十年後には回収できましょう──ですが、今それをするためにまず先立つものが」

　やっぱり頭の回転が速いなこいつ。

　おれがオルティアと相談して、現実世界でうまくいったケースをアレンジして持ち込んだ提案の狙ねらいをすぐに理解した。

　そればかりか、その懸念けねん点まで一気に思い至ったようだ。

「お金が足りないの？」

「ええ、率直そっちょくに言うと」

「だったら王族向けの予算を使って実現して」

「えっ……」

　あっけらかんと言い放つセレーネ。

　きょとんとするアブラアム。

「殿下、恐れながら、それは……」

「王族の予算には余裕があるんだよね」

「それは、まあ」

「だったらそれを使って」

「よろしいのですか？」

「うん！　誰にとっても勉強は大事だって思うから──だってさ」

　セレーネが、困ったように眉まゆをハの字に下げて、苦笑しながらつぶやく。

「みんなが勉強できなくて、昔のあたしみたいになっちゃったら、将来国が大変でしょ」

　へえ。

　さすがにそれには驚いた。

　まさかセレーネがそんなことを申し出るとはな。

「……そこまで、仰るのでしたら」

「よし、話は終わったな。アブラアム、今セレーネが言った通りにやれ。いいなセレーネ？」

「うん！　お願いアブラアム」

「わかりました。お任せを」

　一瞬俯うつむいて下唇を嚙かんだものの、次の瞬間、顔を上げたアブラアムからは迷いが消えていた。

　奴隷制度を廃止して放置するのと、予算をつけて教育することを比較して、後者が正しいと理解したんだろう。

　やはり賢い男だ。

「よし、そうと決まれば、セレーネはおれと一緒に来い」

「うん！　これから何をするの、ショウ？」

「もちろんセックスだ」

「え？　こ、こんなお昼から、いいの？」

　セレーネが嬉うれしさ八割、遠慮二割の顔でもじもじした。

「今のお前は最高にいい女だったから、最高にやりたくなった」

「……う、うん！　ありがとう」

　おれは嬉しそうに頰ほおを染めるセレーネを抱いて応接間を出ると、近くの部屋に連れ込んで、とことん可愛かわいがったのだった。
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　デュナミス・サヴマはいつものようにレイウースの街にやってきていた。

　ここだけ、というわけでは決してないが、あの男と出会って以来、デュナミスはこの街に足を向けることが多くなった。

　背筋をピンと伸ばし、口角には一番威厳を見せつけられる形の笑みを自然に浮かべている。

「ここは……？」

　視察にやってきた自称メルクーリ皇帝は、一軒の商会の前で足を止めた

　人が慌ただしく出入りしているそこは、普段とは違う空気で満たされていた。

「そこなものよ」

「はあ？　なんだよこのクソ忙しいときに──って陛下じゃないか」

　上半身をはだけさせたガッシリした体格の男は、声をかけられて鬱陶うっとうしそうに振り向いたが、呼びかけた相手がデュナミスだと知るや、表情を一変させた。

「陛下」呼びではあるものの、親しみの籠こもった表情と口調になる。

「これは何ごとなんだ？」

「いやあ、陛下もご存じの通り、うちは元々奴隷商会だったんですよ」

　デュナミスは無言で頷うなずいた。

　彼女の足を止めさせたのは、それをよく知っているからでもある。

「その商売が急にできなくなったから、店を改装して別の商売に切り替えてるところですわ」

「急にできなくなった、とは？」

「知らねぇですか？　奴隷解放ですよ。まったく何が起こったんだか。五大国が揃そろいも揃って奴隷制度を禁止してくるなんてさあ。ああ、陛下にこんなこと愚痴ぐちっても仕方ないですわな」

　男はそう言って、親しみの成分が多分に含まれた礼をしてから、再び元の仕事に戻った。

「奴隷……解放？」

　デュナミスはその言葉を舌の上で転がすようにつぶやく。

　脳裏のうりにあの男の姿を思い浮かべながら。
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　街中をしばらく視察して回ったデュナミスは、そのあと行きつけの茶屋にやってきた。

　表に看板だけでなく「陛下御用達」というプレートが掲げられている例の店だ。

「いらっしゃいませ！　──って、陛下じゃないですか」

　客を出迎えた店主は、デュナミスの姿を認めるなり、親しみの籠った口調に切り替わった。

　行く先々で、本来の皇帝にはあるまじき形で街の住民から敬愛を受けるデュナミス。

　彼女は静かにうなずいた。

「席はあるか」

「もちろんです！　一番いい席を陛下のために取ってあります。さぁ、こちらへどうぞ」

「うむ。これは褒美だ。取っておくがいい」

「ありがとうございます！」

　デュナミスはまたお手製の紙幣を渡し、店主も喜んでそれを受け取った。

　メルクーリ王国が発行したものではない、デュナミスの手書き紙幣だが、それが彼女の行く先々では貨幣として通用する。

　店の奥に入り、階段で二階に上がった。

　その途中、デュナミスは店主に聞いた。

「珍しいな、そなたが表に出ているのは。いつもの童わらわはどうした」

「いやそれが、学校に行っているんです」

「学校？」

「ええ。最近アイギナ王国で、学校に通う子供に給金を支払うという政策が始まったのをご存じですか？」

「初耳だな。だがそれがどうした。それに、そもそもここはメルクーリではないか」

「それはそうなのですが、子供を学校に行かせるだけでお金がもらえる、しかも仕事をさせる以上の金額がいただけると聞いて、一時期アイギナに引っ越す親が急増したんです。子育てをするならアイギナの方がいいと」

「ふむ」

　それを聞いたデュナミスは、ものすごい速さで頭を回転させ始めた。

　その方法が生み出すメリットはもちろん、デメリットについても、あれこれ考え始めたのだ。

「うちも子供がいたら考えたのですが……それで、アイギナ王国がそんなことを始めた途端、メルクーリから一気に大人も子供もいなくなってしまったので、テレシアの双花の一人、イリス姫がアイギナと同じ政策を始めたんです。ですから、子供たちは全員この時間は学校でお勉強なんです」

「そうであったか」

　階段を上りつつ、思案顔になるデュナミス。

「意外とキレ者だな。イリス・テレシア・メルクーリというのは」

「噂うわさだと、この話には例の五爵様が絡からんでいるらしいです。五爵様のことはご存じですか？」

「魔剣使いのことか？」

「ええ。まあ、あくまで噂ですが」

　デュナミスを二階の見晴らしが一番いい席に案内した店主は、親しみの籠った様子で一礼すると、デュナミスに「いつもの」を用意するために戻っていった。

　残されたデュナミスは、一人で窓から街を見下ろす。

　五爵、魔剣使い、竜殺し。

　様々な異名を持つ剣士、結城ゆうきカケル。

　奴隷解放を本当に実現しただけでなく、貧者の子供に教育を受ける機会を用意するなど、とデュナミスは密ひそかに舌を巻いた。

　子は国の宝。

　それがデュナミスの持論だ。

　彼に奴隷解放という無理難題を突きつけたのも、幼い時点で奴隷にさせられた子供たちは、可能性を全すべてその時点で潰つぶされてしまうからだ。

　しかも、ほとんどの場合、またその子の子の世代になったときも、不幸の連鎖は続いていく。

　だから、今ここで解放してやりたかったのだ。

　だが、奴隷を解放するどころか、その先のことまで同時にやってのけたカケル。

「……随分と先回りをされた気分だ」

　と、デュナミスはひとりつぶやく。

「先回りってなんのことだ？」

「むっ」

　驚き、そのまま振り向く。

　そこにはカケルの姿があった。

　いつの間にやってきたのか、カケルは傲然ごうぜんとデュナミスの前に現れると、当たり前のことのように彼女の向かいの椅子いすに座った。

「探しに行ったらいなかったからな。まさか街に来てるとは思わなかったぞ」

「定例の視察だ。それより──」

「うん？」

「……褒めてやろう。よく、やってくれた」

「もう知ってるのか？」

「この街の奴隷商会が廃業して商売替えをしていた。嫌でも目に入るくらいの勢いでな」

「なるほど。そこの店の奴はまあ賢明だな。いくら奴隷商売にしがみついたとしても、最後はおれが直接ぶっ潰しに乗り込むだけだからな」

「……」

　デュナミスはカケルをじっと見つめた。

　いったい、こいつはどういう男なのだ。

　五大国を股にかけての奴隷解放。

　それだけではない。

　貧困の連鎖を断ち切るため、子供の教育さえ同時に始めさせてしまうこの男。

　デュナミスは、この男の底が知りたくなった。

　前よりも、ずっとずっと知りたくなった。

　──が、彼女はただの女ではない。

　好奇心は強いが、それ以上に自分を皇帝たらしめようと、自らを厳しく律している。

　それは、デュナミスの中で何においても優先される事項だ。

　デュナミス・サヴマ。

　神聖メルクーリ帝国皇帝、サヴマ一世。

　彼女は酔狂すいきょうや遊びで皇帝を名乗っているわけではない。

　少なくとも、本人の中では。

　だから。

「約束通り奴隷を解放してやったんだ。いい加減、そろそろ抱かせろ」

「ふむ、よかろう。褒美に夜とぎを命じてやる」

　デュナミスは即答でそう返事した。

　相応の働きをした臣下には、相応の褒美を与えなければならない。

　それが皇帝としての務めであり、義務である。

　たとえ、これまで性交渉の経験が一切いっさいなかったとしても。

　今のデュナミスにとって、誰だれにも超えられなかったハードルを軽々と超えてきたカケルに、褒美を与えないという選択肢はなかった。
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　おれはデュナミスを屋敷に連れて帰ってきた。

（くく、連れてきた、と言うのか、これは？）

　エレノアが愉たのしげに突っ込んできた。

　エレノアの言いたいことはわかる。

　メルクーリ皇帝を名乗っているデュナミスは、今までずっと皇帝らしく振る舞っていた。

　おれには「夜とぎを命じる」とか言うし、挙げ句、街からここまでずっと俺おれの前を歩いて、おれをおれの屋敷に「引き連れて」きた。

　ワープの羽根を使おうにも、悠然と先頭を歩かれて、切り出すヒマもなかった。

　だから、おれはむしろ連れられてきただけで、デュナミスが連れてきたという方が正しい。

「何をしている。早く奥へと案内するがいい」

「はは」

　この期に及およんでまだこれなデュナミス。

　やっぱり彼女はこうじゃないとな、と、おれはわくわくしてきた。

　言われるがままに扉を開けて、デュナミスを屋敷の中へと案内する。

　すると。

「お帰りなさい……あら」

　屋敷の奥からオルティアが現れた。

「ただいま。寝てたのか？」

「いいえ、磨いていたのよ」

　まるで遊女のように艶つややかな服を着ているオルティア。

　俺の前ではいつも「ただの女」と主張する彼女は、最近こういう「女」を主張する服を着ることが増えた。

　もちろんおれがいるときに、おれの屋敷の中でしか着ないが。

「悪いな、今日は先約がある」

「構わないわ。待たせてもったいないことをした、とそのうち後悔させるだけだから」

「それは楽しみだな」

　思わずオルティアを抱き寄せて、濃厚なキスを交わす。

　ひとまずそのキスで満足した様子の彼女は、屋敷の奥に消えていった。

「待たせたな──どうした」

　振り向くと、デュナミスが眉まゆをひそめているのが見えた。

「今のはオルティア。大賢者オルティアではないのか？」

「ああ。ここにいるときはただのオルティアだがな。知ってるのか？」

「余のような立場でオルティアを知らない者などいるか。彼女には仕官を命じたことがある。愉快なことにあっさり断られたがな」

「なるほど」

「ひょっとしてそなたの腹心か？」

「いや、俺の女だ」

　そう即答すると、デュナミスがあぜんとした。

　そこにあぜんとされてもな、と思いつつ、視線を感じて振り返ると、去っていったはずのオルティアが角から顔をちょっとだけのぞかせて、楽しそうに笑顔を見せていた。

　あぜんとしたデュナミスを見て微笑んでいる。

　仕官を断わったことを覚えているんだろう。

　オルティアは一瞬おれと目を合わせると、手を振って今度こそ本当に奥に消えていった。

　それを見送ってから、未いまだにあぜんとしているデュナミスに声をかける。

「行こう」

「……うむ、そうだな」

　ちょっとだけ間が空いたが、デュナミスは何ごともなかったかのようについてきた。

　普通なら動揺するところだろうが、彼女はあっという間に立ち直った（ように見えた）。

「主」

　奥に向かって進んでいくと、今度はナナと遭遇そうぐうした。

　戦場に立っていないとき、ナナは比較的軽装をしていることが多い。

　今も脇わきから背中にかけて露出の多い色っぽい格好をしているが、その色っぽさはトゲ付きのバラであることをおれはよく知っている。

　無論、そのトゲも含めて彼女は美しい。

「どうしたんだナナ。こっちの屋敷にいるのは珍しいな」

「主のことを探していた。最近兵たちが浮かれているので、カツを入れていただければ」

　そう言いながら、ナナはデュナミスをちらっと見た。

「失礼した。主の都合をわきまえず、一方的なお願いなど」

「別に気にするな。明日すぐにやってやる」

「はっ！　ありがたき幸せ！」

　ナナはバッと敬礼したのち、深く頭を下げると、長い髪をなびかせて凜然りんぜんと立ち去った。

「今のはナナ・カノーではないか？」

「ナナのことも知ってるのか？」

　再びデュナミスに振り向き、聞き返す。

「当然だ。白亜の戦姫、天剣のナナ。人類最強の女。彼女にも以前仕官を命じたが断られた」

「ナナのこともスカウトしてたのか」

「そなたのことを主と呼んでいたようだが？」

「おれの女だからな」

「……そうか」

　動揺がさっきに比べて深くなった。

　そんな彼女を連れて、三度歩き出す──

「あら、今日は何もお礼できそうにありませんのね」

「デルフィナ」

　まさに千客万来。

　今度はデルフィナが現れた。

「お前も来てたのか」

「ええ、奴隷解放のお礼をと思いましたけど……一足遅かったようですわね」

　おれの背後に佇たたずむデュナミスを見て、何もかも全すべてわかっている、という感じの表情をするデルフィナ。

　まあ、デルフィナの想像通りだろうな。

「いいのか？　商売の邪魔にならなかったか」

「その程度の損害など、わたくしのトラウマを除いていただいたことに比べれば」

　そう言って艶然えんぜんと微笑むデルフィナ。

　自分からトラウマとはっきり言えるあたり、もう気にしていないはずだが、それでも彼女は奴隷解放のお礼と言った。

「明後日、おれの方から行く」

「準備して、お待ちしてますわ」

　デルフィナは微笑んだまま優雅に一礼すると、去っていった。

「デルフィナ・ホメーロス・ラマンリ、か……」

「ひょっとして、彼女のことも知ってるのか？」

　三度デュナミスに尋ねる。

　デュナミスの動揺と驚きは、更に大きくなっていた。

「ああ。彼女には資金提供を命じた。そのときは、あっさりと金貨百枚を支払ったものだ」

「どっちもすごいな」

　デルフィナに資金援助を命じるデュナミスもすごいが、どこの馬の骨かもわからない自称・皇帝に、金貨百枚を提供するデルフィナもすごい。

　小金を握らせて追い払うとかいうレベルの話じゃないぞ、金貨百枚ってのは。

　デルフィナとデュナミスの関係が、少しだけ気になった。

「そなたは……一体」

　おれがデルフィナとデュナミスの関係を考える一方で。

　オルティア、ナナ、デルフィナ。

　一度に同じ場所で、同じ男おれに尽くす、有名で有能な女に立て続けに遭遇したデュナミスは、今度こそ完全に絶句してしまったのだった。
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「ほう、よい部屋ではないか」

「そうか？」

　寝室にデュナミスを連れ込んでも、彼女の堂々とした態度は変わらなかった。

「うむ、維持している者の心遣いが随所に感じられる。いい使用人を持ったな」

「それは……そうだな」

　ミウのことを褒められて嬉うれしいんだが、何かが違う。

　正直、もっと別の展開を期待していた。

「どうした。山ウシに踏みつぶされたような顔をしているぞ」

「どんな顔だ。……いや、まったく動じないなと思って」

「動じる？」

「初めてだろ、お前。だから、なんだかんだ言って『その時』を迎えたら動揺するんじゃないかって思ってたんだけどな」

「ふはははは、愉快なことを言う男だ」

　デュナミスは天を仰あおいで大笑いした。

　これまたいつもの彼女らしい反応だ。

「つまるところ、そなたは余をただの女にしたかった、ということか」

「まあ、そうだな」

「言ったであろう、余はそなたに、皇帝として夜とぎを命じる、と」

「そうだったっけ」

「そうだ。が、ふふふ……それもまた面白おもしろいのかもしれん」

「面白い？」

「うむ。余のことを皇帝と敬う者もいれば、奇人と蔑さげすむ者もいる。それらには全すべて慣れた。しかし、ただの女として見られるというのは、ついぞ経験したことがなかった。うむ、こうして考えると、それはそれで楽しそうだ」

　そう話すデュナミス。

　相変わらず実に堂々とした態度だ。

　とても、初めての女が今からヤるような感じじゃない。

（くくく、萎なえたか）

　エレノアがからかってきた。

　速攻で刀身にデコピンを入れて黙らせる。

　萎えるはずあるか。

　元々そんなデュナミスを気に入ったんだ。

　小屋に住み、壁にだまし絵の謁見えっけんの間を描き。

　元々はただの平民だろうが、いろんな「勅命」を出しては執政し、独自の紙幣を発行してはそれを街で普通に使っている。

　自称・メルクーリ皇帝、デュナミス・サヴマ。

　そんな彼女をおれは気に入ったんだ。

　こういうときだけは普通の女らしく振る舞うかも……というのも、ほんの興味にすぎん。

　正直、今のままでも普通の女らしくても、どっちでもよかった──デュナミスであれば。

「じゃあ、早速やらせてもらうぞ」

「ふふふ、せいぜい余を楽しませるがいい」

　結局最後まで不敵な笑顔を浮かべ続ける彼女に近づくと、おれはわずかに屈かがんで、膝ひざの裏に腕を回してデュナミスを抱き上げた。

　いわゆる、オーソドックスなお姫様抱っこだ。

　これで彼女をベッドに運べば、あとは──となったところで。

「なっ、なななな……」

「うん？」

「なななな、何をするのだそなたは!!」

「何をするって、今からヤるんだが？」

「だったら、さっさとすればよいではないか。な、なぜ余にこんなことを──」

　デュナミスはそう言うと、なぜかいきなり慌てだした。

　……なんだ？

「どうしたんだ、いきなり」

「よ、夜とぎを命じたのだ、余は」

「ああ。それはそうだよな」

「ならなぜさっさと押し倒さん？　男は女を押し倒して、滾たぎる獣欲をぶちまけるものだろう」

「いや、だからそれをするためにベッドに運ぼうと思ったんだが……」

　その瞬間、おれはピンときた。

　彼女は焦あせってる。間違いなく焦ってる。

　焦っている理由は、これが初めてされた〝普通の女扱い〟だからだ。

　とすると……まさか。

　おれはたった今推測したことを、早速実践じっせんしてみることにする。

「どうかお気にならさず──姫」

「──っ！」
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　デュナミスは盛大に息を呑のむと、一瞬で耳の先まで真まっ赤かにした。

　今にも頭の上から湯気が立ち上りそうな大赤面だ。

　皇帝扱いには慣れている。

　奇人扱いにも慣れている。

　しかし普通の女──お姫様扱いは、未いまだかつて経験したことがなかった──ってところか。

　まあ、そうだろうな。

　彼女のことを考えれば、それは当然。それはいい。

　重要なのは。

「……」

　赤面して俯うつむいたものの、チラチラとおれを見ているデュナミスは。

　まんざらでもない、いやむしろこれがいいと思っているように見えた。

　どうやら皇帝の仮面を被る彼女の中には、お姫様願望のようなものが隠れてたっぽいな。

　そう理解したおれは、彼女の耳元に口を近づけると、甘く囁ささやきかけた。

　皇帝扱いに慣れ、奇人扱いにも慣れていたデュナミス。

　そんな彼女が笑い飛ばした〝普通の女〟向けの甘い言葉を囁き続ける。

　そうしているうちに、デュナミスは脱力して、すっかりふにゃふにゃになった。

　ふにゃふにゃで〝普通の女〟のようになったデュナミスをゆっくりベッドの上に下ろすと。

　おれはそのまま徹底的にお姫様扱いしてやった。

　している途中で、何度か「やめてくれ、もう許してくれ」と言われたが、明らかに本心じゃなかったから、最後までそれを通した。




　そして夜が明けた頃。

「バカ……」




　デュナミスは枕まくらに顔を埋めると、そう呟つぶやいた。

　７７７倍の聴力でしっかりそれを拾えたから、おれは満足した。

　きっと明日からまた「馬鹿ばか者もの」に戻るだろうが、とりあえず今は満足だった。
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　朝起きると、デュナミスの姿がどこにも見当たらなかった。

（くくく。タヌキにでも化かされていたのではないか？）

　ベッドサイドでそんなことを言うエレノアに、手を伸ばしてデコピンする。

「デュナミスは？」

（とうに起きて部屋から出ていったぞ）

「そうか……珍しいな」

（うむ）

　おれの感想に、エレノアが同意した。

　朝方までデュナミスを抱いて、徹底的に可愛かわいがった。

　無理をさせたつもりはないが、だからといって遠慮したつもりもない。

　いい女だったから、徹底的に可愛がった。

（貴様の経験値も相当のものだ。戦姫だろうが聖女だろうが、しっかり見極みきわめてギリギリのところまで可愛がる）

「ああ。デュナミスにもそうしたつもりだ」

（が、奴やつは貴様より早く起き出した。くくく、面白おもしろい女だ）

「起きた瞬間を見てたんだろ？　どんな感じだったんだ？」

（貴様の楽しみを奪うこともない。次の機会に自分の目で確かめろ）

「へえ」

　エレノアがそこまで言うからには、余程普段とは違う光景だったんだろうな。

　おれの周りにいるいい女たちは、みんなそれぞれ違う。

　その中でも、エレノアにここまで言わせるとは、よほどのものだったんだろうな。

　今から次の機会が楽しみになってきた。

　おれはベッドを降りると、着替えて部屋を出た。

　耳を澄ませたら、リビングの方から声が聞こえたから、そこに向かう。

　リビングに入ると、上品に足を組んでソファーに座るデュナミスと、そのデュナミスに茶を出しているミウの姿が見えた。

「お待たせしました」

「……ご苦労。うむ、香りも色も味も申し分ない。そなたがあの男自慢のメイドだな？」

「え？　あっ、はい。自慢……かはわかりませんけど、ご主人様のメイドはわたしだけです」

　そう答えたミウは、どこか誇らしげで嬉うれしそうだった。

　ご主人様のメイドはわたしだけ。

　そう口にするたびに、ミウは嬉しそうにする。

「名は？」

「ミウ・ミ・ミューと言います」

「うむ。そなたの名、余の心に留めておいてやろう」

　ありがたく思え──とまでは口にしなかったが、完全にそういうニュアンスだ。

　一晩経たっても変わらないな、デュナミスは。

「よう」

「起きたか」

　おれが近づくと、ミウは慌てて一礼して、一歩下がった。

　その姿からは、ご主人様とその客おんなが喋しゃべるのだから、メイドの自分は控える、という健気けなげさが見てとれた。

「お前、身体大丈夫だったのか？」

「ふはは、何か勘違いしているようだな」

「ん？」

　勘違いって、何をだ？

「余はそなたに夜とぎを命じた。余はそれを享受し、余分の快楽をそなたに与えたということ」

「……ふむ」

「ただそれだけのことだ。褒美の一つに対して、大丈夫も何もなかろう」

「お前……本当に変わらないな」

　昨晩すっかり〝普通の女〟になってたのが、まるで噓うそみたいだ。

「そうとも。余はメルクーリ皇帝、デュナミス・サヴマなのだからな」

　いつも通りに戻ったデュナミスは、はっきりそう名乗ると、皇帝らしく高笑いした。

　それと同時に、ドアがノックされて、再びミウがやってきた。

「朝のコーヒーです、ご主人様」

「おう。ありがとなミウ。美味うまいぞ」

「ありがとうございます。デュナミス様にも、おかわりをお持ちしました」

「うむ。いいタイミングだ。褒めてつかわす……で、そなたの名は？」

「え？　み、ミウです。ミウ・ミ・ミュー」

　改めてデュナミスに名前を聞かれて一瞬戸惑った様子だったが、ミウはもう一度同じように名を名乗った。

「ボケたかデュナミス。さっきも聞いただろう」

　おれは半分からかうようにデュナミスに言ったが、彼女は一転、険しい表情を浮かべていた。

　何か怒らせたか？　と思っていると、デュナミスはすっくと立ち上がり、おれの前に立ってミウと向き合った。

「そなた、一体何者だ」

「え？」

「さっき名乗ったミウなる者とは別人だろう。あのメイドに化けて何をするつもりだ？」

「え、え、え？」

　ミウは困った顔を浮かべておれとデュナミスを交互に見た。

　デュナミスはおれとミウの間に立って彼女を睨にらみ、鋭い視線を浴びせている。

「あー。そいつは間違いなくミウだぞ。ミウ、集合だ」

「えっ？　……あっ、はい！」

　おれの命令にミウが頷うなずくと、間を置かずにドアが開き、更に二人のミウが入ってきた。

「むっ」

「改めて紹介しよう。ミウだ。本物はこっち──」

　おれは三人のミウのうち、もっとも尻尾しっぽのもふ度が高いミウを指差した。

「──で、残った二体は、ミウが操あやつっている人形だ」

「ほう、なるほど。これは大したものだ。人間と見まがう程の精度で人形を操るとは。この男がそなただけをメイドに任ずるのもわかる」

「あ、ありがとうございます！」

　褒められたミウは嬉しそうに頭を下げた。

　それはいいんだが。

「デュナミス」

「ふむ？　なんだ？」

「いつまでおれを庇ってる」

「──っ！」

　指摘されたデュナミスがハッとした。

　そう。

　デュナミスはおれを庇かばってる。

　機敏な動きでこそなかったが、デュナミスはミウの人形を偽物にせものと認定した途端、おれの前に出ると、庇うようにして立った。

「……ふ、ふはははは」

　デュナミスは高笑いした。

　その姿はすっかりいつもの彼女のものに戻っていたが。

（ごまかしているな）

　ああ、ごまかしたな。

「く、君主が下の者の前に立つのは当然のこと。下を気にかけぬ者に誰がついてこよう？」

　デュナミスは、もっともらしい理由を並べて、自分の「失態」をごまかした。

　だが、彼女のしたことは、どう見ても〝ある想いを持った女が男にする〟それ。




　昨日まではずっと〝皇帝〟で〝奇人〟だけだったのに、どうやらそこに〝普通の女〟という要素が増えたようだ。

　いい女なのは変わらないが、同時に可愛い女にもなったらしい。
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　ミウに用意してもらった朝ご飯を食べたあと、デュナミスはすっくと立ち上がった。

「どうした」

「余は忙しい。これから宮殿に戻り、執務をせねばならん」

「宮殿って……あのだまし絵の家か」

「うむ。そなたは襤褸ぼろは着てても心は錦という言葉を知っているか？」

「ああ、知っているぞ──」

（それ以上は親父くさくなるからやめておけ）

　言う前にエレノアに注意された。

　確かにそうかもしれん。

「せっかくだから送っていくか」

「よかろう。ついてくるがいい」

　さっきまでの可愛かわいいデュナミスはどこへやら。

　彼女は昨日ここに来たときのように、またおれを先導して歩き出した。

　おれの「送る」はワープの羽根で送るっていう意味だったんだが、結局、昨日と同じように彼女が先導するから、ついそれを使うタイミングを逃してしまった。

「まっ、いっか」

　それもデュナミスだと思うと、むしろそこも可愛く見えてくる。

　おれはデュナミスについていき、徒歩で彼女を送ることにした。

　屋敷を出て、街を素通りして、郊外にある彼女の家に向かう。

「時に」

「うん？」

　ずっと無言で前を歩いていたデュナミスが、唐突に聞いてきた。

「そなたの領地はどこにあるのだ？」

「ないぞ」

「なに？」

　デュナミスが素すっ頓狂とんきょうな声を上げた。

「ない、だと？」

「ああ、ないな」

　五爵様だなんて呼ばれて、五大国から全部爵位しゃくいをもらっているが、反面領地はもらってない。

　一箇所だけあるにはあるが、それもデルフィナに預けている。

「領地を持たぬ貴族など、聞いたこともないぞ」

「金を持たない皇帝もな」

「ふはははは、余はその程度の常識に縛られぬ」

　高笑いしながらそう言うデュナミス。

　強がりとかじゃなくて、本気でそう思っているように聞こえる。

「なぜ領地を持たぬ」

「興味ないからな、土地になんか。おれがほしいのは女。それも、いい女だけだ」

「領地を持てば、領民の中から女だって徴用できよう」

「そんなのなくてもいい女を抱けるから、別にいらん」

　歩きながらおれと話すデュナミス。

　言葉を交わすたびにちらっとおれを見る彼女の目は、呆あきれ半分不思議半分という感じだった。

「おかしな男だ」

「お前ほどじゃない」

「誰だれもがほしがる名誉や手柄、見返りというものに興味がないというのか」

「ああ。だがお前ほどじゃない」

　デュナミスの方が大概なもんだ。

　あれこれやったり「勅命」を出したりしているが、彼女はその見返りを求めない。

「異なことを。余は皇帝である、世界は全すべて余のものであるから、何かを望む必要もない」

「そうか」

　徹底してるな。言葉でも、行動でも。

　おれはますますデュナミスのことが気に入った。

　そんな彼女を送って、例の小屋の近くまでやってくると。

「いたぞ！　ここだ！」

　兵士らしい男が、デュナミスを見つけるなり声を上げ、それに呼び寄せられるように、四方八方から別の兵士が集まってきた。

　盗賊とかじゃない、身なりがちゃんとしている兵士だ。

　そんな兵士はおれたちを──主にデュナミスを取り囲んだ。

「なんだこいつら」

「知らぬ」

　デュナミスはきっぱり言い放った。本当に知らないといった顔だ。

　だったら相手に聞くしかない。

　話ができるザコじゃないヤツはどいつだ──と思案をしていると、兵士に守られた馬に乗る中年男が現れた。

　男はデュナミスの前まで来ると、手綱を引いて馬を止める。

　そして、馬の上からデュナミスを見下ろして。

「おれの名はニコロス・クリトス。メルクーリ王国男爵だ」

　と名乗った。

　メルクーリの男爵？

「お前だな？　皇帝を自称している不届き者というのは」

「ふはは、自称などでない。余こそがメルクーリ帝国皇帝、デュナミス・サヴマ一世である」

「聞きしに勝る不届き者だな。まあいい。大人しく捕まれば命は保証してやらんでもないぞ」

「余を捕まえるだと？　なにゆえそんな不敬なことを言う」

「愚問ぐもんだな。お前を捕らえて王家に献上するのさ。皇帝を自称しつつ、王家転覆をももくろむ反乱分子を捕らえる。戦功以外でこれ以上の功績はない」

　なるほど、そういうことか。

　さてどうするか、と思っていると。

　デュナミスが真顔でニコロスに言った。

「ニコロス男爵と言ったか。そなたの領地は水害で民が苦しめられている。余のことよりも、むしろそちらの方をなんとかするがいい」

　キツめの命令口調だ。

　しかし、ニコロスはそれを鼻で笑い飛ばした。

「なんだ、そんなことか。そんなことはどうでもいい」

「どうでもいいだと？」

　デュナミスの眉まゆがピクッと跳ねた。

「ああ。それをどうにかしてなんになると言うんだ。水はそのうち引く。待ってればいいんだ。それよりも、お前を捕まえれば大手柄だ」

　ニコロスが得意げに言い放っていると、部下の一人が近づき、馬上のニコロスに耳打ちした。

　直後、ニコロスの目線がおれの方を向く。

「これはこれはユウキ様。こんなところで会うのは奇遇ですな。しかし、いけませんぞ、この反逆者はわたくしの──」

「うるさい死ね」

　ニコロスが何か言い終えるよりも先に、おれはエレノアを抜いて斬きりつけた。

　頭の先から股までニコロスを真っ二つにした。

　二つに割れたニコロスは、綺麗きれいに左右に分かれて馬から転がり落ちる。

「なっ、何をする！」

「だ、男爵様！　──死んでる」

「くそ、男爵様の仇かたきを取るんだ」

「……へえ？」

　おれは改めてエレノアを担かつぐと、威勢のよかった何人かの兵士を睨にらんだ。

「仇って、おれを殺やるってのか？　ひょっとして、お前が、おれを？」

　そう言った瞬間、兵士たちは蛇に睨まれた蛙かえるのように動かなくなった。

（少し殺気を弱めてやれ。でないと面倒なことになる）

　エレノアが頭の中でそう言ってきた。なるほど。

　おれはエレノアの言葉どおり殺気を少し弱めた。

　すると、金縛かなしばりから解放された兵士たちが、我先にと蜘蛛くもの子を散らすように逃げ出した。

　その場に残ったのは、おれとデュナミス、そしてニコロスの死体だ。

「短気なのだな、そなたは」

「この手の手合いは、口で言ってもそう簡単に考えを変えないからな」

「それは確かにその通りだ」

（とはいえ、ヘレネーかイリスに一言だけでも言っておいた方がよいのではないか。こやつも、腐ってもメルクーリの貴族なのだろう）

　それもそうだな。

　おれは異次元倉庫を開いて、ワープの羽根を取り出した。

「何をするつもりだ？」

「一言言ってくる。お前も来るか？」

「よくわからんが、行こう」

　頷うなずくデュナミス。

　おれは彼女を連れて、ワープの羽根でメルクーリの王宮に飛んだ。

　飛んだ先は執務室。そこにはヘレネーがいた。

「よう」

「カケル様！　突然どうなさったのですか？　カケル様からおいでになられるとは。それに、後ろの方は……」

　デュナミスを見て不思議そうな顔をするヘレネー。

　そんな彼女に、さっき起きたことを簡潔に伝えた。

「ニコロスという男爵を斬った」

「カケル様が、ですか？」

「ああ」

「わかりました。あとはお任せください」

　ヘレネーはそれだけで全て納得して、受け入れた。

　おれのことをよく知っているヘレネーは、それ以上何も詮索せんさくしてこない。

　これが、今までおれが殺やってきたことで積み上げてきた信用ってヤツだ。

「ヘレネー・テレシア・メルクーリ」

「はい、なんでしょう」

「見損なったぞ」

「え？」「ん？」

　突然のデュナミスの物言いに、ヘレネーだけでなく、おれもびっくりした。

　見損なった、って、今のどこにそうなる要素があるんだ？

「なぜそなたはことの仔細しさいを聞かぬ」

「それは……カケル様のなさったことなら間違いは──」

「驕おごるな！　ヘレネー・テレシア・メルクーリ！」

「！」

「そなたも為政者いせいしゃなら、人柄などでなく、実際に起きたことで判断しろ」

「──っ！」

　ヘレネーがカッと目を見開いた。

　息を呑のんで一歩あとずさると、ショックを受けた表情になる。

　ニセ皇帝が、本物の王女に説教している。

　しかも正論だ。

「……ぷっ」

　それがたまらなく面白おもしろくなって、おれは堪こらえきれずに吹き出すと、大笑いしたのだった。
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　夜、寝室の中。

　ちょっと前まで可愛かわいがっていたセレーネがもそもそと起き出し、月の光の中で服を着ていた。

　暗いからか、それとも自分で着ることに慣れていないからか。

　セレーネはあまり手際がよくなかった。

　その姿もある意味可愛くて、このまま眺めていてもよかったんだが。

「手伝おうか」

「ひゃ！　ショ、ショウ。ごめん起こしちゃった？」

「気にするな。ミウを呼ぶか？」

　寝室の明かりをつけながら、セレーネに聞く。

「ううん。大丈夫だから、自分で」

　セレーネははっきりと自分の意志でそう言った。

　明かりをつけてもたどたどしい手つきは変わらなかったから、やっぱり慣れてないみたいだ。

　それでも自分でやりたい、と言うのはセレーネらしい。
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　ずっと見守り続けるか迷ったが。

「おれがやってやろうか」

「ううん！　大丈夫！」

　ついそう言うと、セレーネは慌てて手を振った。

　着かけで半脱ぎ状態にも見えて、普段よりも艶なまめかしい。

「別に気にすることないぞ」

「そ、そうじゃなくて！　その……」

　セレーネがもじもじしながら、恥ずかしそうに言う。

「今ショウに触られちゃうと、その、またお願いしたくなっちゃうから……」

　とてつもなく可愛かった。

　そんなセレーネを、ベッドに引っ張り込んでもっと可愛がってやろうと、おれは手を伸ばす。

「今夜中にやらなきゃいけないことがあるから」

　ぴたっ、と手を止めた。

　触れる直前でぴたりと止めた。

　セレーネを見ると、彼女はもじもじしながらも、目は真剣だった。

　おれは伸ばした手を引っ込めて、

（くくく、我慢は体に悪いぞ）

　そのままエレノアにデコピンをかました。

　それでひとまずすっきりしたおれは、改めてセレーネに聞く。

「やらなきゃいけないことってなんだ？」

「手紙の返事を書かなきゃいけないの」

「手紙？　どこぞの貴族にでも書くのか？」

「ううん。……あっ、うん」

　最初は首を横に、そのあとハッとしたように縦に振り直した。

「どっちなんだ」

「えっとね、メルクーリ皇帝って人に送るんだ」

「デュナミスか」

「知ってるの？」

「おれの女だ」

「わぁ、さすがショウ！」

　セレーネは言葉通り目を輝かせておれを見た。

「デュナミスと繫つながりがあったのか。まさか親書の返事でも送るのか？」

　メルクーリ皇帝を自称しているデュナミスだ。

　アイギナの総理王大臣であるセレーネに「外交の親書」とやらを送ってても不思議はない。

「んとね……、あたしに国王になれって手紙が来たの」

「国王になれ？　どういうことだ？」

「うーん、なんだっけ」

　セレーネは頭を抱えて必死に思い出そうとする。

　剣術以外だと、セレーネの物覚えはそんなによくない。

　たっぷりと数十秒うんうん唸うなってから、彼女はポンと手を叩たたいた。

「そうだ。国王不在の期間が長すぎるのは国の安定にはよくないから、民のためにもさっさと国王の座につけ、って手紙でアドバイスしてきたの」

「アドバイスときたか」

　おれは苦笑いした。

　デュナミスにじゃない、セレーネにだ。

　普通、デュナミスのような相手からそんな手紙をもらったら、とても「アドバイス」なんて思えないはずだ。

　なのに、なんの躊躇ちゅうちょもなくそれをアドバイスだと言い切れるところがセレーネらしい。

　何しろ、今日も教えを請うためにおれの屋敷に来たんだ。

　おれの屋敷のおれの女は、全員がセレーネにとって「先生」だ。

　オルティアやナナはもちろん、イオやミウとかタニアもそう。

　可愛らしい子供のひかりや奴隷兵たちも、セレーネにとっては何かを教えてくれる「先生」だ。

　そう考えたら、デュナミスの手紙も「アドバイス」だと受け止めるのは当然に思えてくる。

「よし、その返事の手紙、おれも手伝ってやろう」

「ええ！　い、いいよ。ショウは疲れてるんでしょ。だから寝てて」

「いや、そうはいかん」

「え？」

「お前が可愛すぎるのが悪い。手伝うからとっとと終わらせて、またお前を可愛がるぞ」

「えっ!?　うん……」

　そういうことなら……とセレーネは断れず。

　おれは彼女を手伝ってデュナミスへの返事を書き、総理王大臣の印を押させたあと。

　そのまま押し倒して、翌朝までまたじっくりと可愛がったのだった。
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　屋敷のリビングで、オルティアと二人きり。

　ほとんど透けた薄いシルクを一枚だけ羽織はおったオルティアは、おれにしなだれかかっていた。

　からっと晴れた昼下がりなのにもかかわらず、部屋の中は蜜を垂らしたような、甘い香りと空気が漂っている。

　今日は朝からオルティアを可愛かわいがっていた。

　彼女が前に望んだことを、一日かけてやっていた。

　オルティアが満足するまでとことん可愛がる──

（くくく、本当にそうか？）

「ん？」

　いきなりエレノアの声が意識に割り込んできた。

　いつものように愉たのしそうで、それにちょっと意地悪そうなエレノアの声。

　そのツッコミにどんな意味があるんだ。

（本当に満足させられているならよいのだがな）

　何言ってるんだ。

　こうして朝からずっとオルティアの望むことを──

　言いつつオルティアを見る。目が合った瞬間ぎょっとした。

　彼女はおれにしなだれかかっているが、その表情はふてくされたようなものだった。

　明らかな不満。よほどのボンクラでも一目見ればわかる顔だ。

「……どうした？」

「心ここにあらず」

「むっ」

「皇帝のことを考えてたのね？」

「お前にはわかるか」

「……わかりたくなくてもわかってしまうの」

　オルティアはそう言ってますますふてくされた。

　大賢者オルティア。

　知識だけじゃなくて、洞察力など全すべてにおいて賢い女。

　そんな彼女の望みは──ただの女であること。

　ただの女、ただのオルティア。

　本当は、そんなこと、何もわからなくてもいいのに、ってとこだろうな。

「そんなに気になるのなら、ここに連れてくればいいのに。別に三人一緒でも構わないわ」

「そうじゃない。いや、それはそれでいいんだが」

　デュナミスとオルティア。

　タイプの違う賢い女──いい女を同時に組み敷く楽しみもあると思うが、今はそうじゃない。

「じゃあ、なに？」

「相談に乗ってくれるか？」

「一日延長で」

「おう」

　オルティアの望み。

　ただの女として扱い、可愛がること。

　おれはそれを延長することを受け入れた。

　瞬間、オルティアの空気が変わる。

　甘い蜜を垂れ流す花から、しっかりと大地に根を下ろす「分厚い」大賢者に戻った。

「まず、話してみなさい」

　いつも通り、教師口調になったオルティアに相談をする。

「デュナミスは今五大国相手にちょこちょこ手紙を出してる。アイツらしい、勅命という名のアドバイスだ」

「なるほど。それで、あなたはどうしたいの？」

「もっと効果的にやれないものかと思ってな。メルクーリはヘレネーたちが拒絶してないから大抵届く。アイギナもセレーネとアブラアムが受け取るから問題なく届く。だがそれ以外の国じゃ、役人やら貴族やらが握り潰つぶすだろ。不埒ふらちだとか思い上がりだとか言ってな」

「送ったところで、相手に届かないことも多い、というわけね」

「ああ。おれが毎回届けるのも違うんじゃないかって思ってな」

「ふむ。では、こうなさい」

　オルティアは即座に対案を出した。

「全て公開の手紙にすればよろしい」

「公開の手紙？」

　尋ねるおれに答えず、オルティアはゆっくり立ち上がった。

　そうして、雰囲気を出すために添えてあったワインを持って壁際に行くと、人差し指をワインで湿らせて、壁に文字を書き始めた。

　おれはそれをしばらく黙って見ていた。

　書かれた文字は、複数人の会話だった。

　器用なオルティアは、それぞれ筆跡を変えて壁に書き込んだ。

「このように」

「新聞……いや、ＳＮＳか」

　元の世界で見たことのある光景を思い出す。

　日本の総理大臣と外国の首脳が、ＳＮＳで絡からんで、公開で打ち合わせっぽいことをしたあと、それが政策として実現したあれだ。

「これなら誰だれにも邪魔されない。皇帝は言いたいことを言い、あとはそれに対するそれぞれの返答と一緒に、人目に触れる場所で掲示すればいい」

「ふむ」

「かつて皇帝は勅命をお触れで出していた。五大国が付き合う形でそうすればよろしい」

「なるほど」

「そしてもう一つ。そこに魔法の力は要らない」

「なるほど。魔法とか魔法の道具を使えば、やりとりはスムーズだし情報の出所が保証されるが、それだと却ってありがたみがなくなるのか」

「……ふぅ」

　オルティアはそこまで言って、肺に溜ためた空気をまとめて吐き出した。

　そして、本人も威厳のある雰囲気も、空気が抜けたかのようにみるみるうちにしぼんでいき、また花のようなただのオルティアに戻った。

　気を抜いたということが、大賢者の教師モードが残したメッセージ。

　合格よ。

　というメッセージだ。

　ならば、おれもメッセージをくれてやらないとな。

「ミウ」

「はい、ご主人様」

　おれが呼ぶとすぐにドアを開けて、部屋の中に入ってくるミウ。

　人形使いになってから、ますます呼ぶとすぐ現れるようになった。

「これから三日間、誰が来ても絶対に通すな」

「わかりました」

　即座に応じるミウ。

　おれはオルティアをお姫様抱っこで抱き上げると。

「全部おれに任せろ」

「……うん」

　オルティアは嬉うれしそうにおれの胸に顔を埋めた。

　三日間という返答を、ちゃんと受け取ってくれたみたいだ。
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　レイウースの街の中。

　街角のカフェテラスに陣取って、ちょっと離れたところに集まっている街の人々を見る。

　人が集まっているそこにあるのは、最近新しくできた「掲示板」。

　名前もない、なんとなくおれが掲示板と呼んでいるものだ。

（うまくいったようだな）

「そうだな」

（やることが少なくて退屈ではないか？　なにせ貴様ときたら文通の仲介をしただけだからな）

　いつものからかい口調のエレノア。

　こいつらしいからかい方ではあるが。

「そんなことはどうでもいい。おれが直接動いたところで誰かがいい女になる案件でもない」

（くくく、貴様らしい執着のなさだ）

　視線の先にある文通の掲示板は、今や五大国の街々に広がっていた。

　最初はレイウースにデュナミスがお触れという形で一方的に出しただけで、今まで通りこの街のローカルネタだったんだが、それに五大国の首脳たちが次々と反応したことで状況は一変した。

　おれの女たちに「真剣に向き合え」と言っただけで、みんな真剣に向き合った。

　まず、ヘレネーが返事を出した。

　セレーネが、それに真似まねして乗っかった。

　リカは、アイギナの風土からしてこうアレンジした方がいいと返した上で話に乗った。

　首脳たちがお触れに応じたことで、次々に使者がやってきては、掲示板に回答を貼はり付けた。

　すると、そのやりとりを勝手に書き写して、他の街にも同じ掲示板を立てる奴やつがでてきた。

　それがどんどん繰り返され、今や皇帝と五大国のやりとりは大陸中に広まっていった。

　そして、今日。

　五大国最後の一つ。

　シラクーザの双女王から公開の書簡が届いた。

　シラクーザからの使いがやってきて、女王二人の紋章が入った手紙を掲示板に貼り付ける。

　当然、デュナミスのお触れに対する返事だ。

　そうして、デュナミスと五大国のメッセージが一箇所に集まり、オルティアの言う公開のネットワークができあがった瞬間を迎え──

「おっ」

（ほう）

　遠くで見ていたおれとエレノアの前に。

　久々の、黄金くじ引き券が現れたのだった。
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　黄金の券を手に入れたおれは、いつものようにエレノアとひかりの三人でくじ引き所にやってきた。

　到着するなり、聞き覚えのある声のやりとりが聞こえてくる。

「あの……お客さん、こんなことを言うのもなんですけど、そろそろ止められた方が……」

「まだだ、まだまだ」

　片方はくじ引き所のスタッフ。

　もう片方は、おれと一緒にこの世界に転移したあの触手男だ。

　触手男はガラガラガラ、と一定ペースでくじ引き機を回し続けている。

　表情は穏やかで、もはや悟りを開いているようにも見える顔だ。

「でも、もう特賞を三つも出されたんですよ？」

「だが、今回一番ほしい一等はまだだ」

「うーん、ですが、ここまできたら当たらない気がします。だって、確率的には──」

「なるほど確率の話をするか。だったらおれがいいことを教えてやろう」

　男は一旦いったん手を止めると、まっすぐスタッフを見て言う。

「当たるまで引けば、当たる確率は１００％だ」

「あー……」

　それを聞いたスタッフは、苦笑いしてようやく何か言うのを諦あきらめた。

　説得は無理だと悟ったんだろう。

　それにしてもあの男、スタッフが止めるくらい引いてるのか。

　毎回毎回、よくそんなに券を集めてくるものだ。

　そんなことを考えていると、スタッフと目が合った。

　彼女はおれと目が合うなり、とても困った顔をした。

　あの男が引き下がらずガッツリ回してるところに新しい客俺たちが来れば、そういう顔にもなるか。

　だから、ジェスチャーで、触手男には気が済むまでやらせていいと伝えてやった。

「よいのか？」

　久々に人型になったエレノアが聞いてきた。

「ああ、こっちは黄金券だ。アイツが引いてるのとは被かぶらない。だから向こうが終わるのをゆっくり待てばいいさ」

「なるほど、それはそうだ」

「ひかりもその方がいいなー」

　無邪気に話すひかり。

　ここに来てからずっとエレノアに抱きついたままだ。

　人型のエレノアに会うのは久しぶりだから嬉うれしいんだろう。

「だよなー。ゆっくり待とうなひかり」

「うん！」

　ひかりは大きく頷うなずいたあと、ふと、抱きついてるエレノアを見上げて、それからおれを見上げた。

　おれとエレノアを交互に見上げて見比べる。

「どうした、ひかり」

「あのね、おとーさんとおかーさん、なかよくしないの？」

「我と、こいつがか？」

「うん！　あのね、ひかり、弟と妹がほしいな」

「……ふむ」

「お、おう？」

　無邪気な顔でそんなことをおねだりするひかり。

　直球なお願いすぎて、こっちが少し困った。

「だ、そうだおとーさんよ」

「どうするよおかーさんよ」

　ひかりの呼び方を真似まねながら、互いに責任を投げ合う。

　ひかりに弟妹がいても別になんの問題もないが、多分、というか……エレノアとの間にはもう子供はできないんじゃないかって思ってた。

　いや、本当になんとなくだが。

　何しろひかりは奇跡的に可愛かわいい──じゃなくて、存在自体が奇跡的だ。

　エレノアとの間に、そんな奇跡がもう一人……なんて想像できない。他の女とならともかく。

　多分それは無理だから、話を逸そらすことにした。

「ひかりは、弟や妹ができたとしたらどんな子になると思う？」

「どういう弟妹がほしい、でもいいぞ？」

　エレノアも同じことを思ったんだろうか、すぐにおれの話に乗ってきた。

「うんとね……盾と鎧！」

「「……はい？」」

　エレノアと台詞せりふが被ってしまった。

　メチャクチャ綺麗きれいに被った。

「弟と妹ができるなら、おとーさんの盾か鎧になれる子がいいな。ひかり、一緒に戦うよ！」

「あ、ああ……そうか」

　ひかりはただ世界一可愛い娘なだけじゃない。

　魔剣ひかり──エレノアの血を引く魔剣なのだ。

　そういう意味では、望む弟や妹が盾とか鎧としても、まあわからない話じゃない。

「あっ、魔剣でもいいかも。ひかり、魔剣らしさを教えるよ？」

　ひかりがそう言うと、おれは半分呆あきれた目でエレノアを見た。

　魔剣らしさ。

　それはエレノアが常にひかりに教えてきたことだ。

　元凶のエレノアに呆れた目を向けてみたが、彼女はまったく動じてなかった。

　むしろ、逆に楽しそうにひかりに言う。

「ひかりよ。もしも盾の妹ができたとしよう。こやつの血を引く盾、そして、ひかりの妹だ。それはきっと世界最強の盾になるだろうな？」

「うん！　おとーさんの盾、世界最強だね！」

「そしてひかりは……そうだな、我を除けば世界最強の魔剣だ」

「うん、ひかり、おかーさんをのぞけば最強！」

「うむ。さて、最強の魔剣に、最強の盾。となれば、たとえばひかりで妹を斬きったらどうなると思う？」

「え？　うーん、えっと……むむむむむ……」

　ひかりはエレノアに抱きついたまま、眉まゆをしかめて考え込んだ。

　こいつ、よりによって、ここで矛盾むじゅんの話かよ。

　そんな答えの出ない話をひかりにふっかけるな──と思ったが。

「教えてやろうかひかり。ひかりが勝つのだ」

「ほえ？」

　ひかりじゃない、おれの声だ。

　あっさりと、そして確信に満ちた口調でひかりが勝つと言い切ったエレノア。

　矛盾の故事はエレノアも知ってるはずだ。

　おれが向こうの世界の話をいろいろしたときに教えたのだ。

　元ネタを知ってるのに、エレノアは敢あえてそれを無視した。

「ひかり、勝てるの？」

「無論だ。ひかりは我の血を引く最強の魔剣。最強の盾だろうがなんだろうが、ひかりだったら斬り裂けねばならぬ」

　斬り裂ける、じゃなく、斬り裂けなきゃならない。

　これもまた、最強の魔剣としての心構えの話だった。

「……うん！　ひかりがんばるね！」

　ひかりはエレノアが大好きだ。

　それに、エレノアが語る「魔剣論」も大好きだ。

　常にそうあるべきだと、言われた傍そばから努力してきた。

　今回も、エレノアにそう言われて早速意気込み始めた。

　意気込むひかりを見ていると、心が和なごむ。

　ひかりが単に世界一可愛い娘というだけじゃないことを、世界中に知らしめてやりたくなる。

「あの……いい加減ここに変な家族団らんを持ち込むのをやめていただけませんか」

　そこに、横からスタッフが割り込んできた。

「お、あいつの方は終わったのか？」

「はい」

　スタッフは呆れたような目をしながら、先ほどまで触手男がくじ引きしていた場所を見た。

　ちょうど触手男がるんるんスキップで去っていくところだった。

「やっと一等が引けたのか」

「はい。特賞は全部で四回引きましたけど」

「あのあと更に特賞を一回引いたのか」

　確率が高いはずの一等を避けまくって、特賞の方を四回も引いてしまうとか。

　まあ……そういうこともあるか。

「というわけで、変な家族団らんはそこまでにしてください。今度はみなさんの番ですよ」

「おう」

　おれはそう言うと、黄金くじ引き券を取り出してスタッフに渡した。

　彼女はそれを受け取り、黄金くじ引き券用の機械を準備し始める。

　おれとエレノアとひかりはゆっくり歩いてその特別くじ引き機の台に向かった。

「はい。では特別くじ引き一回ですね。どうぞ」

「ひかり」

「うん！」

　嬉しそうに頷いたひかりは、いつの間にか用意されていた踏み台にエレノアと一緒に上がると、くじ引き機に手をかけた。

　母娘一緒に、くじ引き機を回す。

　ガラガラガラ──ポトン。

「おめでとうございます！　大当たりです!!」

「そりゃそうだ。金の券だからな」

「様式美という言葉を知らないんですかあなたは！」

「あ、お、おう……悪かった」

　ちょっとジト目で睨にらまれて、思わず謝った。

　スタッフは一枚の券を取り出すと、おれに手渡す。

「これは？」

「究極装備券です」

「究極装備券？」

「はい。使えばその場でダンジョンが現れて、そのダンジョンをクリアしたら、その人にとって運命の装備が手に入ります」

「へえ」

　いまいちピンとこないが、ドラ○もんが四次元ポケットを手に入れるようなもんか？

　いや、むしろの○太がドラ○もんを手に入れるという話かもしれんが……それはそれとして、面白おもしろそうだから早速使ってみるか。

「ん？　使えないぞ」

「この場所では使えないのではないか？」

「いえ、そんな制約はないはずです」

　スタッフがエレノアの推測をサクッと否定ひていした。

「いつでもどこでも使えますよ。極論を言うと、以前お客さんが行った過去でさえ使えます」

「じゃあ、今使えないのはなんでだ？」

「さあ？　それについては、お客さんの方がその理由をおわかりなんじゃないですか？」

「……むぅ」

　呻うめくエレノア。

「あれ？　どうしたのおかーさん、顔が赤いよ」

　ひかりが不思議そうに言う。

　見ると、確かにエレノアの顔が珍しく赤くなっていた。

「どうした」

「……」

「はあ……いつもおかしな家族団らんばかりしているのに、そこはわからないんですね」

　スタッフが呆れたようにため息をつく。

「どういうことだ？」

「お客さんはもう、運命の装備を手に入れている、ということですよ」

「……なるほど」

　言われて、納得した。

　エレノアとひかり。

　おれにとって、二人以上に運命的な装備はないだろう。

　そして「運命の装備」というのが自分だと自覚して、珍しくエレノアが恥じらったわけだ。

「？？？　どういうことかな、おとーさん」

　まだピンときていないひかりに教えてやる。

「おれにとって運命の装備は、ひかりとエレノアだってことだよ」

「わあああ、そっか！　ひかりとおかーさんのことなんだー!!」

「ああ、そうだぞ」

「わーい、おかーさんもひかりも、おとーさんの運命の魔剣なんだ！」

　ひかりはそれを知ってものすごく喜んだ。

　愛娘の嬉しがりようを見て、エレノアも微笑む。

　さっきまでの恥じらいも、いつの間にかどこかに吹っ飛んだみたいだ。

「──と、いうことで」

　そんなおれたちに、スタッフはまたジト目を向けると。

「変な家族団らんは、戻ってからやってください」

　そう、言ってきたのだった。
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　くじ引き所から屋敷に戻ってきた。

　くじを引いた直後からニコニコ顔のひかりが、屋敷に戻ってもおれと手を繫つないだままニコニコしている。

　おれの運命の剣と言われたのがよっぽど嬉うれしいみたいだ。

（当然と言えば当然だな。ひかりは貴様にしか持てぬのだからな）

「お前は他の奴やつらでも持てるけどな」

（くくく、そうとも。我は幾人もの男をたぶらかしてきた悪女よ）

　愉たのしげに笑うエレノア。

　誰だれも男とは限定していないが、彼女はそう言った。

　エレノアらしい言い回しだ。

　過去の世界から戻ってきてからというもの、こういうことが増えた気がする。

　この程度のことは冗談で言い合えるという、エレノアの甘えをちょっとだけ感じる。

　おれもそれにはだいぶ慣れてきたのだが──

「おかーさん……」

　なぜか、さっきまでニコニコしていたひかりが急に泣きそうな顔になった。

（うむ？　どうしたのだひかり）

「ひかりも、いっぱい男の人をたぶらかさないとダメ？」

（むぅ？）

「そうじゃないと、ひかり、いい魔剣になれない？」

　……ぷっ。

　吹き出しそうになるのを我慢した。

　ついでに、絶句するエレノアにデコピンしてやった。

　ひかりは母親のエレノアを尊敬している。

　魔剣として、エレノアの背中を追いかけていると言っていい。

　ひかりも普段はエレノアのこの手の話には反応しないんだが、おれの「運命の剣」だと言われたあとじゃ、さすがに気になってしまったみたいだ。

　たぶらかす。

　つまり、他の誰かに持って振るってもらう──そんなのは嫌だ。

　それが、ひかりが泣きそうになっている理由だった。

　もう一回エレノアにデコピンをする。ちゃんとフォローしろという意味を込めて。

（うむ。ひかりにもたぶらかすべきだと言っておいた方がよかろう）

　はあ？　何言ってんだお前──と思っていたら。

（いいかひかり。こいつはそのうち死ぬ。だが、生まれ変わるたびにたぶらかして、こいつに持ち続けてもらうといい）

「おとーさんの……生まれ変わりに？」

（ああ。ひかりは我の娘。ゆえに、時間を無限に持っているに等しい。だから、こいつの魂が生まれ変わるたびにたぶからしていけば、ひかりもそのうち立派な魔剣に成長することだろう）

「──うん！　ひかり、おとーさんをずっとたぶらかす！　生まれ変わっても、ずっと!!」

　破顔一笑、とばかりに笑顔になるひかり。

　おれは、感心したやら、呆あきれたやらの目でエレノアを見た。

「よくそんなに器用に口が回るな」

（くくく。なにせ悪女だからな？）

「まったくだ。今までお前の口車に乗っかった男たちが可哀想かわいそうになってくるよ」

（遠慮せずともよい。貴様も今から乗ってみるのはどうだ？）

「気が向いたらな」

　エレノアと他愛たあいもない、特に中身のない会話をする。

　いつもはくじ引き所から戻ってきたらチビドラゴンとどこか遊びに行ってしまうひかりも、今日はおれの手をずっと繫いで離さない。

　嬉しそうにしているし、気の済むまで好きにさせてやろう。

「あれ？」

「どうしたひかり」

「クシフォス……セレーネお姉ちゃんが来てるのかな？」

「へえ？　そんなことがわかるのか」

「うん！　わかるよ！」

　ひかりにはそういう特殊な感覚でもあるのか。

　おれは神経を集中させて、７７７倍の五感を研ぎ澄ませた。

　すると、ひかりの言う通り、五爵邸別館の練兵場あたりにセレーネの息づかいと匂においを感じた。

「ナナもすぐ近くにいるな」

「そうなんだー。また何か練習してるのかな？」

「行ってみるか」

「うん！」

　嬉しそうに頷うなずくひかりの手を引いたまま、屋敷を出て、別邸の練兵場に向かった。

　練兵場に入るなり、ナナとセレーネの姿を見つけた。

　いつもの場所──奴隷兵たちがまとめて訓練できるほど広い、校庭のような場所で、ナナはセレーネに剣術を教えていた。

「へえ」

　思わず感心して、声が出た。

　おれはセレーネにいろんな家庭教師をつけている。

　オルティアとか、デルフィナとか、ナナとか。

　セレーネには、おれの女の中でも突出した力を持つ女たちをつけていた。

　そうしていろいろと試してみた結果。

　セレーネには剣の才能、特に個人戦闘にすごい才能があることがわかった。

　その才能を引き出したのはナナで、そのあともセレーネはナナのもとで剣術の腕を伸ばしている。

　今日も、そのために屋敷に来たんだろう。

　セレーネはナナの教えの下、全力で剣を振っていた。

　一目でわかる。

　彼女の動きは、すでに達人の域に入っているものだ。

「ナナ、セレーネ」

「主」

「ショウ！」

　呼びかけながら近づいていくと、ナナは厳かな顔でビシッと背筋を伸ばし、セレーネは子犬のように嬉しそうな素振そぶりでおれに駆け寄ってきた。

「ショウ、屋敷にいたんだ」

「ああ、今戻ってきた。それよりセレーネ、ナナ」

「はっ」

「今から二人、本気で戦ってみろ」

「うん、わかった！」

「承知した」

　……。

（くくく、愛玩犬と番犬だな）

　エレノアが愉しげに指摘した。

　いきなり現れて、何も説明してないのに、セレーネは嬉しそうに、ナナは真剣な顔で従った。

　二人ともまったく疑問を持たない。

　理由を聞こうともしない。

　エレノアのたとえがぴったりすぎて、思わず苦笑いが出そうになった。

　やがてナナとセレーネが向き合い、合図もなく戦いが始まった。

　まず、セレーネが踏み込んだ。

　ナナによく似た動きで、聖剣クシフォスを振るって猛攻した。

　嵐あらしのような猛攻。

　気づけばナナは無数の斬撃、刀影の軌跡に包まれていた。

　だが、そうなってもナナは顔色一つ変えず、全部の攻撃を捌さばいた。

　全すべてを受ける。

　全て受け止めた上で、更に、セレーネが次にするべき攻撃を自らの動きで誘導する。

（くくく、愛されているな）

「うん？」

（貴様がいつもやっていることだ。見ろ、根を下ろしたかのように足を動かしていない）

「本当だな」

　エレノアの指摘でそのことに気づいた。

　確かに、それはおれがいつもナナにしてやってること。

　立ったまま、一歩も動かないまま攻撃を捌く。

　そうやってナナを指導する。

　それを、今度はナナがセレーネに対してやっていた。

（番犬にできて、愛玩犬にできぬ道理もない）

　エレノアの言う通りだった。

　セレーネは、ある意味ものすごく得する性格をしている。

　今の彼女は自分を「ダメな子」だと思っていて、ナナにも遠く及およばないと思っている。

　だからナナへの攻撃に容赦はしないし、全力で剣を振るうから実戦の中でも成長していく。

　またもセレーネの斬撃が弾かれた。

　息を吸い込むと、セレーネは目をカッと見開く。

　更に一歩踏み込み、構えたクシフォスを水平に突き出す。

　電光石火。

　まっすぐ伸びた軌跡は、ナナの胴体を貫く光景──幻覚を見せつける程に鋭い一撃だった。

　心・技・体。

　全てがピークを迎えて、それが重なり合った瞬間にだけ出せる一撃。

　文字通り、必殺の一撃。

　思わずひかりの手を握る手に力が籠こもった。

　だが、おれは動かなかった。

　たとえセレーネの心技体全てが揃そろった必殺の一撃だろうと、まだナナには届かない。

　今度はナナが剣を握り直した。

　すぅ、と目が細まる。

　セレーネの限界を超えた一撃。

　それと同じレベルまで集中を高めて迎え撃とうと、剣を振るった。

「ナナお姉ちゃん！」

　ひかりの悲鳴のような声が木霊こだまする。

　セレーネの必殺の一撃を受け止めるナナ。

　だが、剣を振るった瞬間、それはボロボロと崩れさった。

　そこをセレーネの刺突が更に襲う。

　止まらない。

　止めるという発想もない。

　それができないほどの領域に入ったからこそ放てる一撃だ。

「エレノア！」

（うむ！）

　おれはエレノアを摑つかむと、思いっきり投げつけた。

　放たれた矢のようにまっすぐ飛んでいったエレノアは、セレーネの刺突の軌道に割り込んで、刹那せつな、それを弾いた。

　一方、なんとか剣を手放さずに済んだセレーネは、弾かれた勢いのままくるくる回ると、やっとそこで尻餅しりもちをついた。

「え？　……ええ？　ど、どういうこと!?」

「悪いなセレーネ。緊急だった」

「緊急……あっ」

　尻餅をついたまま状況を呑のみ込められずにいたセレーネは、ようやくといった感じでナナの様子に気づいた。

　柄つかだけになった剣を持ち、苦虫をかみつぶしたような顔をするナナ。

「ど、どうしたんですか先生！」

「これは……」

「こういうことだな」

　異次元倉庫を開いて、適当に放り込んである荷物の中から一振りのロングソードを取り出す。

　それを握って、エレノアにするように振り下ろした。

　すると、ロングソードが朽ちた。

　振りおろす途中でボロボロになって崩れ落ちてしまった。

「力が強すぎると、武器の方が持たないんだよ」

「さすがナナ先生！」

　あの一撃に限って言えば、ナナとセレーネの力に差はない。

　ナナはセレーネに合わせた斬撃を放っただけだ。

　それをクシフォスは受けきることができて、ナナの長剣は受けきることができなかった。

　ナナ・カノー。

　おれの女の中でも最強の女。

　強くなりすぎて、ついつい放置してしまいがちな女。

（つまりは、そういうことだな）

「ああ」

　エレノアの言葉に頷く。

「ナナ」

「はっ」

「お前に新しい武器をやる」

　一呼吸置いて、ナナの目をまっすぐ見つめて言う。

「おれにとってエレノアとひかり、それに準ずる武器だ」

　眦まなじりが裂けそうなくらい目を見開いて驚くナナ。

　声こそ出さなかったが、いつも冷静で動じないナナからしたら。

　最大級に驚いている反応だった。
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「で、ですが主」

「ん？」

　ナナは驚いたあと、なぜか慌てだした。

「こ、こういうものは他にもっと必要とする者が」

「まあな。お前はどんな武器を使おうが、まだまだ強くなるだろうからな」

　おれはそう言って、異次元倉庫から新しいロングソードを取り出すと、ナナに放り投げた。

　ナナはそれを受け取りつつ、きょとんとしておれを見た。

「構えろ」

「え？」

「いくぞ」

　おれはエレノアを抜き放って、ナナに斬きりかかった。

　全力の一撃。

　空間を斬り裂くほどの勢いの斬撃を放つ。

「──っ！」

　ナナの表情が変わった。

　真剣な表情で剣を構え、ガードと反撃、それが同時にできる構えに入った。

　瞬間、おれはエレノアを止めた。

　実際に斬撃は放たなかった。

　なぜなら──

「……」

　ナナが、またしても朽くちてしまったロングソードを見つめ、呆然ぼうぜんとしていたからだ。

「それが今のお前の力だ。並の業物わざもの程度じゃ、一振りも耐えられない」

「はっ……」

「ってことは、困ったことが一つある」

「剣がなくとも、主のために──」

「そうじゃない。その状態だと、おれと戦えんだろ」

「──っ！」

　再び驚くナナ。

　おれの女は、みんな違う望みを持っている。

　ナナは「おれのために戦う」ことよりも「おれと戦いたい」という望みの方が強い。

「おれのためにザコどもを蹴散けちらすだけなら、適当な武器で手加減しながら戦えばいいだろうが、おれと戦うとなったら一ひと太刀たちも振るえんだろ？　それともおれに手加減してほしいのか？」

「いえ！　それだけは！」

「だったら、受け取れ」

　おれはそう言って、くじ引きで引いてきた究極装備券を差し出した。

　ナナはなおも少し迷ったが、やがて意を決した表情で。

「ありがとうございます」

　と、厳おごそかに受け取った。

　受け取ったあと、それを両手で包み込むように持って、まるで祈るように目を閉じる。

　すると。

「こ、これって！」

「ダンジョンかな」

　様子を見ていたセレーネとひかりが驚きの声を上げた。

　たった今まで何もなかった広い練兵場のど真ん中に、突然ダンジョンの入り口が現れた。

　そこで目を開けたナナは、ダンジョンの入り口を見つめ。

「呼んでいる……」

　そうつぶやくと、ふらふらとダンジョンに入っていった。

　彼女が完全に中に入ると。

「あっ、消えちゃう！」

　また声を上げるセレーネ。

　ナナがダンジョンに入ったあと、入り口はまた何もなかったかのように徐々に消えていった。

「なるほど。本人一人しか入れんというわけか」

（果報は寝て待て、というヤツだな）

「……エレノア」

（んむ？）

「全力でいくぞ」

（なっ──）

　驚くエレノア。

　説明する時間も惜しい。

　おれは柄つかを逆手に持つと、エレノアを全力で投げた。

　ダンジョンの入り口があったところに向けて全力で投げつけた。

　空間を斬り裂いて、向こう側に消えたエレノア。

　入り口が少し開いたが、ほんの少しだけだった。

「あの空間よりも硬いか……ひかり」

「うん！　ひかりがんばる！」

　応じたひかりは、一瞬で魔剣の姿に戻って、おれの手の中に収まった。

　一歩踏み込んで、ひかりを振り下ろす。

　エレノアで切れ目を入れたところに、ひかりの斬撃をぶち込む。


　キーーーーーーン！



　かつてない程の高音の耳鳴りが起きた。同時に空間の切れ目が一人通れるくらいまで広がる。

　耳を押さえるのも惜しんでそこに飛び込んだ。

　おれが通ったあと、入ったところは、切れ目はみるみるうちに閉じた。

　奇妙な感じがする場所だった。

　洞窟どうくつでも塔でもない、おかしな見た目の空間。

「主！」

　そこにナナがいた。

　彼女はものすごく驚いた顔をしていた。

　そして、少し離れたところの地面にエレノアが刺さっていた。

　おれはそれを回収すると。

（まったく、やるならやるで先に言え）

「悪い。その分全力でいった」

　そう言ってエレノアを宥なだめた。すると、今度はナナが話しかけてきた。

「主も来られるとは。一体どうされたのですか。まさか、二人で入ると更に強力な武器が？」

「いや……ニオイがしたからな」

　ナナの推測をあっさり否定ひていした。

「ニオイ？」

「ああ、おれの女がメチャクチャ活躍しそうなニオイがした。せっかくだから近くで見たい」

「……」

　それを聞いてあぜんとするナナ。

「そ、それだけのために、あのようなことを……？」

　ナナほどの力の持ち主なら、さっきの閉じかかった入り口を力ずくでぶち破るのがどれほど難しいことかわかるはずだ。

　おれにとっても二回目のことだが、けっこう疲れた。

　疲れたが、これでナナが武器を得るところが見られるなら、おつりがくるくらいだ。

「おれは何もしないぞ。見てるだけだ」

　言うと、ナナはビシッと背筋を伸ばした。

「はっ！　一命に代えても手に入れてみせます」

　と、いつものように硬い口調と、嬉うれしそうな表情で返事したのだった。
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「じゃあ、あとは好きにしろ。おれは後ろから見てるからな」

「はっ」

　頷うなずき、踵きびすを返してダンジョンを進み始めるナナ。

　足取りには少しも迷いがない。

「そういえば、今下げてる武器は元のなんだな」

「そのようです」

　ナナは平然と答えた。

　このダンジョンに入る直前に、ナナとセレーネの力がぶつかって朽くちた元の武器とまったく同じものが、ナナの腰のあたりにあった。

　普通の人間なら、そのことに少しは疑問を感じたりするところだが。

（まったく意に介さずか。さすがと言うべきだろうな）

（うん！　いつもかっこいいよね、ナナおねーちゃん）

　魔剣の母娘がナナをほめちぎる中、あとをついていく。

　ついていきながら、周りを観察した。

　直感的にダンジョンと表現したものの、実際はダンジョンと言っていいのか怪しいところだ。

　地面はまるで石畳で作られたリングのようになっている。

　もちろん、プロレスとか総合格闘技とかで使われるマット的なリングじゃない。

　いわゆる「闘技大会」のようなリングだ。

　それが、どこまでも広がっている。

　見渡す限りリングで、地平線の向こうまでリングが続いているように見える。

　上を見上げても空はない。

　太陽や雲どころか、青空すらない。

　だだっ広い空間に、リングだけある。そんな不思議な空間だ。

　なのに、ナナは欠片かけらも迷うことなく、まっすぐ前に進んでいく。

「へえ」

　いつまで歩かされるんだ？　と思っていたら、急に目の前に巨大な扉が現れた。

　幅は十メートル。高さはざっと二十メートル。

　そんな巨大な扉は、周りに壁も建物もなく、それだけがただぽつんと立っていた。

　そこに、これまた急に現れた、ナナの敵。

　チャキ、という音を鳴らして、ナナが剣を抜く。

　先頭にニキとかネオラとか、奴隷兵の隊長たちがいて、その後ろに部下たちもいた。

　総勢二百名。おれの奴隷兵全員だ。

　奴隷兵たちは既に武器を抜いて、構えていた。

（これは、彼女とはいえ手を焼くだろうな）

「負けはせんだろうがな」

　おれは腕組みしながら、たった今始まったナナ対奴隷兵二百人の戦いを観戦した。

　見た感じ、よく再現されていた。

　ニキやネオラの動きや得意技が、ほとんど完コピされていた。

　更に、ナナが手ずから鍛え上げた組織的な戦闘もできていた。

　かつて、ニキの第一小隊は猪突猛進ちょとつもうしんの個人主義だった。

　おれに抱かれたあと、おれを喜ばせたくて、戦功を上げるために戦場で生き急いだことさえある。

　そのときと比べれば、今はものすごく組織だった戦いができるようになっていた。

　そして、今ナナが戦っているニキやネオラは、今回もまさにそんな戦い方をしていた。

　だが、それでもナナの方が一枚上手だ。

　暴風のような激しい動きで、ナナは奴隷兵を一人ずつ倒していく。

　二百人でも劣っていたのが、徐々に数が減っていくから、戦況は加速度的にナナに傾く。

　一時間もしないうちに、ナナは二百人の最後の一人、ネオラを袈裟懸けさがけに真っ二つに斬きり捨てて、完勝を収めた。

「……ふう」

　静かに息を整えて、ナナが納刀する。

　やがて、目の前にあった扉が開くと、朧気おぼろげに消えてなくなった。

　そして、ナナは再び歩き出す。

　おれなど最初からそこにいないかのように、振り返ることなく、まっすぐに。

（あれが彼女の一番の強さだな）

（どういうこと？　おかーさん）

（さっきあやつが、あとは好きにしろ、おれは後ろから見てる、と言ったな）

（うん！　おとーさん、確かにそう言ってたね）

（それを耳にした瞬間、ナナにとって、こやつはもういないのも同じということだ。あくまでそう思うことにした、とかではない。完全に意識の外に弾はじき出しているのだろう）

（そんなことできるの!?）

　ひかりが驚く。

「誰だれでもできることじゃない。それができるのがナナの強さだ」

（そっか……ねえおとーさん。ひかりもあれできた方がいい？）

「いや」

　おれは即答した。

「あれはナナだけができればいい。元々ナナにしかできないし、他の誰かが真似まねてメリットがあるようなものでもないからな」

（我もそう思うぞ）

（うん、わかった）

　ひかりは素直に引き下がった。

　ここでエレノアが「魔剣には必要だ」と言えば、ひかりは頑張って身につけようとしただろうが、おれもエレノアも必要ないと意見が一致したから、ひかりはあっさりと引き下がった。

「いい子だなひかり。その素直さはひかりだけの強さだぞ」

（えへへ）

（その親馬鹿おやばかは、貴様の一番の弱点だがな）

　エレノアがいつものからかい口調で言ってきた。

　馬鹿言え。これも強さだ。

　おれを完全に意識の外に弾き出したナナについていくこと、約十分。

　またしても、何もないところにいきなり扉が現れた。

　さしずめ、第二の扉ってところか。

　そして、第二の扉と同時に、扉の前に現れたのは──

（わわ！　ナナねーちゃんだ！）

　目を見開いて驚くひかり。

　そう。

　今回ナナの目の前に現れたのは、彼女そっくりの姿。

　シャッフルしたら見分けがつかないだろう、もう一人のナナだった。

「……」

　ナナは迷いなく、また無言のまま剣を抜く。

　同時に向こうのナナ──ナナもどきも剣を抜いた。

　まったく同じ動きだ。

　立ち止まったおれは、今回も腕を組んでただ観戦することにした。

（手助けせんのか？）

「いらん。ナナが偽物にせものに負けるわけがない」

　エレノアの問いかけを一蹴いっしゅうする。

　この手の戦闘の相手はだいたい本人と同じか、ちょっと弱く設定されるものだが、たとえオリジナルとまったく同じ強さだったとしても、ナナは負けない。

　だから、おれはさっきと同じようにまったく介入するつもりはなく、ただ戦いを見つめた。

　暴風、対、暴風。

　白い風が行く手を塞ふさぐ扉の前で荒れ狂った。

　剣戟けんげきの音は一瞬たりとて途切れない。


　普通だとキンキンキンと聞こえるはずの剣戟音が、戦闘開始からずっとキーーーーーーンと繫つながって聞こえる。



　それだけの速度。

　それだけの手数。

　死闘。

　まったく互角の戦いが繰り広げられ、それが一時間、二時間と続いた。

　最後はやはり互角の打ち合いから、ナナが更に一歩踏み込んだ斬撃で、偽ナナを腰から両断。

　豪快な一撃で、ナナが勝利を収めた。

「はあ……はあ……」

　剣を地面に突き立てて、肩で息をする。

　偽ナナとの一戦でかなり消耗したか。

　それを黙って見ていると、ほどなくして彼女は息を整え、剣を納め、再び歩き出した。

　広大な空間を、また一人黙々と歩く。

　彼女ほどの使い手なら、振り返らなくても背後におれがいることを気配で探れるだろうが、そうした気配は一切いっさいない。

　完全に、おれはいないものとして動いている。

　そうしてしばらく歩いたあと。

　またしても唐突に、第三の扉が現れた。

　第三の扉の前に現れたのは──おれだった。

　二振りの魔剣を携えた、おれの偽物。

（お、おとーさん！）

（どうするのだ）

　にわかに声に焦あせりを帯びるひかり。

　今回ばかりは真剣なトーンで聞いてくるエレノア。

「ん？」

　今更何を慌ててるんだ。

　おれはまたまた腕を組んで、ただナナとおれの偽物との戦いを観戦することにしたのだった。
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（そんなに悠長に構えていていいのか？）

「いいのかも何も、これはナナの戦いだ」

（だが、今までと同じなら、あれは貴様と同等の力を持っているということになるぞ）

「そうかもな」

（おとーさん……）

　エレノアとひかりは、さっきからおれにナナと一緒に戦えと言ってきてる。

　そう言いたい理由もわからなくはないが。

「言ったはずだ。これはナナの戦いだ。ナナが助けてくれと言ったならともかく、そうでないなら黙って見てるだけだ。それに、いくら強さが同じだろうと、ナナが偽物にせものに負けるはずない」

（ふむ）

「もちろんナナもそう考えてるはずだ」

　エレノアと頭の中でそんな会話をしていると、戦闘が始まった。


　ガキーン！　ガガガガガガッッッ！



　初手から音を超える速さの斬撃で応酬するナナとおれの偽物。

　おれの偽物は最初から魔剣二振りを抜き放って、ナナと打ち合った。

　不思議なダンジョンの中、剣戟けんげき音と光が二人の間で飛び交う。

　予想通り、ナナは決して偽物に負けてなどいない。普段より遥はるかに高い戦意で戦っていた。

（……）

「どうしたエレノア」

　一方で、不思議なことに、エレノアが普段あまり見られない、ふてくされたような気配をみせた。

（貴様があの女をそれほど信頼しているとは……）

「うん？」

（……いや、なんでもない）

　何かを言いかけてやめたエレノア。

　直後、気配が一変していつものエレノアに戻った。

（あやつの戦いを第三者視点で見ると、存外面白おもしろいものだな）

「不思議な感じだよな。録音した自分の声を聞いてるような気分だ」

　あやつ、というのは、偽物のおれのことだ。

　おれがナナと戦うときによくする、足で地面に根を張るような、まったく動かない戦い方。

　おれをここから一歩でも動かしてみろ──というパフォーマンスだ。

　ナナが真似まねるのをさっき見たが、自分がやってるのを見るのは初めてだ。

（さっきはああ言って心配したが、本気で倒す気がないところまでトレースしているとは）

「再現度高いよな」

（あの人とおとーさんが戦ったらどうなるのかな）

「さあ、どうだろうな」

（おとーさん、勝てないの？）

　驚くひかり。

　多分「おれが勝つに決まってる」と断言することを期待したんだろう。

「見たところ、ほぼほぼおれだからな、自分に勝てるかなんてわからん」

（なのに、ナナおねーちゃんは勝つの？）

「ああ」

（……）

　ひかりにそう答えると、エレノアがまた微妙にふてくされた気配を出してきた。

「なるほど、嫉妬しっとか」

（──なっ！）

　虚を突かれたエレノアは激しく赤面した。強い感情が押し寄せてくる。

　おれがナナを特別視している。

　そう感じたエレノアの、一番は自分だと言わんばかりの反応。

（嫉妬だと!?　馬鹿ばかを言え！　我がそのような浅ましいことをするはずがない！　そもそも、どこに嫉妬するところがあったというのだ!!）

　早口でまくし立てるエレノア。

　そんなエレノアに、おれは。

「そうしてくれ」

（……なに？）

「ひかり、一旦いったん人間に戻ってくれるか」

「うん！」

　今まで大人しくおれとエレノアのやりとりを見守っていたひかりは、すぐに魔剣から人間の姿に戻ると、おれからちょっと離れたところに立った。

　何かを察したような表情で佇たたずむひかり。

　やっぱり賢いな。

　ひかりが離れたから、おれの手元にはエレノアだけになった。

「お前との付き合いもだいぶ長くなった。出会ってから数えたら、お前がおれの傍そばにいない時間なんて１％以下……いや、遥はるかにもっと少ない割合だ」

（……）

「そんなお前に一つ押しつけたい──嫉妬はするな」

（……）

　長い沈黙。

　剣戟音も刀剣の光も意識に入らず、次第にエレノアの存在だけを感じるようになる。

（貴様が……）

「ああ」

（貴様が、女に何かを押しつけるのは初めて見たぞ）

「お前だからな」

（我だけか）

「ああ」

（そうか）

　一呼吸程度の沈黙のあと、エレノアは「ふっ」と笑った。

（よかろう、そうしてやる）

「ああ、そうしてくれ」

　声と光が戻ってきた。

　戦いは、佳境を迎えていた。
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　ナナがおれの偽物にせものに猛攻をしかける。

　力押し。加えて、スピードでの攪乱かくらん。

　真っ向からの正攻法。それに、フェイントをかけての奇襲。

　ありとあらゆる攻撃をしかけるが、刃が届くどころか、足を動かせることもできない。

　あらゆる攻撃が通じていない。

　そんなナナの周りに、光が増えた。

　ホタルのような光。

　攻撃を防がれるごとに増える光が、ナナの周りを取り囲む。

（むっ、あれはいかん）

「何がだ」

（あの光からは死の匂においがする）

「ナナおねーちゃん……」

　ハラハラして、心配そうに見つめるひかり。

　ナナが押し、おれの偽物が涼しい顔でそれを捌さばいた。

　刹那せつな、奇妙な膠着こうちゃく状態が、前兆なしに破られる。

「くっ！」

　呻うめくナナ。

　エレノアで斬きりつけるおれの偽物。

　ナナが長剣を持つ右腕が二の腕あたりで切れ、剣を持ったままの腕が宙を舞った。

「まだぁ！」

　左手で宙を舞う右腕を払い落とし、ぐるぐる回る長剣をキャッチ。

　そのまま左手一本で更なる猛攻をしかける。

　光がさらに増える。

　ナナの周りをびっしりと埋め尽くす。

　それをミリとも気にせず、とにかく攻撃を加えるナナ。

（左手一本になってから、更に鋭さが増したか）

「ああ。斬られたのが利きき腕うでなのが逆によかったのかもな」

「えっ？　どういうことなの、おとーさん？」

「それは──」

　ひかりに説明をしようとしたその時、戦況が更に動いた。

　左手一本になったことで激しさと鋭さが増したナナの猛撃。

　当たり前のように、おれの偽物との打ち合いも激しくなる。

　それに耐えきれず、ナナの剣がパキーンと音を立てて折れた。

　そしてそれは、ナナにとっての隙すきになる。

　おれの偽物はその隙を逃さず、手にしたニセひかりをナナめがけて振り下ろした。

（ここまでか）

「いや、まだだ」

　おれは動かなかった。

　腕を組んだまま観戦を続けた。

　そして、攻守が交代した。

　両足をずっと同じ場所に固定してナナの攻撃を受け続けていたおれの偽物が、この機会に畳みかけようとしたのか、初めて自分から攻撃を繰り出した。

　だが、防御のときには隙がなく、どんな攻撃を防げても、反撃に転じればそうもいかない。

　ニセひかりで斬撃を振り下ろすおれの偽物は、さっきまでと比べて明らかに隙だらけだった。

　一方、ナナはそこに踏み込んだ。

　腕から血を噴ふき、見渡すほどの光が身体を包み込む中、逃げるどころか、更に踏み込んだ。

　おれの偽物の腕を取ると、そのままひねり上げて、ニセのひかりを奪う。

「そうだ。そこがおれと偽物の違い。そして、ナナの勝機だ」

　ニセのひかりを奪われたおれもどきが驚愕きょうがくした。

　一瞬だけ動きが止まる。

　当然だ。

　おれもひかりを奪われれば動きが止まる。

　しかし、現実にそれはありえない。

　現実のひかりはおれにしか振るえない。

　だが、偽物のひかりは違う。

　奪って、逆に振るうことができる。

　奪って、振りかぶってからの、一閃いっせん。

　踏み込んだナナの一撃が、棒立ちになったおれの偽物を腰から真っ二つにした。

　上半身が転がり落ちて、下半身も膝ひざから崩れ落ちる。

　やがて両方消えて、ナナが手にしていたひかりの偽物も消えた。

「はあ……はあ……」

　すっかり息が上がったナナは、ふらついて倒れた。

　おれはそこに近づき、倒れ込む直前にそっと抱き留めた。

「あ、主……みっともないところを──」

「よくやった」

「──っ、恐悦」

　直前まで疲労しきっていて、今にも倒れそうだったのが、一瞬で目に光が戻った。

　それだけじゃない。

　同時にナナの周りを取り囲んでいた光が色を変えて回転を始めた。

　ナナを中心に渦巻くと、うなりを上げて彼女の腕に集まる。

　おれの偽物に斬り落とされた、今はない右腕のところに。

　その光はやがて、ナナの腕になった。

　元通りの、しなやかで美しい腕に。

「あっ……」

「うん？」

「主」

　ナナは顔を上げて、まっすぐおれを見つめた。

　その視線の意味を理解したおれは、ナナからそっと離れた。

　彼女はしっかりと地面を踏みしめ、自分の両足で立つ。

　天に手をかざすと、肌色の右腕から光が溢あふれ出し、そのまま手の平の先に集まった。

「剣、か」

　集まった光は剣の形になった。

　ナナが今まで愛用していたものとほぼ同じ形。

　しかし、それは淡い光を放っていた。

　明らかに上位互換に見える光の剣つるぎ。

　ナナはそれを振った。

　音がしなかった。

　斬撃の軌道も見えなかった。

　ゾクリ、と、背中が粟立あわだって、武者震いした。

　ナナはそれを振るい続けた。

　何もない空間に向かって、まるで剣舞のように光の剣を振るう。

「明らかにワンランク強くなったな」

　見ていたおれは思わず感想を漏もらした。

（なるほどな）

「うん？　何がなるほどなんだ？」

（ナナではない。今回のは貴様への試練だったというわけだ）

「おれへの？」

（普通なら、ナナが殺されそうだと介入すべき場面。だが、それでも貴様は動かなかった）

　エレノアの言葉を吟味ぎんみして、その意味を読み解く。

「おれの、ナナに対する信頼の度合いを試す試練だった、ってことか？」

（うむ）

「それはないな」

（ほう？　即答で言い切るその心は？）

「さっきも言ったろ。ナナがおれ以外に負けるわけない。だから最初から信頼しかしてない。そんな試練、するだけ無駄だ」

（……）

　無言のエレノア。

　ちょっと呆あきれてる感情が伝わってきた。

（やれやれ……）

　エレノアはため息をついて、更に呆れたような口調で意識をひかりに向けた。

（ひかり、率直そっちょくな感想を言ってやるといい）

「うん！」

　エレノアに促うながされたひかりは、キラキラするような瞳ひとみでおれを見て。

「それができるのはおとーさんだけだよ！　おとーさんすごい！」

　と言ったのだった。
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「言わんとすることはわかるが、そうじゃない」

　おれははしゃぐひかりの頭を撫なでながら、ひかりにわかりやすいように説明する。

「いいか。たとえばデルフィナだ。アイツを異世界に連れていったとする。そこでデルフィナが商売して絶体絶命のピンチに陥おちいったとしても、おれが手を出す必要はまったくないだろ？」

（うむ、そうかもな）

「だろ。だったらそれは普通だ。そうするのはおれだけじゃないし、全然すごくない」

（だが、普通は心配する。心配するし、必要だったら助けもする。１００％放っておいて、腕を組んで見ているだけということはありえん）

「そういうことだよ、おとーさん」

（くくく、この場でわかってないのは貴様だけだ）

　ニコニコ顔のひかりに、勝ち誇ったようなエレノア。

　だって、いい女だぞ？

　普通、１００％信頼しないか？

　わからん。

（うむ。まあ貴様はそれでいい）

「それでいいんだよ、おとーさん」

「そうか」

　二人がそう言うなら、それでいい。

　今さら変えるつもりもない。

　おれはこれからも、おれのいい女の一番信頼できる部分を手放しで信頼するだけの話。

　変える必要なんてないし、変えるつもりもさらさらない。

　ナナはもちろん、他の誰だれだって、おれに心配してほしいなんて思ってないだろうしな。

　やっぱり、みんないい女だ。

　そんなことを考えていると、ようやくナナがまたおれに意識を戻した。

　今まで剣のことしか見ていなかったのが、元に戻ったみたいだ。

　ナナは近づいてくるなり、おれの前で片膝かたひざをついて頭を下げる。

「やったか」

「はっ、無事新たな武器を手に入れることができました。今後はますます主のため……」

「今後のことはあとだ」

「──はっ」

　短い返事とともに、ナナが顔を上げた。

　相変わらず迷いが微塵みじんもない、凜然りんぜんとした美しい表情。

「来い！　運命の武器を得たお前の本気の力、見せてみろ!!」

「御意ぎょい!!」

　ナナは片膝をついた姿勢から、そのまま流れるような動きで飛ぶと、後ろに下がった。

　放射状の軌道を描きつつ、空中でぐるりと三回転。

　着地したときには、利きき手てにまた武器が顕現けんげんしていた。

　右手から放った光が具現化した──いや、違うな。

　具現化さえしてないな、あれは。

　ただ、光が集まって、剣の形になっているだけ。

　光の剣。

　どんな物質でもない、光が、光の状態のまま剣の形になったもの。

「参る！」

「おう」

　それを手にしたナナが踏み込んできた。

　初撃。光の剣で横一文字に斬きってくる。

　エレノアで打ち払った。

　切っ先がぐるりと九十度の弧を描いて、今度は真上からの兜割かぶとわり。

　腕を上げて、エレノアで受け止める。

　光の描く軌跡は美しかったが。

「今までとさして変わらんな」

「まだ手に馴染なじまぬゆえ……御免！」

　挑発するようなおれの言葉に、ナナは更に奮起してキリッとした顔になると、振るうだけで曳光えいこうする光の剣で更なる猛攻をしかけてきた。

　慣らし運転。

　そうだとわかっていたから、敢あえて挑発してやった。

　ゆっくり慣らすなんてナナらしくない。

　最初から全開。それがナナだ。

　挑発混じりの期待が効いたのか、斬撃の速さが一気に何度も上がる。

　やがて──

「前を超えたぞ」

「恐悦!!」

　そう返事しながらも、まったく手は休めないナナ。

　前というのは、この前セレーネに引き出された、限界を超えたナナの一撃。

　ナナは運命の武器である光の剣を使い、あのときの自分を一瞬で超えた。

　いや、少し違うか。

　ナナの全力に耐えうる武器を手に入れたから、存分に力を発揮できるようになった。

　そっちの方が正しい。

　エレノアで、ナナの光の剣と打ち合い続ける。

　立場こそ違うが、ナナとセレーネがしていた戦いと同じ。

　ナナは光の剣の限界を試すように、攻撃を繰り出すごとに鋭さも重さもどんどん増してくる。

　その先、彼女の限界は果たしてどこにあるのか──




「──！」




　突如、光が消えた。

　音も消えた。

　何もかもが消えて、ナナの意識だけが残った。




　──主に侍はべるにふさわしい強さを！




　ただ、それだけ。

　ナナから、極限に純化したその想おもいだけが伝わってきた。




　ナナの心に触れた一瞬。

　それは永遠のような甘美さで、しかしやはり一瞬のことだった。

　気づけば、光速を超えた一撃をエレノアで受け止めて、つばぜり合いする格好になっていた。

「……やるな」

「──恐悦ッ」

　ナナの声は震えていた。

　おれの偽物にせものを倒したのと、おそらくは同じ一撃。

　心技体全すべてが一つになった、光速を超えた究極の一撃。

　それは、初めておれを一歩後ろに下がらせた。

　だから、おれはナナを褒めた。

　彼女は身震いする程感動したようだった。




「ぷはあ……」

　ちょっと離れたところで、ひかりが大きく深呼吸した。

「どうしたひかり」

「緊張したの。途中で息するのを忘れちゃった」

（うむ。まあそれくらい激しい戦いだったな）

「それに、おとーさんが斬られちゃうんじゃないかって思った。おとーさんの偽物にせものみたいに」

「ああ、ごめんなひかり。心配かけて」

「ひかり様、すまない。しかし心配には及およばぬ」

「え？」

「主がこの程度で負けるはずがない。最初から信頼しているのだ。ゆえに、心配していただく必要はない」

「……」

（……）

　ひかりがポカーンとした。

　魔剣状態で見えないが、エレノアも娘と同じ表情になっているような気がした。

「えっと、おかーさん。こういうのって、似たもの同士、って言うのかな？」

（割れ鍋に綴とじ蓋ぶたと言ってやれ）

　ポカーンした状態から戻ったあと、母娘はわけのわからないこと言い合っていた。
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　周りの空間が徐々に変化していく。

　景色のなかった空間が、どろりと溶け落ちるように消えて、その向こうに元の世界の光景が見えてきた。

「ショウ！　すごかったよショウ！」

「うん？」

　戻ってくるなり、セレーネがまるで子犬のように駆け寄ってきた。

「外からも見えてたのか？」

「うん！　ショウが空間？　を破るとこからすごかった！」

「ああ、すごいって、そっちの方か」

「うん、そうだよ！」

「てっきりこっちのことだと思ってたぞ──ナナ」

　名前を呼んだだけで、ナナは「承知した」と返事をすると、右手を突き出した。

　腕から光が溢あふれ出し、それが集まって剣の形に変化する。

「わっ！　何それ!?」

「ナナの新しい武器だ」

「そっか。わたしのクシフォスと同じってこと？」

「そう、主より賜たまわったものだ」

「いや、それはお前が実力で手に入れたものだろ」

　クシフォスと違って、ナナの光の剣は彼女が実力で得たものだ。

　もしセレーネがクシフォスを手に入れるためにナナと似たようなことをする必要があったら、そっちは最後まで見守ってられなかったかもしれないな。

（いや、それ以前の問題だろう。そっちに対しては未いまだ過保護モードではないか）

　過保護モード？　……ああ。

　アイギナ内乱のとき、奴隷兵と第三小隊長のネオラをつけたことを言ってるのか。

（信じ切って傍観する、必要なときにだけ手助けする、最大限過保護にする。貴様が自分の女に接するときは大別してこの三パターンだ。信頼度も上から順といったところか）

　それについては確かにエレノアの言う通りかもな。

「先生！　その剣のすごさを見せてください！」

　早速セレーネがクシフォスを抜いて構えた。

　口調もいつもナナに教わってるときの生徒口調になっている。

　ナナは頷うなずくと、出したばかりの光の剣を構えた。

　セレーネが強くなるまで教えろ。

　おれが前にそう命じてるから、ナナはいちいち聞いてこなかった。

　ナナとセレーネ。

　光の剣と聖剣クシフォス。

　相対する二人の女と得物。

　二人の間の空気が張り詰めていく。

「はあああああ！」

　先に動いたのはセレーネだった。

　クシフォスを引きずるようにして、地面から火花を散らしつつ、踏み込み、斜め下から振り上げる逆袈裟けさ斬り。

　ナナは今回もおれを真似まねて、両足を動かさないまま、袈裟斬りでそれを迎え撃った。

「──っ！」

　瞬間、ナナの光の剣が消えた。

　二人の実力差はダンジョンに入る前後で変わっていない。

　今や達人級のセレーネの一撃は止めようがなく、ナナの身体をクシフォスが下から斜め上に通り過ぎていった。

　とっさに飛び、後ろに下がって回避したナナ。

　それでも鎧と服が裂け、夥おびただしい量の鮮血が噴ふきだした。

「先生！」

「焦あせるな！」

　セレーネよりも速くナナに迫り、異次元倉庫から魔法の玉（白）を取り出して彼女に使う。

　癒やしの光がナナを包み込み、骨が見えるほどだった斬撃の傷は瞬く間に癒えた。

　やがてナナの傷が完治すると。

「ごめんなさい先生！」

「……」

　直角になるほど頭を下げるセレーネに、ナナは何も言わず、ただ苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　代わりにおれがセレーネの頭に手を乗せて言う。

「……気にするなセレーネ。まだ手に入れたばかりだから制御が上手うまくいってないんだろ」

「でも……」

「それより、今の一撃はよかったぞ。成長したな」

「え？　ほ、本当に？」

「ああ。ダンジョンに入る前、ナナの武器を破壊したときよりもよかった。その感覚を忘れないうちに千本素振すぶりだ」

「うん！　わかった。ショウ！」

　おれに褒められたセレーネは早速離れた場所に行くと、クシフォスを持って素振りを始めた。

　こういう素直なところは、やっぱりセレーネの一番の長所だな。

「申し訳ない、主の期待に──」

「気にするな。わかってる」

「はっ」

　おれが即座にわかってると言ったことに、ナナは驚かなかった。

　おれが把握してること──正確に把握はあくしているであろうことを、彼女は疑いもしていない。

「普通の剣ならともかく、クシフォスは替えが効かない。アレには政治的な意味もあるしな」

「はい……」

　ナナがわずかに頭を下げた。

　そう。

　ナナが光の剣を消したのは、あのままだとクシフォスを真っ二つにしてしまったからだ。

　光の剣を使えば、ナナの実力を１００％出し切れる。

　そしてそれは、クシフォスをあっさり壊してしまえるほどの力だ。

「お前なら造作もないことだろうが、早いうちに完全に使いこなせるようになれ」

「はっ。主の足跡、辿たどらせていただきます」

（貴様は貴様で、常に誰だれをも折らないように気をつけているしな。おかげで我は欲求不満よ）

　言葉とは裏腹に、エレノアは愉たのしげに言った。

　エレノアで本気の剣戟けんげきをしたのは、過去の世界に行ったときに過去のエレノアと打ち合ったあのときくらいだ。

　もちろん本気で投げたり何かを斬きったりしたことはあるが、剣戟という意味ではあのときだけ。

　ナナとかセレーネとかイオとか、おれの女を成長させるための訓練では、いつも武器を壊さないようにセーブしている。

　そうしているのをナナは見てきたし、体験もしてるから、すぐにできるようになるだろう。

　ふと、おれはナナの視線に気づいた。

　彼女はまっすぐじっとおれを見つめている。

「どうした、ナナ」

「……」

「何か言いたいことでもあるのか？」

「……誠に、不敬の極きわみとはわかっているが」

「うん？」

「次の戦、わたくしを連れていっていただければ。主のために剣を振るいたい」

「……わかった。そうしよう」

「ありがたき幸せ！」

　ナナは一旦いったん片膝かたひざをついてそう言ってから、起き上がるなり、脇目わきめも振らず立ち去った。

　その後ろ姿からは立ち上るほどやる気が滲にじみ出ていた。

　光の剣の制御。

　ナナならすぐにできるようになるだろう。

　そんな彼女のおねだり。

　ナナは口数が多い方じゃないから、おねだりをしてくることは少ない。

　今回は、そんなナナがおねだりしてきたレアケース。

「イオおねーちゃんのお願いと似てるね！」

　それまで黙っていたひかりが言った。

　ひかりの言う通りだ。

　おれはフィオナとマリの結婚式のあと、イオとした会話を思い出した。

　お前も結婚したいか、と聞いたおれに、イオは「冒険がしたい」と答えた。

　おれはそれを叶かなえるために、イオを過去に連れていった。

「やるぞエレノア。ナナが輝く戦場作りだ」

（くくく。結局貴様は信頼度最上級の放置組にも甘いのだな？）

　エレノアはそう言うと、ものすごく愉しそうに笑ったのだった。
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　メルクーリ王国第一王女、ヘレネー・テレシア・メルクーリ。

　またの名をテレシアの双花。

　おれがこの世界に転移してきてから初めて会った女。

　そんな彼女が、今目の前にいる。

「探したぞ」

　そう言いながら、窓の外を見た。

　メルクーリ王国領内、フロリナ。

　メルクーリ最大の穀倉こくそう地帯と言われるこの街。

　窓の外は小麦らしき作物が一面に広がり、風に波打っていた。

「わざわざお越しいただかなくとも、一声かけてくださればこちらから伺うかがいましたのに」

「お前にアドバイスをもらいたくてな」

「あら。賓師ひんしの礼はオルティア様だけで結構ですのよ？」

「お前にはオルティアみたいに礼を尽くす必要はないってことか？」

「ええ。そうされなくとも、全すべてカケル様のモノですから」

　艶然えんぜんと微笑むヘレネー。

　上品で楚々そそとした佇たたずまいながらも、たまにゾクッとする程の色気を見せるのが彼女だ。

　今にも押し倒したくなるのを堪こらえて、話を進める。

「聞きたいのはナナのことだ」

「彼女がどうかなさいましたか？」

　尋ねられたおれは、ヘレネーにここ数日起きたことを話した。

　ナナに光の剣を授さずけたことと、彼女におねだりされたこと。

　ほとんど初めてと言ってもいい、ナナによるおねだり。

　それらについて、ヘレネーに話した。

「ってことで、ナナに戦をさせてやりたい。それも、ナナが存分に力を振るえる戦を」

「なるほど」

　ヘレネーは頷うなずくと、トレードマークの扇子で口元を隠しながら言った。

「カケル様からご相談を受けるのは光栄ですが、でも、どうしてわたくしに？」

「理由は二つ」

　おれはピースサインのように二本指を立てると、まず中指を折った。

「おれの女の中で、お前が一番戦に詳しい」

「恐縮です」

　ぺこりとお辞儀をするヘレネー。

　そして、そんな彼女にもう一本、残った方の人差し指を突きつけて言った。

「もう一つは──お前が考えごとするときや悪巧わるだくみをするときに浮かべる、その顔が見たかったからだ」

「──っ！」

　驚き、ハッとするヘレネー。

　彼女は考えごとを──特に戦略的な考えごとをするときや、ちょっとした悪巧みを思いついたときに、扇子で口元を隠すクセがある。

　おれはその仕草と表情が好きだ。

　だから、それを見たかった。

「意地悪ですわ。カケル様は」

「その表情も含めて、全部おれのものなんだろ？」

「それでも、不意打ちされるのはいけませんわ」

　いけませんという言葉が、おれの耳には恥ずかしいと変換されて聞こえた。

　そんな彼女は、一つ深呼吸すると、意識を切り替えて言った。

「ナナ・カノー。今となってはカケル様に次ぐ、地上で二番目に強いお方」

「ああ」

「その方に、カケル様が更に新たな力を与えられた」

「おれが与えたわけじゃない。ナナが自分自身で全力を出せる武器を摑つかんだだけだ。それに、出し入れが便利なことを除けば、武器そのものに特殊な能力はない」

「今回の場合、彼女が全力を出せる武器を摑んだということが最も厄介やっかいなのです」

　ヘレネーはそう言うと、穏やかに微笑んだ。

「全力の彼女を存分に戦わせるとなると、とても大きな戦が必要になります」

「それはそうだな」

「現状、カケル様が満足されるほど彼女が大活躍できそうな戦は、三つしか思いつきません」

「一つ目は？」

「カケル様ご自身が敵になること。天下を二つに割り、カケル様対わたくしたち全員の国で戦う」

「ふむ。二つ目は？」

「これはカケル様亡きあとの争いになりますから意味がありませんが……弔とむらい合戦、と言いますか、カケル様亡き後の世界の趨勢すうせいを決める覇権争い」

「なるほど。関ヶ原か大阪の陣かってことか」

　おれのつぶやきをヘレネーは拾わなかった。

　元の世界での出来事をほぼ全て知っているエレノアと違って、ヘレネーは何も知らない。

　おれも、彼女には何も言ってない。

　だが、どこか気づいている──いや理解している節がある。

（インテリジェンスとウィズダム、その差だな）

　そうだな。

「それで、最後の一つは？」

「それは……」

　ヘレネーは最後の一つだけ、一瞬答えるべきか迷ったように見えた。

　だが、おれがまっすぐ視線を向けると、躊躇ためらいながらも答えを呟つぶやく。

「──魔境と呼ばれる場所での、戦」

「魔境？　初めて聞く言葉だな」

「はい。遙はるか昔にソロン教が封印した土地のことです」

「へえ？　この世界にそんなところがあったのか」

「はい。封印後、あらゆる人間が入れなくなっている場所。地上にあって、隔離された土地。古いにしえの書物によれば、その広さは五大国全て合わせた土地の、約二倍」

「そりゃあ規模的にも、封印を解いたら世界が大荒れになりそうだな」

「その通りです」

　そう言ってヘレネーが頷く。また表情に影が差した。

「どうした」

「そして──あくまで噂うわさ、ではありますし、カケル様もいらっしゃるので、まさか……とも思いますが」

「なんだ、お前にしては歯切れが悪いな。はっきり言ってみろ」

　さっき答えを躊躇した理由はここにあるのかもしれない。

　そんなことを考えながら、おれはヘレネーに続きを促す。

「……はい」

　ヘレネーは決意したような表情を浮かべて、両手で扇子を持った。

　それを膝ひざの上に置くと、おれをまっすぐ見つめて言う。

「実は、コモトリアのアウラ様が、その封印を解こうとしているという噂が──」

「へえ？」

　穏やかじゃないな、そりゃ。
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　アウラ・トリデカ・コモトリア。

　コモトリア王国の第十三王女で、おれの女の一人だ。

　そのアウラが、どうやら魔境の封印を解こうとしてるらしい。

「あまり驚かれないのですね」

「これが驚くような話か？」

「ええ。とても大きな話です。封印を解いたら、世界に何が起きるかわかりませんから。カケル様はアウラ様が魔境の封印を解こうとされていることをご存じだったのですか？」

「いや？」

「では？」

「アウラもおれの女だ。おれの女がそうしたいなら、おれはやりたいようにやらせるだけだ」

「……」

　一瞬ポカーンとしてしまうヘレネー。

「……そうですね。そうでしたわね。カケル様はそういうお方ですわ」

「どうした。ヘレネーも世界征服でもしたくなったか？」

「カケル様と出会っていなければ、あるいはそう思っていたかもしれません」

「ふぅん？」

　ヘレネーが遠回しな回答でおれの問いかけを否定する。

　ただ、その思いつき自体はちょっと面白おもしろいと思った。

「やってみるか？　世界征服。やりたければ協力するぞ」

「いえ、今となってはモチベーションも上がりませんわ」

「上がらんのか」

「ええ。カケル様と出会ったことで、それより興味を惹ひかれることがたくさんできてしまいましたから」

　おれの再度の誘いも、微笑んで謝絶するヘレネー。

　世界征服するつもりがあれば、その途中で悪巧わるだくみする顔を目一杯楽しめると思ったんだが。

　まあ、するつもりがないならしょうがない。

　諦あきらめておれは席を立つ。

　すると、ヘレネーがおれを見上げてきた。

「どこへ行かれるのですか？」

「ちょっとアウラを探しにな」

　おれはにやりと笑って言った。

「さっきの話だ。うまくやればアウラとナナの望みを同時に叶かなえてやれそうなんでな」





☆






　コモトリア王国、王都クラデス。

　ワープの羽根を使ってアウラの部屋に直で飛んだが、部屋の中には誰だれもいなかった。

「おい、そこのお前」

　今度は宮殿に飛んで、赤あか絨毯じゅうたんの廊下で髪とヒゲの両方が真っ白な老人を呼び止めた。

　老人はおれを見るなりびっくりして、厳いかつい顔で近づいてきた。

「ユウキ男爵、本日はどのような御用向きで？」

「おれのこと知ってるのか。なら話は早い。アウラはどこだ」

「……」

　老人は厳つい顔をしたまま黙り込んでしまった。

「どうした」

「恐れながら申し上げますと」

「うん？」

「こちらが、ユウキ男爵に王女殿下の行方ゆくえを尋ねたい次第でして」

「どういう意味だ」

「殿下が失踪しっそうされて、早一カ月となります」

「……なんだと？」

　おれは眉まゆをひそめた。

「失踪して一カ月って、どういうことなんだ」

「それが、まるで状況がわからぬのです」

「探してないのか？」

「はじめは──」

　老人がおれを睨にらみながら言う。

「こっそり部屋を抜け出されて、ユウキ男爵のもとに赴おもむいたものだと誰もが思っておりました。ちょうどシラクーザの内乱のときのように」

「なるほど、あのときみたいにか」

　シラクーザの内乱。

　フィオナとマリ、二人を女王にしたときの話だ。

　確かにあのときはおれの女たちを集めて戦線に投入した。

　シラクーザの内乱ってこともあって、王女や姫たちには正体を隠して力を貸してもらった。

「それに、セレーネ殿下のこともあります」

　アイギナ王女、兼、総理王大臣セレーネ。

　彼女を教育するために、これまたおれの女たちを大量投入した。

　普通、他国の王女の家庭教師なんておおっぴらにやれないことだから、女王や姫たちには、黙って来てもらってる。

　そういうことが積もり積もった結果。

「殿下はなんらかのご用事があって、ユウキ男爵のもとに向かわれたのだとみな考えておりました」

「……それはわかった。で、そのあとの手かがりは？」

「それが、何も」

「ちっ」

　舌打ちすると、ワープの羽根で今度はおれの屋敷に飛んだ。

「ミウ」

「なんですか、ご主人様」

　呼ぶなり、ミウが一瞬で現れる。

　尻尾しっぽの毛並みが最高。人形じゃない本物のミウだ。

「ミウ、アウラは最近うちに来たか？」

「いえ、ここ一カ月はお見えになっていません」

「……」

「どうかされたんですか？」

「アウラがいなくなったんだ」

「えええええ!?」

　驚くミウ。

　おれはワープの羽根をバンバン使って、次々にいろんなところへ飛んだ。

　世界の各地に散らばってるおれの女全員に会うのに、十分とかからなかったが……。




　──アウラの行方を知る者は、誰もいなかった。
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　コモトリア王国の王都、クラデス。

　ワープの羽根で五大国を一周したあと、おれはまたここに戻ってきた。

　王宮から少し離れたところにあるアウラの屋敷。

　数回ほどしか来たことのないここに、ワープの羽根で飛んだ。

　屋敷の正面の立派な扉を開けて中に入る。

「あっ、男爵様……」

　屋敷に入るとすぐに、若いメイドと出くわした。

　メイドはおれの顔を見るなり、すまなさそうに言う。

「申し訳ございません、姫様はお身体の調子が──」

「アウラがいなくなったことはもう知ってる」

　それを聞いたメイドがびくん！　と身震いした。

「手がかりを探したい。アウラが普段いる部屋はどこだ」

「えっと、その……」

「案内しろ！」

「は、はひ！」

　上ずった声で応じるメイド。

　彼女は慌てておれをアウラの部屋へと案内した。

　途中で何人か使用人やメイドとすれ違ったが、全員が全員、複雑な顔をしていた。

　アウラが失踪しっそうしたという認識は、こいつら全員にあるんだな。

　ある意味、宮殿にいた大臣とかよりも状況を知ってるかもしれん。

「アウラに何があった」

「わかりません。ある日急に失踪されてしまって。男爵様のところに行かれるときは、いつも近しい者にちゃんとお言付けをなさいますので、今までは口裏合わせをしていたのですが……」

「……ふむ」

　どうやらたいしたことを知ってるわけでもないようだ。

「ここです」

　メイドに案内してもらった部屋に入る。

「書斎か」

「はい、姫様は屋敷にいらっしゃるとき、ほとんどをこの部屋で過ごされています」

「なるほどな」

　書斎に入ると、まずは執務机に向かった。

　積み上げた本とか、書きかけの書類の中に何か手がかりがないか調べる。

「日記とかはないのか？」

「姫様はそういうものを書いていらっしゃらなかったですので……」

「……そうか」

　手当たり次第探してみるが、たいしたものは見つからなかった。

　何となく、積み上げられた本のうちの一冊を手に取る。

　そこからひらひらと一枚紙が落ちた。

　思わず手を伸ばすと──おれだった。

　おれを描いた、写真だかブロマイドだかみたいなものだ。

（愛されておるな）

「こんなもの、どこで手に入れたんだ……ん？」

（どうした）

「ここに染しみがあるな。なんだこれは」

　おれのブロマイドの一箇所に、水を垂らしたような染みがあった。

「あっ……」

　それを見たメイドが声を漏もらす。

「なんだ？　何か知ってるのか」

「えっと……その……」

「言え！」

「は、はい！　……そ、その、わたくしが話したことは姫様に言わないでくださいね。実は、姫様は近頃、そのお写真を眺められながら涙を流されることがよくありました」

「アウラが、おれのブロマイドを眺めて泣いてたってのか？」

「はい……何度か目撃しましたが、内緒にするよう言われました」

「ふむ……そうか。脅すような聞き方をして悪かったな」

　とりあえずメイドに謝っておいた。

　主人である王女が口止めしてたなら、口籠くちごもるのも当然だ。

（つくづく女には甘いのう）

「……うるさいな。それで、他に何か知らないか？　お前が言ったことは全部黙っとくから」

　メイド相手に、できるだけ優しく柔らかい口調を心がけながら、もう一度尋ねる。

「えっと……あっ」

「何かあるのか？」

「はい。姫様は涙を流されるとき、いつも呟つぶやかれていました。〝今のままじゃダメだ〟って」

「そうか。ただ、それだけじゃなんのことかわからんな」

「すみません……あまり参考にならなくて」

　メイドはそう言うと、申し訳なさそうに頭を垂れた。

（……いや、今のは案外いいヒントかもしれんぞ）

「何かわかったのか、エレノア」

（どうかな。時に、貴様は自分の女に格付けするとしたら、どういう順番になる？）

「なに？　なんだこんなときに」

（仮にだ。いいから答えろ）

「そんなの、全員が全員いい女──って、おい、つまらんことを言ってんじゃねえぞ？」

　頭の中でエレノアが言いたいことを理解したおれ。

　声が自然と低くなる。

　隣で自分に向けられたものだと誤解したメイドが、「ひっ」と悲鳴を漏らした。

　一方でエレノアは。

（そうだと言っているわけではない。だが、そう考えても不思議ではないということだ）

　きっぱりそう言い切ると、平然としていた。

「そんな馬鹿ばかなことがあるか」

（だが完全に否定ひていはできまい。聞き方を変えよう。五大国の力と発展を格付けするとしたら？）

「……コモトリアだけ周回遅れだ」

　そういう質問なら、おれより五大国全部と取引しているデルフィナの方が詳しい。

　だが、今回の問いの答えなら、デルフィナじゃなく、おれにもわかった。

　賢女王リカが治め、これからの黄金時代を予感させるカランバ。

　今でもテレシアの双花が内外をもり立て、繁栄しているメルクーリ。

　生まれ変わった総理王大臣が、次々と改革を進めているアイギナ。

　双女王フィオナとマリの人たらしコンビに家臣が忠義を尽くし、隆盛するシラクーザ。

　この四国に比べると、コモトリアだけが後れを取り、国力の差が開いてるのは事実。

「ちっ」

　おれは更に書斎の中を探した。

　アウラが思い詰めていたのはもはや確定だ。

　その上で失踪──彼女がいなくなった手がかりがほしいと強く思った。

「きゃあああ！」

「た、助けてくれ!!」

　そのとき。

　書斎の外から悲鳴が聞こえてきた。

　切羽詰まった、ただごとじゃない悲鳴。

　おれはすぐに書斎から飛び出した。

　すると、廊下の向こうで男女の使用人が襲われていた。

　襲っているのはモンスター。例の白く輝く蛇だ。

「よりによってあの蛇か！」

（うむ、我の天敵のヤツだ）

「くそ、なんでこんなところに──」

　因縁の相手の登場に、悪態をつきながらも突進。

　一瞬で距離を詰めて、使用人の前に出る。

（ここでやると、増えすぎて屋敷が弾はじけるぞ）

「わかってる！」

　言いながら白い蛇を摑つかむと、思いっきりぶん回して手を離した。

　白い蛇の巨体が近くの窓を突き破って外に飛び出していく。

　すぐにおれもそれを追いかけて外に飛び出した──

「なっ!?」

　そこでおれは驚愕きょうがくすることになった。

　屋敷の外、敷地内の庭には、例の蛇がうじゃうじゃいた。

　ざっと見渡すだけでも数十という単位でいる。

「これは──これ以上数を増やしてる場合じゃないな」

　ここは王都クラデス。

　たとえ他の四国に国力で遅れていようと、この世界において屈指の大都会の一つだ。

　今までの野外や山奥のときみたいに、エレノアで斬きって数を増やすわけにはいかない。

　おれは異次元倉庫を開き、ただのロングソードを取り出した。

（加減を忘れるなよ）

「わかってる」

　普通のロングソードぐらいじゃ、もうおれの力に耐えられない。

　全力を出そうものなら、斬撃を振りきる前に剣そのものが崩壊する。

　剣を軽く握って、手加減に手加減を重ねて──

　ブォーン!!

　──撫なでるように、白い蛇を両断した。

　手加減に神経を使うが、これなら──

「なっ!!　分裂しただと！」

　驚くおれ。

　普通のロングソードで斬った白い蛇が、切断面から再生して、二匹の蛇に分裂した。

「どういうことだ？　こいつらはお前で斬ったときだけ分裂するんじゃなかったのか？」

（……）

「おい、なんだその『まさか』って感じの沈黙は」

　問い詰めると、エレノアはいかにも言いにくそうに口を開いた。

（我は……存外貴様のことを気に入っているらしい）

「つまり、おれの攻撃全すべてにお前の属性がついたってことか？」

（貴様が悪いのだ！　無理矢理我のことを手籠てごめにしたりするから！）

「うるさい！　今さら逆ギレすんな！」

　おれはロングソードを捨てると、エレノアを握り直した。

「だったらもう普通にやるぞ！」

（いいのか？　それなりに重大な結果を招くことになるぞ？）

「問題ねえよ。壊れないだけお前の方がマシだ！」

　エレノアを構えたまま突進して、分裂したばかりの白い蛇二匹をまとめて両断。

　二匹が更に四匹に分裂していく中。

「……それに、ひかりも喜ぶしな」

　おれは呟き、エレノアとともにアウラの屋敷に侵入した蛇を一掃することにした。

　そうして、おれとエレノアの気持ちに反応するかのように。

　──蛇が、更に倍に増えた。
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（どうする、一旦いったん下がって対策を練るか？）

「……いや」

（ふむ、何かに気づいた顔をしているな）

「ああ」

　エレノアを抜き、構える。

　漆黒しっこくのオーラを出して全身に纏まとった。

　すると、蛇の数が更に増えた。

「やっぱりな」

（ほう、我らの力に反応して増えたのか）

「そういうことだ」

（なら、ここで尻尾しっぽを巻くわけにはいかんな──殺やれるか？）

「誰だれに言ってる」

　思わず口角が上がった。

　うじゃうじゃとうごめく白い蛇の群れに飛び込んでいく。

　血風が舞う。

　エレノアを振って、斬きって斬って斬りまくる。

　斬ったそばから分裂再生するが、構わずひたすら斬り続ける。

（ふふ。戦場に勝るとも劣らない程、血の雨を降らすものだ）

「そのうちあたりに蛇の血の海ができそうだな」

（貴様の世界で言うところの、環境破壊か？）

「こいつらの血をリサイクルとか、考えたくもないな！」

　エレノアと軽口を言い合いながら暴あばれ回っていると、白い蛇のうちの一匹が完全に死んで、くじ引き券がドロップした。

　何も考えずに習慣的に拾い上げて、速攻で異次元倉庫に放り込みつつ、無双を再開。

　すぐにまた別の白い蛇が再生しきれずに死んで、またくじ引き券がドロップした。

「……多いな」

（うむ、多い。ここ最近は頻度が下がっていたと思うのだが）

「言ってるそばからまた出たぞ」

（貴様と組むようになってから、今回が一番出てくる頻度ひんどが高いな）

「ああ」

　そのことになんとなく引っかかりを感じつつも、白い蛇を倒していく。

　ふと、アウラの屋敷の庭に巨大な穴を見つけた。

　漆黒のオーラに反応して、その穴から白い蛇が次から次へと湧わき出てくる。

（あそこが源か）

「一発かますぞ」

　おれは地面を蹴けって、二十メートルくらいの高さに跳とび上がった。

　眼下に王都クラデスの街が広がって見える。

　屋敷から出ていったらしき数匹の白い蛇が戻ってくるのが見えた。

（どうする）

「全力で行く」

　そう言って、エレノアを逆手に持ち替えた。

　そのまま空中で右手を引いて、投擲とうてきの体勢に入る。

（手加減したら、女を抱くたびに耳元で邪魔するぞ）

「安心しろ。『おれら』の全力だ」

（──っ！）

　頭の回転が速いんだか遅いんだか。

　さっき口を滑らせた表現を指摘されたエレノアから、赤面したような気配が伝わってきた。

　そんなエレノアを、全力で穴に向かってぶん投げた。

　ドゴーン！

　轟音ごうおんのあと、地面が激しく揺れる。

　庭の木が大きくしなるほどの揺れ。

　漆黒のオーラを纏ったまま、穴の中に飛び込んだ。

　既に斬られた蛇も、再生中の蛇も、オーラに吸い寄せられて次々に穴に入ってきた。

「……なんじゃこりゃ」

　穴に入って、すぐに異変に気づいた。

　通常、落下というのは加速度的に速くなっていくものだ。

　元の世界でもこの異世界でも、そのことは変わらない。普段通りであれば、中学時代に習ったような重力加速度で、スピードを増しながら落下していく。

　が、この穴の中は違った。

　おれはまったく同じスピードで変わらないまま、穴の中を落ち続けていく。

　そうして落下を続けること、十秒。

　真っ黒な底に、エレノアが立っているのが見えた。

　突き刺さってはいない。

　切っ先──先端を地面に触れさせて、立っている。

　おれも着地して、エレノアを回収した。

「お前でも貫通できなかったのか」

（ああ。あれと同じもののようだ）

「あれ？」

（貴様が我を連れ出したあれだ）

「ああ、次元の壁か」

　つま先で地面を蹴ってみた。

　おれたちのオーラよりも更に黒い地面。

　いかなる物質でもない床──いや、壁なのだとわかった。

「なるほど。これを貫くには限界を超える必要がある、ってか？」

（どうする）

「愚問ぐもんだな」

　エレノアを振り上げて──全力で振り抜く！

　右手に全すべての力を集めた一撃。

　対人はおろか、オリビアのような超生物相手にすら使わない力。

　全力全開。

　リミットを外して限界を超えた一撃。

　叩たたきつけた瞬間、おれの手はぐちゃぐちゃになった。

　速攻で異次元倉庫から魔法の玉（白）を取り出して回復する。

「……」

（……）

　やるだけやってみたおれとエレノアの間に、沈黙が訪れた。

　ダメか、と一瞬そんな考えが頭をよぎった次の瞬間。

　地面が割れ、おれたちは更に落下した。

（ほう）

「へえ」

　おれとエレノアは同時に声を上げた。

　面白おもしろい、と互いに言い合うような声。

　地面を割って入ったそこは、今までのどことも違う空気に満たされていた。

　くじ引き所とも、エレノアと一緒に入った異空間とも。

　全部が全部違う、初めて感じる空気だった。

　そして──その空気の中に。

　まるで十字架に磔はりつけにされるような姿で。

　おれは気を失っているアウラを見つけたのだった。
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　磔はりつけにされたアウラを見る。

　こんな意味深な空間で、意味深な捕まり方をしているアウラ。

（この状況で、何もないということはないだろうな）

「物理的な罠わなか、精神的な罠か。どっちもという可能性もあるか」

（どうする？）

「……決まってる。そんなもの全部踏み抜くまでだ！」

　何かあるのは確実で、一瞬様子を窺うかがってみたが、もう限界だ。

　アウラが──おれの女があんな風に磔にされてるのを見たら、腹が立って仕方ない。

　おれは一歩足を踏み出すと、アウラに向かっていく。


　バチッッッ！　盛大に稲妻が迸ほとばしった。



「結界か」

（たかがこの程度。舐なめられたものだ）

　エレノアの冷笑。

　そんな感情が伝わってきた。

　おれは結界を無視して更に進んだ。

　無造作に歩いて、どんどん進んだ。

　おれとエレノアからすれば薄紙一枚にも満たない結界。

　敢あえて何かするまでもなく、「前進」するだけでそれを破った。

「おいおいおい、なんだてめえは」

　初めておれの足を止めたのは、怪しい男の声だった。

　真横から声がしたから、立ち止まって声が聞こえた方を向いた。

「お前……」

　正直、ちょっと驚いた。

　そこにいたのは人間じゃなかった。

　おれが「魔の者」と呼んでた連中。

　かつてこの国でも国王とかに取り入ったりしていた、「魔の者」と同じ見た目の奴やつだ。

　そして、更に驚いたのは。

「おれにここに来るのを許したってことは、当然、おれ対策もできてるってことか」

「はあ？　何言ってんだてめえ。ただの人間風情ふぜいが何調子に乗ってやがる」

「ひょっとして、おれのことを知らないのか」

「おいおい、たかが人間ごときが、おれのことを知らないのか、だって？」

　魔の者はものすごく器用に片目だけ見開くと、失笑って感じの表情をした。

「知るわけねえだろクソが。何かキメてんじゃねぇのか？」

「そうか……」

（我ら──いや我のことも知らないとみえるな）

　そう話すエレノア。

　彼女は今、魔剣の姿でおれの手の中にあった。

　一目見れば決して忘れられないような特徴的な魔剣だ。

　それを、魔の者にも見せている。

　なのに、なんの反応もしてこない。

　念のため、エレノアの柄つかを握り直して、構えてみる。

「はっ、やろうってのか？」

　やっぱり、エレノアを見たのに「ちゃんとした」反応がない。

　エレノアのことを知ってて失笑できる奴なんて、この世界には存在しないはずだ。

「いいから教えろ。なんでアウラが捕まってるんだ」

「はん？　人間の分際でおれさまに命令かよ。随分舐められたも──」

　一閃。

　エレノアを振り抜き、あっさり魔の者の右腕を斬きり落とした。

「──へっ？」

　魔の者は反応すらできなかった。

　何をされたかにも、すぐには気づかない。

　まったくのクソザコだ。

（あれだけ壮大な振りをしたからには、何かあると思ったのだがな）

「ああ、おれもだ」

「ぎゃああああああ!?　い、いきなり何しやがるんだてめえ！」

「悲鳴まで遅い」

　言いつつもう一回振り抜く。

　今度は左腕を斬り落とした。

　両腕をなくした魔の者が、更に凄惨せいさんな悲鳴を上げる。

「な、なんなんだ……なんなんだよ、てめえは!!」

　そう言って額に脂汗を浮かべる魔の者。

　鈍いヤツだが、ここにきてようやく目の前にいる敵と自分の力の差を認識し始めたようだ。

　そんな魔の者相手に、眼をすがめてもう一度問い詰める。

「言え。どうしてアウラが捕まってるんだ」

「あ、あの女の方から来たんだ！　噓うそじゃない!!」

　危機感を覚えたらしい魔の者が、急に弁明口調で答え始めた。

「封じられてたおれを解放して、魔境を手に入れるために力を貸せって言ってきたんだよ！」

「お前の力を貸す？」

（なるほど、我らのことを知らなかったのは、ずっと封印されていたからか）

「それはわかった。だが、それならどうしてアウラが捕まってるんだ」

「ち、力を貸すからには相応の見返りがいる。そういうもんだろ」

「……まあ、そういうもんだな」

「だろ？　だから──」

　次の言葉を口から発することなく、魔の者の首が飛んだ。

「言い分はわかった。だが、おれの女にそうしたのは許せん」

（くくく、悪い男だ）

　エレノアは愉たのしげに笑った。

　絶命して崩れ落ちた魔の者を放置して、アウラのもとに向かう。

　途中にもう一枚結界が張られていたが、それも適当にぶち抜いた。

　見えない何かに縛られているアウラ。

　それを引きちぎって、お姫様抱っこの姿勢で彼女を抱きとめる。

　見えない束縛から解放したからか、彼女は意識を取り戻した。

「ここは……」

　しばし、焦点が合わない目のままおれをじっと見つめる。

「……カ、カケル様!?」

「気がついたか」

「ここは……あっ、こ、これは！」

「話はあとだ。とりあえずここを出るぞ」

「はい……」

　そう言うなり、シュンとうなだれるアウラ。

「……話はあとだと言ったが」

「え？」

「それは、やりたいことがあるなら、あとでおれにちゃんと話せって意味だ」

「……はい」

　アウラは一瞬ぽかんとすると、改めてぎゅっとおれにしがみついてきた。

　よし、ここから出るか。

「行けるか、エレノア」

（誰だれに言っているのだ？）

　エレノアが誰かの真似まねをしてそう答えるのを聞き、おれはエレノアからオーラを引き出すと、身体に纏まとう。

　同時に、全力で上昇を始めた。

　そのあと、見えない空間を切り裂いて、おれたちは陰気な場所から抜け出した。




　──が。




「……ああっ！」

　元の世界に戻るなり、アウラが口を押さえて悲鳴を漏もらした。

「おいおい──」

　おれも一瞬絶句する。




　脱出したおれたちの前に広がっていたのは、炎上する王都クラデスの姿だった。
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　炎上する王都クラデス。

　逃げ惑う人々の姿があちこちに見える。

　そして、それを追いかける白い蛇。

　目の前で繰り広げられている地獄絵図に、アウラは茫然ぼうぜん自失になっていた。

「アウラ」

「……」

「アウラ！」

「こ、こんなことになるなんて……わたしが──わたしがあんなことを願ったから!!」

　我に返るなり、今度はパニック状態になるアウラ。

　肩をつかんで、強引ごういんに唇を奪う──黙らせる。

　もがくアウラ。

　当然、離してやらない。

　無理矢理キスされたアウラ。

　パニック状態をキスで上書きして、動転した状態から戻るのを確認してから解放してやった。

「いきなり何するんですか!?」

「落ち着いたか？」

「落ち着いたかと聞かれたら落ち着きましたが──そうではなくて！」

「この状況に心当たりがあるのか？」

「え……あ、はい」

　アウラはそう言うと、今度はがっくり肩を落として気落ちした。

「そうか。で、これがお前が望んだ結果なのか？」

「違います！」

「なるほど」

　ぐるり、とおれは王都を見回す。

「つまり、願いごとを曲解された挙げ句、こうなっちまったわけだ」

　詳細はわからないが、たぶんそういうことなんだろう。

　その証拠に、おれに言われたアウラはますます肩を落とした。

「よし。なら、まずはこいつらを片づけるか」

「……わたしのことを責めないのですか？」

「そういうのはあとで、ベッドの上でじっくりやる」

「だから、そうではなくて！」

「そういうことだろ」

「え？」

　両手を挙げて反論しようとしたアウラは、おれがそう言って見つめると、黙ってしまった。

「具体的に何がしたかったのかはわからんが、封印されてたヤツを呼び出して、そいつに願いごとを頼んだのは事実だろ」

「……はい」

「そういうことなら、ベッドの上で身体にじっくりと教え込まないとな。お前はおれの女で、頼みごとはまずおれのところに持ってくる義務があるってことを」

「カケル様……」

「言っておくが、おれはそれなりに怒ってるからな？」

　割と本気の顔と声をアウラに向ける。

「……申し訳、ありません」

　神妙な表情で頷うなずくアウラ。

　とりあえず彼女のことはこれでいい。

（しかし、数が多いな）

「王都中に広がってるな、これは」

（いくら貴様でも、ここまで広がってしまえばそう簡単には片づくまい）

「だな。奴隷兵たちを連れてくるか」

（うむ）

　異次元倉庫を開いて、ワープの羽根を取り出す。

　アウラも一旦いったんここから避難させた方がいいから、まずは屋敷に飛ぶことにした。

「……あれ？」

　アウラの肩を抱き寄せてワープの羽根を使ったが、発動しなかった。

　いつもは行ったことのある場所を念じればすぐに飛んでいけるのに、うんともすんとも言わない。

「どういうことだ？」

（上を見ろ）

　エレノアに言われて、空を見上げた。

　街のあちこちが炎上していて、空が赤く染まってたから気づかなかったが、遙はるか上空には、王都クラデスの空をすっぽりと覆おおうドーム状の何かがあった。

「蓋ふた、ってことか？」

（十中八九そうだろう）

「あれをなんとかしないと、ここからは飛べないってことか」

（そのようだな。して、どうする？）

「別にどうもしない」

　そのとき、一匹の蛇が近づいてきた。

　そいつに追われた王都の住民がこっちに逃げてくる。

　おれはエレノアを握ると、蛇に向かって踏み込んだ。

「救援を呼べないなら、全部おれが殺やるまでだ」

（本気か貴様。数を考えろ！）

　エレノアがそう言って呆あきれた。

　表情を思い浮かべるまでもなく、声を聞くだけで彼女が呆れ果てているのがわかった。

　奴やつらはおれが斬きれば斬るほど増えるのだ。

　この状況でおれがそれを全部殺るというのは、本気でどうかしている。

　だが、白い蛇とは長い付き合いだ。

　どのくらい斬れば完全消滅させられるかも大体わかる。

　倒しきるまでに分裂する回数は、平均６回。

　倒す数で言えば、一匹当たり１２７匹。

　１２７回倒せば一匹分が消せる計算だ。

「だから──こうすればいい！」

　白い蛇に向かって踏み込むおれ。

　エレノアを強く握り締め、奥歯をギリリと音が鳴るほど嚙かみしめる。

　１２７回の斬撃──それを、一瞬で。

　秒間１２７回とか、そんな生ぬるい話じゃない。

　文字通り──一瞬。

　その一瞬に、１２７回の斬撃を白い蛇に叩たたき込んだ。

　白い蛇は一瞬で絶命して、死んだ後に分裂した。

　一瞬で動かなくなると、死体になった後に１２７回分裂した。

「す、すごい……」

　それを見て愕然がくぜんとするアウラ。

「こうすれば早いだろ？」

　おれはエレノアに言った。

（本気か貴様……）

　エレノアがさっきと同じ言葉を、ますます呆れた口調で言い放った。

「本気かと言われれば、そうだと答えるが？」

（だが、息を止めたまま百メートル全力ダッシュするようなものだろう？）

「スプリンターは元々そのくらい、息を止めて走ってるからな」

（それを連続で、この数相手にやるのか？　百メートルダッシュをノンストップで永遠にやるようなものだぞ？）

「なるほど。そこまで聞くと、確かにちょっと厳しいことがわかるな」

（今更理解して納得している場合か！）

「なあエレノア。それじゃ、逆に聞くが」

（なんだ）

「本気のおれとお前だ。できないと思うか？　百メートルダッシュを永遠程度」


（…………まったく）



　尋ねるおれに、エレノアは呆れたような、それでいて愉たのしげな声を頭の中に響かせたのだった。
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「……ってことで、アウラ。お前はここで待ってろ」

「わたしも一緒に行きます！」

　アウラはそう言って、自分の髪に手を触れた。

　アウラには髪に魔力を込めて武器化する能力がある。

　それである程度は戦えるんだが──

「アウラに物理防御と魔法防御を貸し出し」

『アウラ・トリデカ・コモトリアに物理防御を貸し出します。残り４分59秒』

『アウラ・トリデカ・コモトリアに魔法防御を貸し出します。残り４分59秒』

「カケル様!?」

「ここで待ってろ。いいな。今度はどこにも行くんじゃねえぞ？」

「カ──」

　何か言いたげなアウラを置いて、駆け出した。

（いいのか）

「アウラのことはまだ何も解決しちゃいない。一旦いったん力業でねじ伏せただけだ。迷いを持ったまま戦場に出せば、今より悪化しかねないだろ」

（なるほどな）

　アウラから離れ、王都の街を一気に駆け抜ける。

　炎上し続ける王都で、すぐに次の白蛇を見つけた。

「はあああああああ!!!」

　出会い頭、１２７回の斬撃を一瞬で白い蛇に叩たたき込む。

　そいつは激しく斬きり刻まれた挙げ句、また死んでから分裂した。

「よし、次行くぞ」

（うむ）

　エレノアとともに王都の至るところを駆け巡った。

　王都には警備隊がいて、王国兵も出てきていた。

　ギルド所属の冒険者らしき奴やつらもあちこちで見かける。

　そいつらは集団を組んで、白い蛇退治にあたっていた。

　エレノアやおれによる攻撃じゃないから、殴っても斬っても魔法をぶっぱなしても、白い蛇は分裂しなかったが、純粋に力が弱くて白い蛇に競り負けていた。

　そのせいで、王都の炎上は爆発ばくはつ的に広まっていて、悲鳴と怨嗟えんさが木霊こだまする地獄絵図状態になっていた。

　そんな王都の中を、おれはひたすら駆け抜け続ける。

　そうして、出会ったそばから全力白い蛇を斬り続ける。

「ありがと──あっ」

　助けた奴にお礼を言わせる間もなくもスルーして、とにかく駆け回って白い蛇を斬り続けた。

　エレノアが言った「百メートルダッシュをノンストップで永遠にやる」ってのは、改めて的を射ていると思った。

　常に全力。

　なんなら、瞬間最大風速で１２０％を超える力まで出しつつ、ひたすら戦い続ける勢い。

　一方、その負担は予想以上に大きかった。

「──ッ！」

（ほれ見ろ。やはり無茶だったのだ）

「おれに無茶とか言う前に、お前の方こそ諦あきらめてみろよ──うおおおおお!!」

（それこそ無茶だ。お前が諦めないのに、我が先に諦められるはずなかろう）

「ふん！　負けず嫌いめ」

　鼻を鳴らして更に走る。走りながら、斬る。

　悲鳴は一向に減らない。終わりが見えない。

　物理的に、腕がつってきた。

　見てみると、腕に青筋が浮かび上がって、ぴくぴくと痙攣けいれんしていた。

　エレノアを握る手にも、だんだん力が入らなくなってきている。

　そんな折──新しい白い蛇と遭遇そうぐうした。

　しかもそいつは逃げ遅れて道ばたで尻餅しりもちをついていた母娘に向けて口を開けると、今まさに嚙かみつこうとしていた。

　その前に飛び込んで、１２７連斬──

「くっ」

　思わず呻い……しくじった。

　一瞬で１２７連斬ができなくて、斬り刻んだ欠片かけらから二体、分裂再生した。

　その二体がおれに向かって嚙みついてきた。

「──舐なめるな！」

　グッとエレノアを握って、二体を通常の斬撃で両断。

　さっきの斬撃で瀕死になっていたそいつらは、今度こそ分裂できなくて死んだ。

「……」

　ショックから戻りきれていない母娘を放置して、次の蛇を探す。

　すぐにまたエンカウント。

　今度は最初から二匹。

　一匹は兵士を丸呑まるのみしている最中で、もう一匹は軍馬を締め上げていた。

　踏み込んで、初撃は身体を両断してからの連続した斬撃──今度は五体残った。

（潮時だな）

「……」

（悪いことは言わん。ここらで考え直せ）

　エレノアが更に真剣な──いや、半分くらい叱しかるような口調で言ってきた。

　無言のまま残った五体を斬り捨てる。

　エレノアの言う通り、さすがにまずいか──と思いはじめたそのとき。

「アウラ……」

　蛇の死体の向こうに、アウラの姿が見えた。

　距離が離れていて、物陰に隠れてはいるが、おれを追いかけてきたのは一目でわかる。

　そして、その表情を見て、彼女が考えていることも一目でわかった。

　多分、最初から見てたんだろう。

　今、はっきり力が落ちてきたおれを見て、両手を胸の前で重ねると、祈るような姿勢で心の底から心配していた。

「おま──、んな……顔すんじゃねえ!!」

　グッとエレノアを握り直す。

　握って、握りしめて、馬を締め上げていた蛇を斬った。

「────！」

　割れるほど奥歯を嚙みしめ、エレノアを振るう。

　今度はきっちり、１２７連斬。

　再生できずに白い蛇が死んだあと、おれは改めてアウラの方を向いた。

　そして、

　ニヤリ。

　と、口角を持ち上げる。

　それを見たアウラが驚く。

　噓うそ!?　まだいけるんですか!?　って空耳が聞こえた気がした。

　ああ、いけるとも──いけるともさ!!

「やるぞ、エレノア!!」

（……やれやれ）

　エレノアは大きくため息をつきながらも、結局、腹をくくることにしたようだった。
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「ハア……ハア……」

　肩で息をする。

　疲れた。

　ものすごく疲れた。

　こっちの世界に来てから一番疲れた。

　周りを見る。

　結局、白い蛇は全部おれが片づけた。

　その結果、王都の住民たちは蛇の脅威きょういから解放されて、怪我けが人の救助とか、炎上する家屋の消火に手が回るようになった。

　とりあえず、こっちは一段落だな。

「おっと」

　気が抜けてふらついたのを踏みとどまった。

（大丈夫か）

「なんだ、心配か？　お前らしくもない」

（ひ、ひかりにそんな姿を見せるなということだ）

「なるほど。そりゃそうか」

　エレノアとのやりとりの直後、少し離れた先にいるアウラの姿が目に入った。

　アウラは相変わらず心配そうな表情でおれを見つめている。

　だから、そんな顔するなって。

　おれはシャキッと気合いを入れ直して、いつものように振る舞うと、彼女に近づいていく。

　アウラに近づくにつれ、なんだか体力が戻ってきたような気がする。

（噓うそつけ。そんなことで戻るものか）

「いや、本当だ。ベッドの上でアウラをどうお仕置きするかって考えてたら、その分体力が戻ってきたらしい」

（……）

　エレノアが無言になった。

　きょとんとして目を見開いたような、そんな気配が伝わってくる。

（……く、くくく）

　そして、いつものように喉のどを鳴らして愉たのしげに笑い出す。

（そうだな。貴様はそういう男だ）

「ぶっちゃけ、一晩ぶっ通しでできるくらい体力が戻った」

　割とマジで。

（聖女様にも加わってもらうか？　あやつを壊さんように）

「それじゃお仕置きにならんだろ」

（くくく、貴様の可愛かわいがりは、どのみち仕置きにはならんよ）

「言ったな？」

　なんだかエレノアに発破をかけられたような気がする。

　ますますヤる気が出てきた。

　エレノアと話している間にも、ずんずんアウラに近づいていく。

　蛇を倒しきったから、ワープの羽根は使えるようになったのか？

　まあ、ダメならアウラの屋敷を使えばいいか。

　そんなことを考えながら近づいていくと、いきなり地面が割れて、何かが飛び出してきた。

「油断したぜえ！」

　突如飛び出してきたのは、生首。

　アウラを助けるときに斬きった、あの魔の者の生首だ。

　その首は空中に浮かんだまま、おれを睨にらんでいた。

「まさか、魔剣の使い手だったとはなあ」

「……だからなんだ？」

「フン。手の内さえわかれば、こういう芸当もできるってこった！」

　言うなり、地面からまた次々と何かが飛び出してきた。

　腕、足、そして胴体。

　おれが斬り落として、ばらばらにした魔の者の身体のパーツだ。

　それが首と同じように、飛び出してきては空中に浮かんでいた。

　次の瞬間、異変が起きた。

　首と胴体、そして両手両足。

　合計六個のパーツが、それぞれ蠢うごめき、再生を始めた。

　再生が進むと、六個のパーツがみるみるうちに一体ずつになり。

　結果、斬り捨てる前の魔の者六体になった。

「なるほど。分裂再生、ってわけか」

「魔剣に斬られたら分裂できるんだろ？　斬られた数だけ増えてやらあ！　さあどうする。もうてめえにゃ手も足も出ねえ──」

　ウザいから踏み込んだ。

　エレノアを抜いて魔の者を斬った。

　さっき白い蛇にしたのと同じ。

　一体に集中しての連続斬り。

　百を優に超える斬撃は、分裂して増殖することを許さず、一瞬で魔の者を一体、跡形もなく消滅させた。

「……へ？」

　残り五体が、同時に目を見開いて絶句した。

　当然、そいつらも同じ運命を辿たどることになる。

　せっかく今からアウラを抱こうってときに──

「邪魔しやがって」

　言うなり、残った五体も同じように斬り捨てた。

　遮さえぎるものが完全になくなって、ようやくおれはアウラの前に立つ。

「カケル様……本当にありがとうございます。わたしの失態を──」

「そんなことよりも、ヤるぞ」

「──え？」

「……まだ飛べないか。仕方ない。アウラ、お前の屋敷を使うぞ」

「え？　あ、はい。で、ですが──」

「話はあとで全部聞いてやる。今はまず黙って抱かれろ。いいな」

「……はい」

　アウラは俯うつむくと、小さく頷うなずいた。

　あとで全部聞いてやる、って言葉が効いたみたいだ。

　大人しくなったアウラをお姫様抱っこで抱き上げて、彼女の屋敷に向かう。

　話を聞くのはあとに回したし、アウラの心に刺さった何かが取れたわけでもないだろうが。

　そんなことは全部あと回し。

　今はまず、一晩中アウラを抱く。

　話はそれからだ。
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　朝、ベッドから降りたおれ。

　ワープの羽根は使えるようになったのか──外はどうなったのか。

　それが気になって、広い寝室の大きな窓に向かった。

「カケル様……」

　すると、背後から控えめな声が聞こえてきた。

　振り向くと、アウラがベッドかの上でおれのことを見つめていた。

「起こしたか？」

「いえ。少し前から起きてましたから。……カケル様のぬくもりを感じてました」

「そうか。可愛かわいいなお前」

「そんな。わたしなんて……」

　口の中でぼそぼそとそう呟くと、アウラは俯うつむく。

　少しの間そうしていたあと、ベットから降りた。

　そのままベッドの脇わきに置かれていた服を羽織はおる。

　薄手のローブ。

　シルク製でキャミソールみたいな透け透けのバスローブだ。

　元から綺麗きれいなアウラは、それを着ると更に美しく見えた。

　所作しょさの一つ一つとっても、さすが王女。

　生まれのよさが出ていて、今はこのままアウラのことを見ていたかった。

　が、当のアウラが。

　ローブを纏まとってすぐ、おれに頭を下げてきた。

「すみませんカケル様。カケル様に迷惑ばかりかけて──」

「気にするな。おれは自分の女を助けただけだ」

「……ですが」

　もうのんびりアウラを眺めているような空気でもなくなったから、仕方なく話を聞くことにした。

「お前、魔境の封印を解こうとしたらしいな」

「ど、どうしてそれを!?」

「誰だれかがおかしな動きをすれば、大体誰かがそれを察する。世の中ってのはそういうもんだ」

「確かに……。はい、解こうとしていました。そうしたら、あんなふうになってしまって……カケル様が来てくださらなかったら、今頃どうなっていたか」

「どうしてだ？」

「え？」

「魔境の封印とやらを解こうとした理由はなんだ？」

　アウラはまたしばらく沈黙すると、それから重々しく口を開き、返事をする前に聞いてきた。

「それを聞いて、どうされるおつもりですか？」

「答えてもいいが、まずはお前の理由が知りたい」

「なるほど……。いえ、そうですね。カケル様に迷惑をかけたのですから、わたしの方が先にきちんと説明をしなければ」

　ため息。

　ものすごく深い深いため息をついてから、ようやくぽつぽつと語り始めるアウラ。

「わたしは──わたしも、カケル様にふさわしい女になりたかったんです」

「おれに、ふさわしい？」

「ええ。カケル様の〝いい女〟はどんどん増えています。わたしが出会った頃に比べても、倍──いえ、三倍以上に」

「ふむ」

　軽く思い浮かべてみた。

　確かに、おれの〝いい女〟は、もう両手の指に収まらないくらいいる。

　アウラとは随分早い時期に出会ったこともあって、そこからならかなり増えたと言っていい。

「で？」

「わたしもその中に入りたい──カケル様に対して恥じない女になりたかったんです」

「なんだそりゃ」

「ヘレネー様、イリス様、リカ様、フィオナ様、マリ様、セレーネ様」

　指を折り、数えるように読みあげるアウラ。

　それはおれの女たちの名前であり、五大国の王女、または女王たちだ。

　カテゴリーで分けるとすれば、たぶんアウラと同じグループに入る面子メンツ。

　一通り名前を読みあげると、アウラは表情を歪ゆがめた。

「彼女たちといると、ひどく劣等感に苛さいなまれてしまって。わたしだけ他のみんなより劣っていると……どうしてもそう思ってしまうんです」

　一息ついて、更に続けるアウラ。

「だから、魔境の封印を解こうとしました。五大国のうち唯一魔境と繫つながっているのが、我がコモトリア。ですから、魔境の封印を解き、その全すべてを手中に収めることができれば、わたしだってあるいは、と……」

「なるほど」

　頷うなずくおれ。

　アウラの告白……いや、すっかり告解になってしまったそれは、おれもうすうす気づいていたことだった。

　ヘレネーから話を聞いて、アウラのメイドからも断片的に状況を聞き出して──エレノアが先に気づいたこと。

（我の言う通りだっただろう？）

　エレノアが勝ち誇った様子で言ってきた。

　先に気づいて忠告したのに、おれが「つまらんことを言うな」って斬きり捨てたことを根に持ってやがるな。

　まあ、それはいい。

　要するに、劣等感が重なって今回の暴走に繫つながった。

　それだけのことだ。

「話は全部わかった」

「……申し訳ありません」

　何度も謝るアウラ。

　打ちのめされて気落ちしている彼女におれは聞いた。

「それでどうする。まだやるのか？」

「え？」

「魔境を手に入れたいんだろ。いわば、五大国全部に匹敵ひってきする広大な土地を、全部コモトリアのものにしたいんだろ？」

「え？　あ……はい」

「随分デカい野望だが、まだ続けるつもりなのか？」

　アウラがそう問いかけるおれを見つめる。

　揺れる瞳ひとみ。

　迷っている。

　おれはそんなアウラの目をまっすぐ見つめ返した。

　長い沈黙のあと、アウラはギュッと歯を食いしばって。

「──続ける、つもりです」

　と言った。

　その横顔からは悲壮な決意が垣間見かいまみえた。

　多少のヤケも交じっているように感じる。

　スケールがでかいことをやろうと決意するのはいい。

　だが、ヤケの部分はいらん。

　酢豚に酢は多めにあってもいいが、パイナップルはいらん。

　だから、パイナップルにあたる──ヤケの部分を取り除いてやることにした。

「よし、おれが手伝おう」

「ええっ!?　い、いいんですか？」

「いいも何も、おれがいつもやってることだ」

「カケル様が……いつも？」

「おれの女が何かしようとするとき、おれはまず好きなようにさせて、必要になったところで手を貸す」

「必要になったところで……手を貸す。それが、カケル様のいつも通り──」

　俯いてつぶやくアウラ。

「だったらぜひお願いします。わたしもカケル様にふさわしい〝いい女〟になりたいです──そのために異界を解放して、全てをわたしの手中に収めたい！」

　バッと顔を上げて、熱に浮かされるように叫ぶアウラ。

　その表情は少しだけ自尊心を取り戻したように見えた。

　ただ、同時にまたその顔を曇らせて俯うつむく。

「でも、また人が死んでしまう。わたしのわがままのために、たくさん、罪のない人が──」

　アウラの脳裏のうりを過よぎるのは、たぶんこの間の王都炎上。

「そんなことは、知らん」

「……え？」

　悩むアウラに、端的におれは言う。

「他の奴やつのことなんか知らん。おれは、おれの女がやりたいことをやらせるだけだ」

（くくく）

「おれにそれを止めさせたいなら、おれの女になって止めればいい。それができないなら──あとは知らん」

　人命軽視？　そんなの知るか。

　あっさりしたおれの物言いにあぜんとするアウラ。

　アウラ以外どうでもいい。

　そう言い切ったおれを、まずは信じられないようなものを見る目で見て。

「……ぷっ」

　そのあと、小さく吹きだした。

「わたし、馬鹿ばかでした。最初からカケル様に相談すればよかったんです」

「それがわかったなら、今からでも別に遅くない」

　アウラを抱き寄せて、強めのキスをして。

「おれの手の届くところでやれ。間違ったら引き戻してやる」

「……はい」

　アウラは嬉うれしそうに、今度は頰ほおを染めて俯いた。
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「まず魔境の封印を解く方法を調べるところからか。まだ解けてはいないんだよな？」

　おれの問いに、アウラは小さく頷うなずいた。

「はい。あれを呼び出したら、すぐに捕まってしまいましたから」

「なるほど。それじゃ、どこから手をつけるか」

　腕組みして考える。

　こういうときどうすればいいか知っていそうな奴やつは──パッと思いつくだけで三人。

　エレノア。

　オルティア。

　オリビア。

　その三人だ。

　魔剣と、大賢者と、長い年月を生きた元竜王。

　何か知ってるとしたら、たぶんこいつらだ。

（我は何も知らんぞ）

「安心しろ。数には入れたが、端からお前には期待していない」

（おお、それは悲しいな？）

　まったく悲しくなさそうに──むしろいつもの愉たのしげな声でそう言うエレノア。

　エレノアは物知りな魔剣だが、だいたい肝心なところの記憶が曖昧あいまいだからな。

　エレノアがダメなら、残るはオルティアとオリビアの二人。

　一度屋敷に戻るか──

　コンコン、コンコンコンコン。

　いきなり部屋のドアがノックされた。

　すぐに「ドンドンドンドン！」に音が変わる。

　随分と切羽詰まった荒々しいノックだ。

　おれはアウラと顔を見合わせた。

　ノックに応えてアウラが尋ねる。

「誰だれ？」

「姫様！　大変です、王宮から使いの方が」

「王宮……？」

「ついていってやろうか？」

「いえ、大丈夫です。カケル様はここに」

「おう」

　そう言われて、おれはベッドに座り直した。

　アウラはきちんとした服に着替えると、部屋の外に出ていく。

　アウラがいない間、屋敷に飛べないものかと、試しにワープの羽根を使ってみたが──

「ダメだな」

（くくく、何が起こっているのやら）

　ワープの羽根が使えなかったから、適当に時間を潰つぶしてアウラを待った。

　すると、五分ぐらいあとに、顔を真まっ青さおにしたアウラが戻ってきた。

「どうした、何かあったのか？」

「こ、コモトリアに」

「ん？」

「コモトリアの至るところにあの蛇が現れたと報告が──それで、あちこちが火の海に……」

「ほう……」

　目がすぅ、と細まった。

　王都だけじゃなくて、他の街にも出てきやがったのか。

「すみませんカケル様。わたし、まずはこれをなんとかしなければ──」

「お前が直接やるのか？」

「はい。王族はみんな投げ出してしまったようですから」

「……ふむ」

　ますます目が細まった。

　投げ出した、か。

　コモトリアの王族が揃そろいも揃って、この状況を前に何もせず逃げ出したってことか。

「ですから……せっかく手助けをして頂けることになったのに、申し訳ありません」

「いや、それは別にいい。そんなことより、まず今役に立つ兵を貸してやる」

「兵を？」

「ああ。優秀なのを二百一人だ」

「あ、ありがとうございます！」

　おれの女であるアウラは、二百一人というのがどういう数なのか、よく理解している。

　もちろん、ナナと奴隷兵を足した数だ。

　それはおれが貸せる、おれ以外の最大戦力でもある。

「おれの兵だから面倒なこともあるだろ。コモトリアの中で自由に動けるようにしてくれ」

「わかりました。すぐにわたし直属の親衛軍という扱いにします」

「それがいい。そうしてやってくれ」

「はい！」

　アウラは大きく頷くと、部屋から飛び出していった。

　アウラはやる気だ。すぐにおれの兵を親衛軍にする手続きを済ませるだろう。

　なにせ反対するような王族はみんな逃げてる。手続きといっても面倒なことはない。

　と、なると、急ぎナナたちを呼び寄せないといけない。

（どうするのだ？　ワープの羽根は使えんぞ）

「一つ、方法がある」

（ほう？）

「力を貸せ。エレノア」

（好きにしろ）

　投げやりじゃなく、どっちかと言うと「お手並み拝見」的ニュアンスで応こたえるエレノア。

　そんなエレノアの柄つかに触れて、力を引き出す。

　それが遠くまで届くようめいっぱい念じて。

　──ひかり。

　と、その名を呼んだ。

（はてさて、今ので届いたかな）

「届いたに決まってる」

（まったくこの男は……可愛かわいげのない）

「可愛げのなさならお前も同じだ」

（何を言う。我は常に男の後ろを三歩下がって歩くいい女だぞ）

「常に男の後ろから脳天に手を突っ込んで自由に操あやつる女だろ。まったく今世紀最大の噓うそだな」

　エレノアと適当に会話を交わしながら部屋を出ると、廊下を通って屋敷の庭に向かった。

　そこで待つこと三十分。

　急に周りがざわついた。

　屋敷の中だけじゃない。

　王都の住民がみんなざわついて、次々に空を見上げた。

　おれも空を見た。

　そこにはドラゴンが飛んでいた。

　それがちょうどこの屋敷の上空にさしかかったところで、ぱっと消える。

　代わりに、オリビアとひかりの姿になった。

　小さい子を抱っこするお姉さん、って感じで、オリビアがひかりを抱えて降りてくる。

（届いていたようだな）

「だからそう言っただろ？」

　ワープの羽根は使えないが、エレノアとひかり、母娘はちゃんと繫つながってて。

　飛ばした念はエレノアを通して、遠くにいたひかりにちゃんと届いたのだった。
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「おとーさん！」

　空から降ってくるひかり。

　両手を広げて飛び込んできた愛娘をしっかりキャッチした。

「よく来てくれたな、ひかり」

「うん！　ひかり、おとーさんとおかーさんの声、ちゃんと聞こえたよ！」

「おお、そうか！　どのくらいちゃんと聞こえたんだ？」

「うんとね……今おとーさんと話してるくらい普通に聞こえた！」

「ほう」

（母娘の絆きずなは太くて強いのだ）

　得意げに言うエレノアに、思わず「どやるな」と突っ込んでやりたかったが、考えてみると確かにその通りだと思ったからやめておいた。

「それで、どうするの？　ひかり、なにをすればいいの？」

「ああ──オリビア」

　ひかりに少し遅れてゆっくり降りてきたオリビアに話しかけた。

　ドラゴンから竜人の姿になってふわりと降りてくるその姿は、神々こうごうしさすら感じる。

「なあに、人の子よ？」

「おれを屋敷まで運んでくれ」

「飛べないの？」

「ああ、飛べないんだ」

「そっか、わかった」

　オリビアはまったく躊躇ちゅうちょすることなく、またドラゴンの姿に戻った。

　その背中に飛び乗ると、ひかりも、まるで定位置と言わんばかりに、オリビアの首にしがみついた。

　それを見届けてから、オリビアが大きく羽ばたく。

　一瞬でドラゴン・オリビアは大空に飛び上がった。

　さっき飛んで来たのと同じ高さまで上昇すると、一直線にレイウースの屋敷の方角に向かって飛んでいく。

　ワープの羽根のように一瞬とはいかないが、竜王オリビアのトップスピードで、あっという間に屋敷についた。

　空から屋敷を見下ろす。

　ちょうどいいことに、別邸の練兵場にナナと奴隷兵たちの姿が見えた。

「先に降りる──ひかりとオリビアはあとからゆっくり降りてくればいいぞ」

「わかった」「うん！」

　応こたえる二人の声を背に、おれはオリビアから飛び降りた。

　重力加速度に引っ張られて、一気に──一直線に地上に向かって落ちていく。

　減速は一瞬。

　加速度が最高に乗って地面に辿たどり着くほんの一瞬で、オーラを使って落下速度をかき消した。

　結果、流星の如ごとく地に落ちて、一瞬でピタッと止まる。

「主！　突然どうされたのだ」

　いきなり現れたおれに驚くナナ。

　一方で、奴隷兵たちは訓練を続けていた。

　誰だれ一人として、その目はこっちを見ていない。

　が、気配ではちゃんとおれを摑つかんでいるのがわかった。

　いきなりおれが現れても──想定外のことが起こっても、決して訓練は中断しない。

　ナナの教育が行き届いてる証拠だ。

「ナナ、お前に戦場をやる」

「──はっ！」

　応じるナナ。

　凜々りりしい顔がすごく嬉うれしそうに見える。

「お前らもだ。ナナと一緒に働いてもらう」

　直接語りかけて初めて、奴隷兵二百名は訓練を止めると、おれの方を見た。

　二百＋一人に、ざっと事情を説明する。

　アウラのポカで、コモトリア全域に白い蛇が出現中。至急それを掃討そうとうする必要がある。

「了解した。どこに向かえばよいのだろうか、主よ」

「任せる」

「え？」

「コモトリア全域の掃討をお前に任せる。どこから始めてもいい」

「──はっ！」

　ますます嬉しそうにするナナ。

　大きな戦いになることがはっきりしていて。

　その上おれからは全幅の信頼を寄せられている。

　それはナナが最も望んでいて、最も喜ぶことだ。

「オリビア、ナナたちをコモトリアの国境まで運んでやってくれ」

「わかった！」

　ひかりとともに近くに降りてきていたオリビアは、強く頷うなずくと、早速準備を整えたナナと奴隷兵たちを乗せて、再び大空に飛び立った。





☆






　すっかりがらんとした練兵場。

　そこに、おれとひかり。

　それに、たった今国境から帰ってきたオリビアがいた。

　コモトリアの戻ってきたばかりのオリビアがおれに尋ねる。

「それで、人の子はこのあと何をするつもりなの？」

「なんだ、気づいてたのか」

「そのくらいわかるよ。人の子は、人に全部任せて自分は何もしないタイプじゃないでしょ」

「そうか？」

「それに、ひかりにいいところを見せられそうなシチュだしね？」

「確かに、それはそうだな」

「ひかり、おとーさんの格好いいところをもっと見たい！」

「そーかそか。よーし、いっぱい見せてやるからな？」

「うん！」

　おれがひかりにデレデレなのはオリビアも慣れてるから、特に何も言わずに会話が続く。

「で？」

「魔境の封印を解く」

「……本気？」

「そう聞き返すってことは、お前は封印の解き方を知ってるんだな？」

「それは知ってるけど……でも、本当にいいの？」

「ああ、アウラがそうしたいって望んでるからな」

「そう」

　オリビアは微かすかに苦笑した。

　おれの女。

　かつ、竜王という存在であった彼女。

　そんな彼女が苦笑するくらいだから、相当なことなんだろう。

「ホントに覚悟はある？　なんて、今更聞くまでもないよね？」

「ああ」

「わかった」

　オリビアはそこで真顔に──急に覚悟を決めた顔になった。

　そして、その顔のまま──まっすぐおれを見つめて。

「それじゃ、わたしと殺し合いをして」

　随分物騒なことを言ってきたのだった。
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「おーちゃん！　どうしてそんなこと言うの？」

「まあ待てひかり。オリビアは意味なくそんなことを言うような女じゃない」

　慌てるひかりをなだめつつ、改めてオリビアの方を向く。

「殺し合いってのは、なんかのたとえなんだろ？」

「あっ、そっか。そうだよね、おーちゃん？」

　それを聞いてひかりが安心した──のも束の間。

「ううん、文字通りの意味だよ……あたしと殺し合いをして」

「おーちゃん!?」

「へえ」

「へえって、おとーさん！　おーちゃんが変なこと言ってるんだよ？」

「ああ、そうだな。……なら、なおさらそれに応こたえないとな」

「え？」

「オリビア程の女が冗談抜きで『たとえ話じゃない、本当の殺し合いだ』って言ってるんだ。──面白おもしろい」

「おとーさん……」

（くくく。さて、種明かしはまだか？）

「おかーさんまで……」

　珍しくひかりを悲しませ──悲しませるまではいってないが、困らせてしまうことになった。

　しかも、おれとエレノアが同時にだ。

　それほどまでに、オリビアの言葉には興味をそそられた。

「詳しく話を聞かせろ」

「もちろん。まあ正確には、人の子くらいの力の持ち主同士が、本気で殺し合いをしなきゃダメ、くらいの意味なんだけど」

「どうしてそんなことをする必要があるんだ」

「魔境の封印を解くにはそれだけのエネルギーがいるの。それも一方的な虐殺とかじゃダメで、もっと苛烈かれつな、死ぬ気で殺し合うくらいの勢いでエネルギーをぶつけ合わせないとダメ」

「なるほど」

　最強同士が全力で力をぶつけ合うことで生まれるエネルギーを使って封印を解く、か。

　どこかで聞いたことがあるような話だな……いや。

（うむ、ごまんとある話だ）

　同意するエレノア。

　彼女がすぐに同調するくらい、ありふれた話ではある。

「つまり、おれは本当にお前を殺す気で戦わなきゃならんってことだな」

「うん、そう」

「話はわかった。……だが、あいにくそれは無理だ」

「どうしてなの、おとーさん？」

「オリビア、お前じゃおれの相手にはならん」

「うん、知ってる」

　おれの発言に空気が凍る──なんてことはまったくなかった。

　おれ、エレノア、ひかり、オリビア。

　この場にいる全員が、既にそのことを知っていた。

　おれが本気で殺そうとしたら、本当にオリビアを殺せてしまう。

「そうだね。今のあたしはひかりにくっついてる、いわばひかりの眷属けんぞくに過ぎないから。今のあたしの強さじゃ、全盛期には程遠いもんね」

「たとえ全盛期だろうが無理だ。おれはレッドドラゴンになったお前も倒してるからな」

「あはは、そうだったね。今思うとあれは惜しかったな。もうちょっとあたしの力が強ければ、力の余波で封印を解けたかもしれない」

　レッドドラゴン状態のオリビアとの戦闘を思い出す。

　あれはおれが今までやってきた戦いの中でも三本の指に入る程の激戦だった。

　あれでも惜しいってことは、あれ以上の激戦をする必要があるってことか。

「ちなみに、これはひかりから聞かされたからわかるんだけど」

「ん？」

「人の子とエレノアとの戦いでも、まだちょっと足りない」

「へえ」

（くくく、ベストバウトでも足りないと言われてしまったぞ）

「勝手にベストにするな」

　キーン、とエレノアにデコピンをする。

　まあ、エレノアの言う通り、ベストではあるんだが。

「だったら、なおさらどうしようもない」

「ううん。一つだけ可能性がある。昔のあたしにはできなかったこと」

「なんだそれは」

「ひかり」

「なあにおーちゃん」

「ひかりの力をあたしに貸して」

「ひかりの？　ひかりの力はいつもおーちゃんと一緒だよ？」

「そうじゃなくて──ねっ、お母様？」

　オリビアは今度はおどけた口調でエレノアに水を向けた。

（なるほど、そういうことか）

「うん。そういうこと。それをひかりに教えてあげて。この際、別にいいでしょ？」

（うむ。確かに構わん。貴様が相手なら、ひかりもより魔剣がましくなるというものだ）

「そうそう。そういう母娘関係だから頼んでるのよ」

（くくく。随分よくわかっているようではないか）

　エレノアとオリビアがする謎なぞのやりとりを、ひかりが不思議がった。

「あれ？　おーちゃんとおかーさん、お話できるの？」

「そんなことはないぞひかり。オリビアの一方通行だ」

「え？　でもいま、すごく普通にお話ししてるよ？」

「ものすごく高度な遊びをしてるんだよ、こいつらは。もうお互い何を言うかわかり切ってて、その流れに乗って即興の脚本を読んでるだけだ」

「？？？」

　ひかりが頭の上にいくつもはてなマークを浮かべた。

　子供のひかりには、まだ理解できないかもしれない。

　ともあれ、話はまとまった。

　すぐにエレノアがひかりを呼ぶ。

（ひかりよ、今から我の言うことをよぉく聞け）

「うん、ひかり、聞くよ！」

　エレノアとひかりはそう言うと、母娘の間でテレパシー──いや、普段の会話からして既にテレパシーだが、それよりも深い──母娘だけのやりとりを始めた。

　魔剣そのものを詳しく知らないおれには、オリビアとエレノアの間で交わされたやりとりの詳細まではわからないが、話だけなら大体わかる。

　ひかりが、オリビアに力を与えるということだ。

　しかし──

「本当にいいのか？」

「およ？　何が？」

　オリビアの身を案じるおれに、当の本人はあっけらかんと聞き返してきた。

「魔剣がましいのくだりだ。それをやってお前は大丈夫なのか、と聞いてるんだ」

「ふふ。あたしはまだ簡単に死ぬつもりはないよ」

「……そうか」

　なら、これ以上おれが言うことはない。

「……うん、わかった」

　おれがオリビアと会話を交わしているうちに、エレノアとひかりの話も終わったようだ。

　ひかりが早速オリビアの方を向いて言う。

「おーちゃん、準備はいい？」

「その前に移動しないと。ここだと屋敷を巻き込んで吹っ飛ばしちゃうからね」

「じゃあ、思う存分やれる場所に飛ぶか」

　もう大丈夫だろうという確信を持って、異次元倉庫からワープの羽根を取り出した。

　一瞬でオリクトの谷に飛ぶ。

　やっぱりワープの羽根が使えないのは、コモトリアか、コモトリアの王都だけみたいだな。

　谷の主オリクトが、またおれの姿を見て慌てて逃げ出した。

　それをスルーして、ひかりとオリビアに言う。

「ここならいくら暴あばれてもいいだろ。やってくれ」

「うん！」

「お願いね、ひかり」

　ひかりは真剣な顔で大きく頷うなずいたあと、むむむ、と可愛かわいらしく力を込め始めた。

　世界一可愛い仕草とは裏腹に、その身体から凶悪な魔剣のオーラが溢あふれ出す。

　漆黒しっこくのオーラがあっという間にオリビアを包みこむと、その身体に浸食していった。

「うっ、あっ……」

　漆黒のオーラに浸食されるオリビア。

　触れたところから、身体がどんどん黒く変色していく。

　浸食がある程度進むと、人の姿を保てなくなった。

　徐々に身体が膨らんでいく。

　質量保存の法則など糞食らえと言わんばかりの勢いで、どんどん天に向かって膨らむ。

　竜人からドラゴンに──これまで見たことがない程、巨大なドラゴンに。

　オリビアは姿を変えた。

　漆黒のオーラに染められた巨大ドラゴンの肌は黒かった。

　その黒い肌からは、溢れんばかりに力が漏もれ出している。

　はっきりとわかる。

　今までの、どのオリビアよりも強い。

（さしずめブラックドラゴンといったところか）

　エレノアは愉たのしげに笑いながら。

（この力と殺意なら、ベストバウトは譲るほかあるまいな？）

　そう言ったのだった。







[image: ]







[image: ]




「がっ……ああああああ!!」

　咆哮ほうこうとも絶叫ともとれぬ声を上げて、オリビアがかぎ爪つめ状の前足を振り下ろしてきた。

　ガシーン！

　その前足を、エレノアを振り上げて全力で受け止める。

「むっ！」

　ミシッ、と足元から軋きしむような音が聞こえてきた。

　見れば両足の先は既に地面にめり込み、足の周囲の大地には激しく亀裂が走っていた。

「おとーさん！」

　ひかりはたまらず魔剣の姿に変化すると、おれの左手に収まった。

　ひかりを握った左手を追加して、なんとかオリビアの前足を押し返した──のも一瞬だけ。

　次の瞬間、今度は目の前が真っ暗になった。

　視界を完全に覆おおい、光を遮断しゃだんするほど大きな尻尾しっぽが、猛然な勢いで振り下ろされてくる。

（まさか受け止めるつもりか？）

「いや、やめとく」

　グッと大地を踏みしめ──蹴ける。

　飛び上がって、エレノアとひかりを交差させて振り抜く。

「×」の軌道でオリビアの尻尾と打ち合った。

　そうして、なんとか押し返しはしたが──

「……斬れない、か」

（肉体が前より遥はるかに強靱きょうじんになっているようだな）

「ふん、やっぱり本気で殺す気でやれってことか」

（できるのか？　貴様に）

「ふっ」

　着地して、魔剣たちを構え直す。

「オリビアもそれを望んでる」

（なるほど愚問ぐもんだったか）

　そう言って笑うエレノア。

　実に愉たのしげだ。

　一方でもう一振りの魔剣、オリビアと大の仲よしであるひかりも。

（おーちゃん……すごく強い！　負けてられないね!!）

　と、無邪気な対抗心を剝き出しにした。

　ブラックドラゴン・オリビアの力は強い。

　とてもじゃないが、いつものように悠長には構えてられない。

　大地を蹴って跳とび上がる。

　巨大化したオリビアよりも更に高く跳んだ。

　殺し合いをするということは、ポジション取りの時点から本気を出すということでもある。

　普段の訓練みたいに、足を地面から離さず、できるかぎり動かないのとは正反対。

　全力でオリビアの頭上に飛んで、まずは頭を抑える。

「ふっ！」

　虚空こくうを蹴り、オリビアに向かって急降下。

　まずはエレノア。

　次いで、遠心力を加えたひかり。

　渾身こんしんの斬撃を二連、続けてオリビアに叩たたき込こむ。

　オリビアは炎を吐いておれを迎撃した。

　黒い炎。

　ひかりの力を得てパワーアップした、魔剣の黒炎。

　それがおれの全身をすっぽり包んで焼いてきた。

「なんの、これしき──ッ！」

　エレノアで黒炎を斬きり払うと、晴れた視界の先にオリビアはいなかった。


「ぐおおおぉぉぉぉぉおおお!!!」



　突如、頭の上から声が聞こえた。

　オリビアはおれの頭上にいた。

　黒炎での目くらまし。

　その直後に、巨体から想像もつかない俊敏さでおれの頭上に回り込んだ。

　そして、巨大な口を開け放つと、鋭利な牙きばで嚙かみついてきた。

　思わずひかりを突き立てる。

　大きく開けたオリビアの口は、ひかりの刀身がつかえて閉じられなくなった。

　おかげで、オリビアの牙は軽くおれの身体にめり込んだ程度で止まってくれた。

　だが、一旦いったん嚙みつき攻撃は防いだものの、喉のどの奥にまた黒炎が渦巻くのが見えた。

　そのままゼロ距離で黒炎を喰くらい、地面に叩き落とされる。

　それでも、すぐに魔剣を杖つえにして立ち上がる。

　身体を焼く黒炎を、気合で全すべて吹っ飛ばす。

　じゅわり、と肉が焦こげる臭いが鼻の奥を刺した。

「ふっ」

（そこで笑うか）

「これが笑わずにいられるか。こんなにいい女を前にして、な」

（ならば、舌なめずりの一つでもしてみるがいい）

「それは全部終わったあとにな！」

　空中で咆哮するオリビアに、再び全力で飛びかかり、食らいついていく。

　──このオリビアは、強い。

　元の彼女はもちろん、レッドドラゴン化したときよりも遙はるかに強かった。

　そんなオリビアとの戦いで。

　魔剣とドラゴンの、激しい打ち合いで。

　周囲にエネルギーが蓄積されて、広く濃く漂っていくのを感じる。

「も、ぐぅ……も……」

　苦悶くもんするオリビア。

　オリビアは苦しそうにしながらも、喉の奥からまだまだもっとと声を絞り出す。

「こ、の程度、じゃ、まだ──!!」

「おう！」

　おれは貪欲どんよくに争いを求めるオリビアに、エレノアとひかりを構え直して応こたえた。





☆






　三時間後。

　地面にはオリビアの巨体が横たわっていた。

　倒れたオリビアの背後には、激戦の傷跡が至るところに残っている。

　いや──残ってない、と言った方が正しいのかもしれない。

　なにせオリビアとの殺し合いで谷は跡形もなく消え去って、すっかり平地になっていたからだ。

　綺麗きれいだったオリクダイトも全て吹っ飛び、あたりは何もない真っ平らな空間に変わっていた。

「強かった」

（おかーさん、これって、おーちゃん以外の人にもできるのかな？）

　ひかりが、らしくない質問をエレノアにする。

（大抵の輩には同じことができようが、ここまでひかりを引き出せるのはあやつのみだろう）

（だよね！　ひかりとおーちゃんだからだよね！）

　そう思ったが、答えを聞いたひかりは、やっぱりひかりらしかった。

（うむ、これからも仲よくするがいい）

（うん！）

　ひかりは大好きなおーちゃん──大親友のオリビアに〝特別〟を求めた。

　その姿は微笑ましくて。世界一どころか宇宙一可愛かわいらしくて。

　おれは思わず眼を細めて見守った。

　が、事態はそこから更に動いた。

　倒れたと思ったオリビアの身体が、再び脈動を始めたのだ。

（おーちゃん!?）

　今度はひかりの力じゃなかった。

　ブラックドラゴン化したのはひかりの意思が介在した力だったが、今度のものは違うようだ。

　様子を窺うかがっていると、オリビアの脈動はどんどん大きくなる。

　そうして、漆黒しっこくだった肉体の奥から赤い光が漏もれ出した。

　黒と赤。二つの色が混ざり合って、力強い鼓動を打つ。

　ついにオリビアが起き上がった。

　身体のサイズはさっきまでと変わらない。

　しかし、そこから感じる威圧感は、爆発ばくはつ的を通り越し、暴虐的といえるほど膨らんでいた。

　そして。

「ツヅケルゾ」

　声帯まで変質したのか。

　オリビアはこれまで聞いたこともないような声で、第二ラウンドの開始を告げた。
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　赤と黒、二つの光を湛たたえたオリビア。

　まずは先手、とばかり魔剣を構えて飛び込んだ。

「──っ！」

　知覚したときは既に目の前まで来ていた。

　オリビアの前足が迫る。

　魔剣を交差させてガード。

　ガードしたまま吹っ飛ばされた。

　地面──いや地中に叩たたき込まれた。

　地中二十メートル。

　そこまでめり込んで、ようやく吹っ飛ばされた勢いが止まった。

　意識が一瞬遠のく。

「ひかり！　──いや、エレノア！」

（なんだ）

「教えろ！　あのおかしなパワーの源はなんだ」

　ひかりに聞こうとしたが、あの力はもはやひかりのものじゃない。

　それに、嫌な予感がした。

　だから、全すべて知っているであろうエレノアに聞いた。

　エレノアが平然と、当たり前のように即答する。

（うむ、あやつが命を削って引き出した力だ。我に聞くと言うことは、貴様にも察しがついていたのだろう？）

「ぐ……やっぱりそうか」

　今のオリビアの力は、さっきまでとまるで違っていた。

　二つの光のうち、赤いものからしてそうだ。

　レッドドラゴン──ドラゴンが寿命を迎えるときに辿たどり着く〝なれの果て〟だ。

　それを見たおれは、当たり前のようにオリビアが自身の命を削っていると察した。

（……気持ちはわかる）

「なに？」

　エレノアのぼそっとした呟つぶやき。

　７７７倍の聴力でも聞き取れない──この世で唯一聞き取れないことがあるのが、このエレノアの呟きだ。

（いや。手を抜くなと言ったのだ）

　なんとなく今呟いた言葉とは違っている気がしたが、エレノアが言いたくないなら、聞かないでおいてやるだけ。

「手を抜くな、とはどういう意味だ」

（いくら命を削って力に変えているとはいえ、そうしたところであやつはドラゴンだ）

「ん？」

（あやつの命は人のそれより遙はるかに大きい。加減などすると、すぐに殺やられるぞ？）

「なるほど」

（なに、貴様が本気で殺そうとしたところで、あやつだってそう簡単には死にはしまい。せいぜい貴様と同程度の寿命くらい残しておこう。そう考えているに違いないさ）

「ふむ」

　それなら、確かにエレノアの言う通り、手なんて抜いてる場合じゃない。

「改めて全力でいくぞ！」

（それより、おとーさんの方は大丈夫？）

　珍しくおれを心配するひかり。

「問題ない。いいか、殺るぞひかり」

（うん！）

　おれは叩き込まれた地中の穴の中で立ち上がった。

　立ち上がるなり、底を蹴けって穴から飛び出る。

　黒炎。

　穴の外では灼熱しゃくねつの炎がおれを待ち構えていた。

　エレノアを振って炎を斬きり払う。

　その向こうに、やっぱり待ってましたとばかりのオリビアのかぎ爪づめ。

「ワンパターンだぞ」

　ワンパターンにはワンパターン。

　オリビアのかぎ爪にひかりで打ち合う。

　ドーン!!!

　大気そのものが破裂したほどの爆音があたりに轟とどろいた。

「うおおおおお！」

「ぐ、がああああ！」

　決死のつばぜり合い。

　オリビアとの力比べ。

　奥歯を嚙かみしめる。

　グッと両腕に力を入れた。

「はあああっ！」

　爆発ばくはつ的に力を放出すると、オリビアを押し戻して、空に吹っ飛ばす。

「まだだ！」

　ワープの羽根を速攻で取り出し、使う。

　ロケットと見まがう程の勢いで飛ばされてくるオリビアの先に回り込んで、後頭部をバレーボールのアタックのように上から叩きつけた。

「かてえ！」

　エレノアとひかりの刃が通らない。

　だから連続で斬った。

　振り下ろした勢いのまま一回転──二回転──三回転。

　まるで回転のこぎりになったかのように、連続で同じところを斬りつけた。

　回り続けること、十回超。

　そこでようやくエレノアの切っ先が超絶頑丈なドラゴンの鱗うろこを斬り裂いた。

　だが、それで黙ってやられるようなオリビアじゃない。

　傷口から天を貫く程の勢いで鮮血を噴き上げながら、振り向きざまに嚙みついてくる。

　負けじと上下のあごの間を斬った。

　そこは比較的柔らかくて刃が通った。

　そのまま横っ面を蹴っ飛ばす。

　オリビアが横向きに倒れて大地を揺らした。

「行くぞ、エレノア。完璧かんぺきに殺して、そのあと、抱く！」

（くくく、我もそのつもりだ。久方ぶりに血が滾たぎってきたぞ）

　おれに負けず劣らず興奮しているエレノア。

　オリビアに怒涛どとうの追撃を加える。

　全力でエレノアをオリビアに投げつけた。

「ぐあああああ！」

　城塞すら貫き、異次元への扉さえ切り開くエレノアの投擲とうてき。

　それがブラックレッドドラゴンの頑強な鱗を貫通し、オリビアの脇腹わきばらに風穴を開けた。

　それでもなお反撃してくるオリビア。

　戦いは更に激化する。

　同時に、飽和ほうわ状態になりつつあったエネルギーがさっき以上に渦巻いた──

　が、今となってはもうそんなこともどうでもよかった。

　オリビアを、今、ここで、殺したい！

　全力で殺して、完全に、完璧に、徹底的に──魂レベルで屈服させたい!!

　最強オリビアとの戦いの中、おれの戦意はかつてなく引き上げられた。

　一方、ますます滾るおれに対して、オリビアの力は徐々に弱まっていった。

　攻撃がどんどん通るようになって、そこから一方的に押すような展開になるまで、それほど時間はかからなかった。

　その機に乗じて──叩き落とす。

　初手でされたのと同じように、オリビアを地面に叩き落とした。

　大地に巨大なクレーターができあがる。

　オリビアの巨体も、そのまま穴の中へと消えていった。

　おれはクレーターのそばに着地すると、底が見えないくらい深いクレーターの奥を覗のぞき込む。

（おとーさん、これで終わり？）

「……いや、まだだ」

（……くくく。まだ、どころか）

　エレノアが愉たのしげに笑う。

　彼女にしては最上級の、心の底から愉しんでいる感情が伝わってくる。

　エレノアの昂ぶった感情に呼応するかのように。

　穴の中から、小さな姿がゆっくりと浮かぶように飛び出してきた。

　それは、ドラゴンではなく──人型。

　人型のオリビアだ。

　竜人オリビア。

　戦闘が始まる直前の彼女とまったく同じシルエット。

　だが、存在感が違った。

　文字通り、桁違けたちがいだった。

　それは白い光と深遠なる存在感を身に纏まとった、初めて見る竜人形態かつ最強のオリビア。

　静か。

　故に、巨大。

　そんな彼女を見て、おれには一つだけわかったことがあった。

「最終ラウンド、開始だ」

　おれは今一度、これまで以上の強さでエレノアとひかりを握りしめ。

　人生で一番──異世界に来てから唯一、目の前の敵たった一人に持ちうる全ての力を集中した。
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（あれは……）

　目の前のオリビア──白く輝く彼女を見て、エレノアが意味深につぶやく。

「どうした」

（あれの力量を測りたい）

「いいだろう」

　エレノアがこういう反応をするのは珍しい。

　何を思って、何を測りたいのか、おれも気になった。

　エレノアとひかりを握り締め、オリビアに近づいていく。

　オリビアが無造作に右手を振った。

　指先から流れるようなオーラ。

　それが金の龍に形を変えながら飛んできた。

　間をおかず、今度は左手を同じように振る。

　すると、次は銀の龍が飛んできた。

　どちらも龍の形をした飛び道具だ。

　金と銀。輝く二頭の龍が飛んでくる。

　エレノアとひかりでそれぞれ打ち払──ぐっ。

　とてつもなく重い。

　二人を持つ手がジンジン痺しびれた。

（ふむ、やはりな）

「何かわかったなら教えてくれ」

　エレノアにそう問いかける間にも、更に龍が飛んでくる。

　いなすように払いつつ、真横に躱かわした。

（我はかつて竜の親玉、竜神と刃を交えたことがある。今のあやつにはそれと同等の力があるようだ）

（竜の神様？　おーちゃんすごーい）

「なるほど。ついに生物としてのドラゴンの限界を超えたってわけか」

（そういうことだ。決して油断するなよ）

　これもこれで珍しい、エレノアの本気の忠告。

　元より油断なんてするつもりはないが──

（おとーさん！　また龍がいっぱい飛んでくるよ！）

　声を上げるひかり。

　オリビアが両手をまっすぐ前に突き出すと、手の平から無数の龍が放たれた。

　金と銀の龍、合わせて百匹はいる。飛び道具の乱れ打ちだ。

「ひかり！　ドレイク兵だ」

（うん！　みんな！　出番だよ！）

　ひかりの召喚に応じ、秒の速さで百体のドレイク兵が現れた。

　ひかりの眷属けんぞくであるドレイク兵は、すぐさま飛龍に向かっていく。

　一対一×百。

　ドレイク兵たちは身体を張って飛龍の攻撃を逸そらしきった。

「行くぞエレノア、ひかり」

（うむ）

（がんばる！）

　一瞬できた隙すきにグッと踏み込み、オリビアの懐ふところに飛び込むと、双剣を真っ向から振り下ろす。

　だが、容易よういに受け止められた。

　両腕を上げてガードするオリビア。

　まるで堅い岩山──いや、それ以上の何か巨大な存在に力を叩たたきつけたかのような感触。

　ぴくりともしないオリビア。

　速攻でパターンを変えて、今度は速さで攻めてみる。

　オピス──白い蛇相手に編み出した一瞬の１２７連斬を、オリビア相手に初投入する。

　ガガガガガガガガ──

　だが、それも全すべて防がれた。

「──ッ！」

　刹那せつな、オリビアがエレノアとひかり、二振りの魔剣を両手で摑つかむと、背後に投げ飛ばした。

　魔剣ごと投げられたおれは、空中で体勢を立て直す。

　着地したところで、オリビアは空中から真上に向かって更に二匹の龍を放った。

　金と銀の龍は空高く飛んでいき、ぐるぐると螺旋らせんを描くと、混じり合っていく。

　そうして混じり合った二匹の龍が一際ひときわ強い光を放ったあと、オリビアも大空に飛んだ。

　混じり合う光の中に手を突っ込んで、何かを取り出す。

　それは──二振りの双剣だった。

　フォルムはおれが持ってるのと同じ、エレノアとひかり──いや違うな。

（うむ、よく見れば両方ともひかりだ）

　エレノアの言う通りだった。

　エレノアとひかり。母娘の二人で、魔剣のフォルムはものすごく似ているが、よく見ないとわからないレベルで小さな差異がある。

　オリビアはそんなひかりを模した二振りの剣を振るって、おれに斬りかかってきた。

　なぜ両方ともひかりなのかはわからないが、オリビアはひかりを構える姿までおれに似ていた。

　それぞれエレノアとひかりで受け止め、つばぜり合いをする。

（わあ！　戦い方までおとーさんそっくり！）

「両手にひかり、動きはおれか」

（ふむ。あやつにとっては大好きな二人、というわけだ。……だが、これではっきりしたな）

「何がだ？」

　輝くオリビアの持つ剣を払いのけ、押し返す。

「何がはっきりしたんだ？」

（レッドドラゴンを経て、おーちゃんに生まれ変わったオリビア──新生オリビア。そいつがひかりを真似まねた剣を持ち、貴様の動きを真似て戦う──到達点だよ、彼女のな）

「なるほど」

　つまり、オリビアにこれ以上の変身はないってことか。

　やっぱり、これが最後の戦いだな。
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　オリビアも近づきつつあるフィナーレを予想したのか、更に総力戦で臨んできた。

　輝く魔剣をおれの胸元むなもと近くまで突きつけると、そこから次々無数の龍を放ってくる。

　マシンガンの如ごとく打ち出される龍。

　その数は、また優に百を超えていた。

（ひかり！）

「間に合わん！」

　叫びつつ、突進。

　金銀の龍の雨の中を回避しながら突き進む。

　ほとんどが相対速度ですり抜けていく中、いくつかはおれの体にぶち当たってきた。

「──フッ！」

　それさえ、身体を使っていなす。

　触れた瞬間、わずかに身体をずらして軌道を変える。

　そのまま突進。

　オリビアに向けて双刀を振り抜く。

　オリビアもすぐさま双刀で迎え撃った。

　衝撃波が大地を抉えぐり、空を裂く。

　平地に均ならされたオリクトの谷に、新たに巨大なクレーターができた。

　双刀の勢いはおれの方が上だった。

　より正確に言えば、エレノアの分だけ上回っていた。

　双剣同士で打ち合うと、エレノアだけ力が頭一つ抜けている。

　その差のために、つばぜり合いの点を中心に、おれたちはぐるっと回った。

　勢いのまま一旦いったん離れ、仕切り直してまた突進。

　打ち合って、ぐるっと回って、また離れて。

　それを繰り返して、三回目。

　力を調節して──一瞬エレノアの力を抑えて、ガッツリ組み合うように打ち合った。

　力の均衡きんこう──からの、エレノアの本気。

「一気に行くぞ！」

「甘い、人の子よ」

「なに!?」

　三度の打ち合いで確信があったからだろう。それが油断を生んだ。

　気がつけば、競り合っていたおれたちの周りを、金銀の龍が取り囲んでいた。

　３６０度全天にびっしり埋まった金銀の龍。

　それが一斉に襲いかかってきた。

　避け──られない！

　オリビアの双刀が、ガッチリエレノアとひかりを抑えていた。

　オリビアの力で抑えられるのは一瞬。

　しかし、充分すぎる一瞬。

　龍が次々とおれの身体に降ふり注そそいだ。

「──ッ！」

（おとーさん!!）

　激しい衝撃が降り注ぐ。

　次々と致死級のダメージが身体を突き抜けていく。

　舞い上がる土埃つちぼこり。

　次々と響きわたる轟音ごうおん。

　それらはまるで永遠に続くかのように思えた。

　しかし、当然のことながら、いつかは終わりがやってくる。

　龍の衝撃が途切れ、徐々に視界が晴れていく。

「……ぺっ」

　口の中に鉄の味が広がっていた。

　それをまとめて吐き捨てる。

　土埃の向こうにオリビアの姿が見えた。

　ここまでやっても、さすがに気は緩ゆるんじゃいないか。

（やつも竜王と呼ばれた程の女だ。小物のようなことはするまい）

「そうだな」

（そして、今となっては竜王から更に一段上の領域へ登りつめた。まったく恐ろしいな）

　そう言いつつも、エレノアの口調はあくまで愉たのしげだった。

「あいつが上に行ったなら、こっちももう一段、その上に行ってやるだけだ」

（……ほう？）

（おとーさん、どうするの？）

　前例には事欠かない。

　ここ最近、おれの周りでは限界を超えた奴やつが多い。

　命を削って戦うオリビア。

　光の剣を手に入れたナナが編み出した、全すべてを込めた渾身こんしんの一撃。

　なら、おれだってまだまだやれるはずだ。

「……ふっ」

　自然と口角が持ち上がった。

　魔剣のうち、ひかりを地面に突き立てて、手を放す。

（おとーさん!?）

　驚くひかり。

　それとほぼ同時に、剣を手放したおれに向かってオリビアが飛びかかってきた。

　オリビアは金銀の龍の弾幕と一緒に飛び込んでくる。

　目を閉じて、息を吸い込んだ。

　心が、落ち着く。

　感覚が冴さえ渡わたる。

　目を開けると、おれにはオリビアしか見えなくなっていた。

　金銀の龍も景色も、果てはひかりも──エレノアまでもが。

　全てが見えなくなって、オリビアしか目に入らなくなった。

　意識が……全てが。

　彼女の存在だけ、存在そのものに向けられた。

　次の瞬間──オリビアは斬られた。

　ひかりを模した二振りの剣が砕け、その身体が袈裟懸けさがけに斬きられた。

　おれに攻撃をした意識はなく。

　相手にもまた、それを防ぐ発想もなく。

「思う」より先に「斬った」という結果が生まれて。




　──究極の一撃が、オリビアを両断した。
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　袈裟懸けさがけに両断されたオリビア。

　その身体を中心に、全すべての力が渦巻いた。

　おれとオリビア。

　二人が命がけで戦ったことで放出されて、周りに漂っていた力。

　それが渦巻いて、オリビアを中心に蠢うごめいた。

　それに気づいた直後、オリビアの肉体が崩壊した。

　ぐにゃあ、という音が聞こえてきそうな勢いで肉体が崩れて、ミキサーの如ごとく渦巻く力に呑のみ込まれていく。

（このままにしておいていいのか）

「さあな。大丈夫だとは思うが」

「大丈夫だよ」

「うおっ！」

　おれは声をあげてびっくりした。

　真横からオリビアの声が──いつもの陽気な声が聞こえてきたからだ。

　思わず横を向くと、そこには既にオリビアが立っていた。

「おろろ？　どうしたの人の子」

「このタイミングで突然脇から出てこられたら、誰でもびっくりするだろ」

「ごめんね。ひかりに頼んで出したもらったから」

（ごめんなさい、おとーさん）

　おれを驚かせてしまったと知ってしゅんとするひかり。

「いやひかりは悪くないぞ。びっくりはしたが、トータルで見ればいい仕事だ」

（そうなの？）

「ああ」

（よかった。えへへ……ひかりもそうじゃないかって思ってたんだー）

　ホッとしてはにかむひかり。

「それじゃ、せっかく出してもらったから、状況説明とかしようか。あたしたちが全力で戦ったおかげで、今、こんな感じで力が一点に集まってて、もうちょっとしたらこれが鍵かぎに──」

「違う、そうじゃない」

「え？」

　意気揚々ようようと説明を始めるオリビアに突っ込む。

　得意げに語っていたオリビアがきょとんとした。

「え？　違うって何が？」

（えー！）

　ひかりは声を上げると、そのまま魔剣から人間の姿に戻った。

「おーちゃん、本当にわからないの？」

「わからないよ。ひかりはわかるの？」

「うん！　今はわかるよ！」

「？？？」

　首を傾げるオリビア。

（くくく、貴様の背中を見て育ったせいだな。果たしてよいことなのか悪いことなのか）

「お前の英才教育も大概たいがいだろうが」

（我のは必要なものだ。ひかりを世界で二番目の魔剣に育て上げるためにな）

「ねえ人の子、一体なんの話をしてるの？」

「ん？　ああ、それはな──」

　言いながら、オリビアの膝ひざの裏に手を回して、抱き上げる。

　ひょいとお姫様抱っこの格好で抱き上げられたオリビア。

　驚きとともに、微かすかな期待が表情から見て取れた。

「お、おろろ？　いきなり何？　人の子」

「ひかり」

「うん！」

「ここは任せる」

「わかったー！　いってらっしゃい、おとーさん。がんばってね、おーちゃん。身体はふだんより長めに持つようにつくっておいたよ!!」

「ええ!?　そ、そういうことなの!?」

　ようやく状況を理解したオリビア。

　そんな彼女をお姫様抱っこしたまま、ワープの羽根を出して、屋敷に飛んだ。

　寝室に直行すると、すぐに彼女をベッドの上に押し倒す。

　ひかりの力を糧かてにして、壁を超えて成長したオリビア。

　エレノア曰いわく──竜神。

　竜神オリビアを、ベッドの上に押し倒した。

「い、いいの？　さっきの説明の続きとか──」

　言わせなかった。

　オリビアが言い切るよりも先に、キスをして唇を塞ふさいだ。

　長めで濃厚なキスで、オリビアの心をトロトロに解ほぐした。

「そんなのはあとだ。今はお前が欲しい」

「うん……わかった……」

　オリビアはようやくそこで頷うなずき、ベッドの上で目を瞑つむると、全身を脱力させた。

　その姿はやはり──

「美しいな」

「え？　そ、そうなの？」

「ああ、戦ってるときもそう思ってた。美しいぞ」

（我としては、戦場の姿のまま組み敷きたかったのだがな）

「……だとさ」

　エレノアの言葉をそのままオリビアに告げる。

「おれは何百人の女を抱いてきた。全員がいい女だ」

「うん」

「だが、エレノアにまでそうしたいと言ったのは、お前が初めてだ」

「……」

「もちろん、おれの女をエレノアにはやらせんが」

（ふん。少しくらいいいだろうが）

　エレノアが呆あきれた声で抗議するが、聞こえなかったふりをする。

　代わりにオリビアの目をまっすぐ見つめた。

「オリビア」

「……はい」

　声のトーンを落としたおれに何かを感じ取ったのか、オリビアも静かに視線を合わせると。

「お前の全部をおれにくれ」

「はい」

　彼女はおれが望む全すべてを受けいれたのだった。
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　朝日の中、体を寄せ合って余韻よいんに浸るおれとオリビア。

　昨夜はオリビアと出会ってから一番燃え上がったかもしれん。

　ゆえに、そのことが気になった。

「なあオリビア」

「なに？」

「今回の件で、お前の寿命、どれくらい縮まったんだ」

「え？　あー……」

　一瞬ビクッ、と身体を強こわばらせるオリビア。

　その反応を見ると、やっぱり相当縮まったのか？

　まあ、仕方がないことなのかもしれないが。

　オリビアはひかりの力を借りて限界を超えた。

　それはおれにとって必要なことだったし、オリビアがやりたがったことでもあるし。

　それをやったオリビアは綺麗きれいで、ますますいい女になったし。

　だから、オリビアが後悔さえしていなければ、そのこと自体は別にいいんだが。

「答えにくいか。わかった。聞き方を変えよう」

「おろ？」

「寿命が縮まって、おれより先に逝いきそうか？」

「え？　あたしが人の子よりも先に？」

「ああ。おれより先に逝きそうなくらい寿命が縮まったんなら、おれはそれをなんとかする」

　たとえば余命数年とかになってたらな。

　これが残り四、五十年くらいならいいかもしれんが。

「その……せ、せっかく人の子に心配してもらって悪いんだけど……」

「ん？」

　オリビアがおれの腕の中で小さくなった。

　もじもじして、いかにも言いにくそうに口をもごもごする──何かがおかしい。

「言いにくそう」な割に、余命がすごく短くなっていたとしたら、どこかおかしい反応。

　そう思った直後、オリビアは。

「むしろ、伸びちゃった……かな」

　と、言って頰ほおを搔かいた。

「伸びた？」

　おれはびっくりした。

　思わずベッドの上でバッと起き上がった。

　ベッドの脇わきに置いたままのエレノアを睨にらむ。

「おい、話が違うぞエレノア」

（我に怒鳴るな……しかし、ああなったのに寿命が伸びるなど、聞いたことがないぞ？）

　エレノアの反応もおれと同じで「初耳」って感じだった。

「あの……あのね？　ひかりの力を借りて、その……変身したじゃない？」

「ああ」

「で、その結果、今までの殻を破って一つ上のステージ行けちゃったみたいなのね。もう、ただのドラゴンじゃないっていうか──」

「そういえば、エレノアもそんなこと言ってたな。昔見たドラゴンの神様みたいだって」

「うん、それそれ」

　オリビアは起き上がるなり、恥ずかしそうやら嬉うれしそうやら、そんな複雑な顔をしながら。

「それで、むしろ寿命が伸びちゃったってわけ」

「なるほど」

　そう言われたら納得できる。

　ふむ、そっちのパターンか、ってくらい。

「あっ、でも。ずっとひかりの眷属けんぞくでいるのは変わらないから」

「ああ、そうしてやってくれ。ひかりも喜ぶ」

「うん。それに……あたしはずっと人の子の……、女だから」

　最後は消え入りそうな声でつぶやいて、おれの胸にまた顔を埋めてくる。

　その告白があまりにも可愛かわいくて、おれはオリビアをもう一度ベッドの上に押し倒した。
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「あっ、ひかり！」

「おーちゃん！」

　寝室から出ると、戻ってきたひかりにオリビアが駆け寄っていった。

　ひかりもオリビアに駆け寄って、二人は抱き合うとぐるぐる回った。

「おーちゃん、おとーさんにいっぱい愛してもらえた？」

「うん！　ありがとう。ひかりのおかげだよ！」

「そっか。よかったね、おーちゃん！」

　抱き合って、頰ほおをすり合わせて。

　ある意味本能丸出しの愛情表現をしてみせる二人。

　それを、少し離れたところから見守った。

（よかったな。寿命が縮まっていなくて）

　エレノアがそう言ってからかってくる。

　ちょっとだけ呆あきれて、デコピンをしてやった。

「元はと言えば、お前がそう言ってただけだろ」

（くくく、貴様も納得していたではないか。が、しかし、もし実際にそうなっていたら、貴様はどうしていただろうな？）

「なに？」

（貴様と戦った結果、あれの余命が一日しか残らなかったりしたら、貴様がどうしていたか気になってな。ひょっとしたら貴様の本気が見られていたかもしれん）

「……ふん」

　おれは無言でもう一度エレノアにデコピンした。

　エレノアの言う通りなのがちょっとしゃくだ。

　もしオリビアが「明日死ぬ。でも悔いはない」とか言い出したら。

　何があっても、なんとしてでも。

　それを止めるために動いただろうな、おれは。

（くくく、本当に残念だ）

　エレノアに三度目のデコピンをした。

　そんなことをしながら見守っていると、ひかりがおれの視線に気づいた。

　オリビアはいつも通りちびドラゴンの姿になって、それをひかりがだっこして。

　そんな、いつもの二人になってから、ひかりはこっちにやってきた。

「ただいま、おとーさん」

「ああ、おかえり」

「はいこれ。ちゃんと拾ってきたよ」

　ひかりはそう言うと、ちびドラゴンのおーちゃんを抱っこしたまま、それを差し出す。

　金色の短剣。

　装飾のついたペーパーナイフくらいの短剣だ。

「……ひょっとして、これか？　鍵って」

「うん！　おとーさんとおーちゃんの戦いのエネルギーが集まってできたものみたいだから、多分そうだと思う」

「なるほど……むっ」

　ひかりの手から短剣を受け取った瞬間──世界が変わった。

　それまで屋敷の廊下にいたのが、一瞬にして辺り一面真っ黒な、しかし不思議と暗くは感じない異空間に飛んだ。

　ちなみに、飛んだのはおれだけ。

　ひかりとちびドラゴンはいない。

　エレノアすら持ってきていない。

　ただ、おれだけ。

　今のおれはオリビアとの戦いで生まれた短剣を持っている。

　そして、おれの目の前には結界らしき物があった。

　なるほどな。

　結界。

　そして短剣。

　やっぱりこれが封印の鍵だったってわけだ。
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　結界を前にそのまま何もしないでいると、ほんの数十秒で元の居場所、屋敷の廊下に戻ってきた。

「人の子！」

「お帰り、おとーさん」

「……ん、ただいま」

　廊下で待っていたオリビアとひかりが駆け寄ってきた。

「あれれ？　封印は解かなかったの？」

　不思議そうな表情で聞いてくるオリビア。

　行ってないのに解いたかどうかわかるのか。

「ああ。それはアウラにやらせようと思ってな」

「そっか。それもそうだね」

「ってことで、今からアウラに会いにいく。来るか？」

「ううん。あたしはひかりと」

「おーちゃんといろいろやってみるの！」

「おお、そうか」

　無邪気に話すひかりの頭を撫なでてやる。

　一つ上の領域──竜神クラスのそこに足を踏み入れたオリビア。

　その上、ひかりの眷属けんぞくでもある。

　ゆえに、何か二人で試してみたいこともあるんだろう。

「気をつけてな」

「うん！」

「行ってくるね」

　元気に答えるひかりの頭をもう一度撫でて、オリビアにはキスをする。

　そうやって、二人を送り出した。

　オリビアは廊下の窓を開けて飛び出すと、空中でひらりとドラゴンの姿に変化した。

　そして、そうなったオリビアの背に、ひかりがぴょこんと乗り込んだ。

　それをそのまま目で追っていると、二人の姿はあっという間に大空に消えていった。

（……過保護なやつめ）

「うん？」

（今のあの二人に気をつけてとか。もう我と出会ったときの貴様くらいの力はあるというのに）

「別にいいだろ」

　エレノアの刀身にいつも通りデコピンをして、窓を閉じようとすると、屋敷の正門に一台の馬車が入ってくるのが見えた。

　メルクーリ王家の紋章をつけている馬車──というより。

「ヘレネーのじゃないか」

　あの馬車には見覚えがある。

　初めて出会って助けたときと同じ設しつらえの、ヘレネーがいつも乗ってる馬車だ。

　屋敷の玄関前で止めた馬車から、ヘレネーがしずしずと降りてきた。

　いつものドレス姿に、トレードマークの扇子を持っている。

　やっぱり、おれの記憶は正しかった。

　玄関の扉が開いて、ミウがヘレネーを出迎えた。

「ご主人様、ヘレネー様がお見えです」

　背後からこれまた別のミウの声が聞こえてきた。

　振り向くと、本物のミウがおれを呼びにやってきていた。

「ん、どこに通した」

「リビングです」

　ヘレネーに限ってそんなことはないだろうが、一応確認のために聞いてみた。

　我が家の超有能メイド、ミウ。

　彼女はその鋭い〝勘〟で、訪問客がおれの敵かどうか見分ける。

　そして、敵と味方を何食わぬ顔で別の応接間に案内する。

　だから、どっちに案内したか聞くだけで、やってきた客が敵か味方かわかるわけだ。

　もちろん、ヘレネーが敵ということはない。

　なのに、敢あえてそれを聞いたのは──

「そうかご苦労」

　こう言って、ねぎらいのキスをするためだ。

　メイド姿のミウをそっと抱き寄せて、触れる程度のキスをしつつ、尻尾しっぽを軽くもふもふする。

　そうやってねぎらってから、敵味方より一段上の、おれの女──つまり、身内だけを通す、リビングへと向かう。

　リビングに入ると、窓から差し込む光の中にヘレネーの姿が見えた。

　柔和ながらも、一本芯しんが通った、凜りんとした佇たたずまい。

　この場で押し倒したくなる程いい女だ。

「どうした、おれに何か用か？」

　後ろ手でドアを閉めて、ヘレネーの近くに寄る。

　吐息といきがかかるほど近く、しかし、微妙に触れない程度の距離で彼女と向き合った。

「そろそろ、魔境を解き放たれる頃かと」

「よくわかったな」

「オリクトの谷が一瞬で消失した事案については、おおよそ耳に入っていますから」

「なるほど」

　偵察でも放ってるのか。

「そこで──単刀直入に申し上げます。今回の件に、私もぜひ加えて頂きたいのです」

「……」

　微かすかに眉まゆが動いた。

　ひそめる程ではないが、不思議に思った分だけ眉が動いた。

「お前に相談しに行ったから察しがついてるだろ？　今回はアウラ自身にやらせたいんだ」

「ええ、それはもちろん」

「だったら？」

「それが、とてもいい悪巧わるだくみを思いつきましたの。もちろん、アウラ様に本懐を遂とげさせる、という大前提のもとで」

「へえ？」

　それは興味深い話だ。

　ヘレネー自ら「悪巧み」と言い出すなんてな。

「そして、それを為なすところをぜひ、カケル様に見ていただきたいと思いまして」

「ふむ、なるほどな」

　ヘレネーがどうしてそんなことを言い出したのかわからなかったが、ようやく理解した。

　おれはヘレネーの「悪巧み」が好きだ。

　彼女がそうしているときの表情がとても好きだ。

　もちろん、そのことは本人にも言っている。

　つまりは、悪巧みするところをおれに見ててほしいってことだな。

　そういうことなら──
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　コモトリア王国、王都クラデス。

　アウラの屋敷に着いたのは、すっかり日が落ちたあとだった。

　未いまだに王都には直接飛べなかったから、一度ワープの羽根で国境に飛んでから、そのあと、通常ルートで王都入りした。

　ちなみにその間、ずっとヘレネーを抱いたまま、地上ルートを駆け抜けた。

　彼女は彼女で、おれの首に腕を回すと、身じろぎ一つせずずっとしがみついていた。

　そして今やっとアウラの屋敷に到着すると、ようやくゆっくりおれから離れた。

「名残惜なごりおしいです」

　そう言って艶然えんぜんと微笑むヘレネーを連れて、屋敷に入る。

　すると、すぐに屋敷のメイドと出くわした。

「だ、男爵様」

「アウラは？」

「書斎にいらっしゃいます」

「わかった」

　まるで自分の家のような気軽さで、勝手に屋敷の奥へと入っていく。

　書斎の場所は把握してるから、ヘレネーを連れたまま一直線に向かった。

「アウラ、いるか」

　書斎に着くなり、軽くノックして尋ねる。

「カケル様？」

　部屋の中から物音が聞こえて、しばらくするとドアが開いた。

「どうしたのですカケル様……。ヘレネー、様？」

　アウラはおれより、おれの背後にいたヘレネーを見て驚いた。

「今、いいか？」

「は、はい……」

　もちろんです、と言いつつ、やはりヘレネーのことを気にするアウラ。

　それを敢あえて無視すると、おれは彼女の横をすりぬけて書斎に入った。

「カケル様、ヘレネー様。ようこそ。それで──今日はどのようなご用件でしょう」

　アウラが戸惑いながらも探るように聞いてくる。

　その視線を受けて、そのままヘレネーに流した。

　ヘレネーは扇子を持ったまま、一歩前に進み出る。

「お話は全すべてカケル様から伺うかがっております」

　そう言われたアウラの眉間がキュッと寄った。

　ものすごく深い皺しわができた。

「全てを知って、止めようというのですか？」

「いえ。カケル様が乗り気である以上、それはありえません」

「……では、いったい？」

「今回の件、わたくしを〝参謀〟として使っていただきたいのです」

「え？」

　突然のヘレネーの申し出に、きょとんと目を見開くアウラ。

　おれは口笛を吹いた。

　ちょっと面白おもしろかった。

　おれには、この件に乗っかって「悪巧みをしたい」としか言わなかったヘレネー。

　そこまでなら、いつも通りのヘレネーだ。

　しかし、そんなヘレネーがアウラに言い放ったのは、完全に予想外の言葉だった。

　王女、しかもメルクーリの重鎮中の重鎮でありながら、アウラに参謀にしてくれと申し出た。

（くくく、面白い展開になってきたではないか）

　愉たのしげに笑うエレノア。

　まるでおれの気持ちを代弁するかのようだ。

「ヘレネー様を、参謀に……ですか？」

「ええ。私にお手伝いをさせてください」

「でも、どうしてそのようなことを？　わたしが言うことではありませんが、魔境の封印を解くのが禁忌なのは常識では──？」

「私はただ、カケル様のお力になりたい、それだけです」

「……」

　しばし、アウラはじっと無言のまま、ヘレネーを見つめた。

　まるで真意を探るかのような目つきだ。

（ヘレネーの方が一枚上手だな）

　そう評価するエレノアに、軽くデコピンをした。

　確かに、今までのヘレネーは〝噓うそは〟言っていない。

　ただ、全部話してはいないだけだ──アウラにも、おれにも。

　そこだけ見れば、確かにヘレネーの方がアウラより何枚も上手だろう。

　だが、交渉は上からやるものではない。それはヘレネーもわかっているようだ。

　だから、彼女は降りて来た。

「成功するまでの過程をカケル様にご覧になって頂きたいのです。果実は全て、アウラ様に」

「……」

　またも沈黙。今度は数秒間だけ。

　アウラが、軽くため息をついた。

「わかりました。お願いします」

「お前はそれでいいのか？　ヘレネーを連れてきたおれが言うのもなんだが」

「はい」

　アウラはそこでふっ、と笑った。

　ちょっと驚いた。

　直前のやりとりを考えると、あまり出てこないような自然な笑顔だ。

「こう考えることにします。いつか立場が逆転したとき、ヘレネー様はわたしにも同じことをさせてくださると」

「なるほど」

「いえ、少し違いますね。ヘレネー様だけでなく、カケル様もそうさせてくださるはず」

「当然だ」

　おれの女が、おれにいいところを見せたいなら、やらせない理由などどこにもない。

　実現させないなんてありえないことだ。

「ですから、構いません」

「そうか」

「感謝します、アウラ様」

「よし。アウラ、今日中にやらないといけないことは残ってるか？」

「え？　いえ、今日は魔境の封印を解く際に必要なことを考えていただけで、特には──」

「そうか。ヘレネーも、いいな？」

「もちろんです」

　微笑みながら身体を寄せてくるヘレネー。

　少し遅れておれの言葉の意味を理解したアウラも、反対側から身体を寄せてきた。

　二人の腰に手を回して、書斎を出て寝室に連れ込む。

　しばらく面白い関係性になりそうな二人を、おれは並べて可愛かわいがることにした。
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　瞼まぶたを刺す朝日に、微かすかな身じろぎの気配。

　ゆっくり目を開けると、窓の前にヘレネーが立っているのが見えた。

　裸の上に直接半透明のガウンを纏まとったヘレネーは、逆光の中、肢体のシルエットが強調され、美の女神を彷彿ほうふつとさせた。

　そんなヘレネーの姿を眺めつつ、おれは身体を起こした。

　まだ目覚めてないアウラがおれにしがみついていたから、ベッドから降りられず、座ったままヘレネーを眺めていた。

　おれの視線に気づいたのか、ヘレネーがゆっくりと振り向く。

「おはようございます、カケル様」

「ああ。ところで、何を見てたんだ？」

「いえ、何も──ただ、カケル様と出会ったときのことを思い出していただけです」

「おれとの出会い？　ああ、初めて会って、襲われてたのを助けたときのことか」

　微笑みながら頷うなずくヘレネー。

　おれがこの世界に転移してきた直後のことだ。

「この近くで襲われて、騎士たちがやられそうなところにおれが偶然通りかかったんだっけ」

「はい。そのあとカケル様とはすぐ別れることになりましたが──そのときのことを悔いていたところでした」

「悔いていた？」

「ええ。どうしてあの場でもっと、カケル様とお話ししなかったのかと」

「あのときは仕方なかっただろ。それに、ひとまず別れたお陰かげでこれをもらえたしな」

　そう言いながら、異次元倉庫を開き、ヘレネーにもらった扇子を取り出す。

　ヘレネー愛用の扇子。

　メルクーリ王国の紋章が魔法で刻まれているものだ。

　おれにとってこっちの世界に来てから〝手に入れた〟最初の戦利品でもある。

「カケル様といつも一緒にいるその扇子にさえも、今では嫉妬しっとの思いを抱くことがしばしば」

　おどけて冗談を口にするヘレネー。

　そのあとしばらく、彼女と思い出話に興じた。

　第一印象はお淑しとやかなお姫様だったが、実際は外交や戦略が得意なしたたかさがあったり。

　妹のイリスのことを積極的におれに勧めたり。

　デルフィナと渡り合ったり、ミウを意識したり。

　おれの女の中でも、いい意味で変わり者の上位に入るヘレネー。

　ふと、おれにしがみついているアウラの気配が変わったのを感じた。

　目覚めたが、おれとヘレネーの会話が弾んでるからどうするか、って迷ってるような気配だ。

「起きたのか、アウラ」

「……おはようございます」

　こっちから水を向けてやると、アウラはようやくはにかんだ笑顔で起き上がった。

　全すべて見透かされていたのを恥じらう姿が可愛かわいかったから、あごを摘つまんでキスをした。

　可愛いアウラをそのまま押し倒して朝から一戦交えるのもありだったが、キスをしたときに、若干「気後きおくれ」が残ってるような気がした。

　ヘレネーに対する劣等感。

　その残滓ざんしってところか。

　一連の事件で、アウラの心の根底に残ってるヤツだ。

　まずはそれを取っ払ってしまうか。

「……」

「どうしたのですか、カケル様」

「あの、わたしが、何か？」

「ん？　ああ、いや」

（くくく。変わってしまう前にもう一度楽しんでおくのも悪くないと思っただけだよな？）

　ピンポイントで余計な茶々を入れてくるエレノアに、手を伸ばしてデコピンした。
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　服を着てリビングに移動したおれとヘレネーとアウラの三人。

　裸でない、ちゃんとした格好になって、改めてとヘレネーに聞く。

「さて、そろそろお前が考えてる悪巧わるだくみとやらを聞かせてもらおうか」

　直球で指摘されたヘレネーが艶然えんぜんと微笑む。

　一方、アウラは疑うような眼差しをヘレネーに向けた。

　──やっぱり、他に何か目的が？

　そう言いたそうな表情だ。

「魔境には、様々な魔物が住んでいると聞きます」

　敢あえてそんなアウラの方を向いて切り出すヘレネー。

　その微笑みの奥に隠されたものを探りつつ、アウラも静かに頷うなずき返す。

「そして、文献によると、そこには魔物だけでなく、魔王も存在するとありました」

「へえ、魔境には魔王がいるのか。初めて聞いたな」

「はい。複数の文献において、その存在が示唆しさされています」

「魔境の封印を解く際に、魔王がいたら邪魔になるかもしれないということでしょうか」

　ヘレネーの真意が理解できない様子のアウラは、それだけ言うとちらっとおれの方を見た。

　若干不安そうな顔をしている。

「心配するな。そんな奴やつがいたら、おれが真っ先に斬きってやる」

　異境の魔王だから弱いことはないだろうが、アウラがしたがってることの邪魔はさせない。

　その気持ちはアウラにもちゃんと伝わったようだ。

　不安そうな表情が一瞬でホッとしたものに変わった。

「魔王がいるということはわかりました。そして、カケル様がそれを斬ってくださることも」

　一旦落ち着いたアウラが、胸を撫で下ろしてそう言う。

「それで、ヘレネー様の悪巧みとは、魔境に魔王が存在することをカケル様に伝えて、それを斬ってもらおうということだったのですか」

「いえ、そういうことではありません」

　ヘレネーはあくまで微笑みながらアウラの問いに答える。

　そこで、ヘレネーが変わった。

　直前の艶然とした微笑みから一変。愛用の扇子で口元を隠す。

　そうして、いわゆる、悪巧みをするときの顔に変わった。

　ここまでは、魔王の存在を周知するためだけの、ただの会話。

　ここからが、ヘレネーお得意の悪巧みだ。

「時に、どうやらこの魔王という存在は、ただ『魔物の王』を意味するのではないようです」

「どういうことだ？」

「特殊な何かがある。それが魔王たるゆえん、とでも申しましょうか」

「ふむ。力か、血か、魂とかか？」

　おれがいくつか例に挙げると、ヘレネーは静かに頷いた。

「はい。魔物に君臨した者がなるのでなく、魔王たる存在に魔物が臣従すると──文献には」

「なるほどな」

　うなずくおれ。

　きょとんとしたまま、頭の上に？　マークを浮かべるアウラ。

　そこで、ヘレネーは、おれが好きな……大好きなその顔で。

「アウラ様」

　凜然りんぜんとアウラの名を呼ぶと。

「アウラ様が、魔王になられませ」

「えっ!?」

　気圧けおされるアウラに、そんな悪巧みことを囁ささやいたのだった。
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　ヘレネー・テレシア・メルクーリの一日は、身だしなみを整えるところから始まる。

　彼女は多くの使用人に囲まれ、その意見を聞きながら、その日の身体のコンディションにあったメイクをしたり、服装を変えたりしている。

　この行為自体は、今まで十数年以上続いてきたもの。

　王女として、また、メルクーリ王国の軍事の中枢ちゅうすうにいる者として、毎日様々な人間と面会をするため、常に見栄えを整えておく必要があるのだ。

　しかし、十数年間続いてきた行為も、今や少し意味合いが変わってきていた。

「今日はこちらのドレスがいいですよ、姫様」

「そうそう、こんな感じで胸をちょっと出して──素晴らしいです」

「清楚せいそさは保ちつつ少しエロティックな感じ。これなら子爵様もメロメロ間違いなしですよ」

　同年代の使用人たち、メイドたちの見立てで服を選ぶヘレネー。

　彼女がめかし込むのは、たった一人の男のため。

　メルクーリ王国子爵、魔剣使い。

　結城カケル、彼だけのためだった。

　即物的な女たちとは違い、ヘレネーの「彼だけのため」は、ほんの少しだけ範囲が広かった。

「少し露出が多くないかしら。あまりに下品だと、カケル様に恥をかかせることになるから」

「大丈夫です。パーティーのドレスの方が露出は多いですし、これくらいはむしろ上品かと」

「わたしもそう思います。子爵様はいらない嫉妬しっとをする方じゃありませんし『おれの女なら誰だれであっても魅了してみせろ』と仰おっしゃりそうです。ですからある程度色っぽくされた方がいいと思いますよ」

「なるほど……それもそうね」

　メイドたちと意見を交わし合いながら、今日着る服を決めていくヘレネー。

　一部、カケルにも抱かれたことのあるメイドたちは、十分にカケルのことを理解していた。

　もちろん、いつも傍そばにいるヘレネーの想おもいも理解している。

　いつカケルが来てもいいように。

　また、カケルが来なかったとしても、いつでも彼の女として恥ずかしくない、相応ふさわしい姿であるように。

　そのような、ヘレネーの想いをしっかり汲んで服を選んでいた。

　そして今日。ヘレネーは「下品にならない程度に清楚でエロティック」な服で一日を過ごすことになった。




　身だしなみを整えると、ヘレネーは自分の屋敷の食堂に向かった。

　朝食の間、彼女の部下たちから矢継ぎ早に情報が届けられてきた。

　諸外国──カランバ、コモトリア、シラクーザ、アイギナ。

　メルクーリと並んで五大国と称される国々の情報を摑つかむために放った間者たちだ。

　各国の要人とは、ほとんどヘレネーと同じ、カケルの「女」たちである。

　カランバ王国女王、リカ・カランバ。

　コモトリア王国第十三王女、アウラ・トリデカ・コモトリア。

　シラクーザ王国双女王、フィオナ・シラクーザ、マリ・シラクーザ。

　アイギナ王国総理王大臣、セレーネ・ミ・アイギナ。

　コモトリアを除けば、要人どころかほとんどが首脳ばかりだ。

　彼女らは全員、カケルに心酔している。

　そして、カケルがそう望まないことを知っていて、感情での仲違なかたがいはしない。

　ここが肝心。

　カケルは女の情念での仲違いは望まないが、彼女たち──首脳として国家の利益りえきを追求した先で、どこか互いに敵対し合い、競い合うことを望んでいる節がある。

　カケルの口癖である「いい女」という言葉にはその要素が詰め込まれていると、常日頃からヘレネーは感じていた。

　ゆえに、彼女はカケルが実質五大国を全すべて手中に収めたあとも、他国の情報収集を怠らない。

　必要とあらば、メルクーリのために他の四カ国を全て滅ぼす覚悟さえしていた。

「──以上が、アウラ殿下の動向です」

　部下の中の一人の報告を聞いて、朝食をとる手を止めたヘレネー。

「間違いないのね」

「はい。真意は不明ですが、間違いなく魔境について調べ回っております」

「そう……。その情報についてもっと調べて。そして報告は密に──今の倍で」

「承知いたしました」
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　この日の予定を全て一つ後ろにずらしたヘレネーは、メルクーリ王国が誇る王立図書館にやってきた。

　図書館ではあるものの、ここは本の貸し出しは一切いっさい行っていない。

　いわゆる本の所蔵、保全のみを目的とする図書館だ。

　創設したのは四代前のメルクーリ国王。

　彼は世界中の稀覯本きこうぼんをここにかき集めた。

　その子らもあとを次ぎ、代々本の蒐集しゅうしゅうを行ってきた結果、図書館の蔵書は徐々に増えたが、稀覯本という性質上、近年いささか頭打ちという感もあった。

　思うように稀覯本が集まらなくなったところで、ヘレネーはその仕組みを変えた。

　これまで買い切りだった稀覯本の写本を作り、元の持ち主に返すという方法に変えたのだ。

　手元に残らない形ではなく、返ってくるのであれば、と供出する者が増え、ヘレネーの代にまた蔵書数が飛躍的に増えた。

　ちなみに、元の持ち主に返還されるのは写本の方だ。

　原本を集め、写本を作って、その写本を金銭的な謝礼とともに持ち主に返す。

　そのため、メルクーリ王立図書館は、今でも稀覯本の原本が増え続けていた。

　ヘレネーは今日そんな図書館にやってきて、あることを調べ始めたのだった。




　──魔境。




　今となっては一部の人間しか知らない言葉。

　かつて地上で猛威を振るった者たちがいた。

　それを恐れた人間たちが、その存在ごと封印したのが魔境だ。

　先ほど、アウラがそのことを調べているという情報が入った。

　敵を知り、己おのれを知るのがヘレネーの信念。

　早速、彼女は魔境について詳しく調べるため、図書館にやってきた。

　そして、貴重な原本が多く収蔵されている王立図書館は、ヘレネーの希望に応こたえた。

　魔境について記載した書物をいくつも見つけ、それを交互に読み比べることで、描写のうち、人間の怯おびえによって書かれた部分をうまく除去し、彼女は魔境についてほぼ正確な知識を得た。

　はるか昔、魔王という存在があった。

　魔王とは、あらゆる魔物を統すべる存在として、千年ほど前にこの地上に君臨した者である。

　魔王とは、血筋によるものではなく「魔王の力」というものを継承した存在を指す、など。

　魔王およびその力は強大で、人間はその力に屈し、数百年の間、家畜のような存在であったという。

　魔王のうち一人は、人間を食糧とするために、その魔王が在位している間において人間牧場──字義通り、人間を食糧として生産する施設を作り、運営した。

　その人間牧場とは、規模的にはメルクーリ王国とほぼ同じものだった。

　やがて、魔王の暴虐に耐えかねた人間たちは立ち上がり、英雄の存在もあって、魔王とその領地を空間ごと封じ込めた。

　それが、魔境である──。

　そう書物には書き記されていた。

「にわかには信じがたいことですが……」

　それでも、ヘレネーは自分の感情を排除した。

　多くの書物を読み解いてきたヘレネーは、書いてあることが真実に基づくものなのか、それとも完全に空想から生まれたものなのかを、ある程度判断できる。

　そんなヘレネーは、魔王なる者が、書物に記載されていた通り、千年前、実際に存在したのだろうと判断した。




　もう一つ、ヘレネーの頭の中にはカケルの存在があった。

　彼が関かかわったいくつもの国で、これまで魔の者という存在がいたことがはっきりしている。

　もし、魔の者が魔王に連なるような存在であるなら、魔王という存在は、ただの暴君を指すのでなく、実際に強大な力を持った存在だった可能性が極きわめて高い。

　更に、複数の書物から、魔王・魔境が封印された時期と、今やカケルのパートナーになった魔剣エレノアの出現した時期がほぼ一致していることがわかった。

　はっきりと世界を滅ぼすことができる存在。

　その姿をすぐそばで体感してきたヘレネー。

　エレノアが出現した時期と魔王が封印された時期が一致するなら、作り話と断ずるわけにはいかない。

「魔王……」

　読めば読むほど、その存在と力がいかに人間を圧倒し、苦しめてきたのかがわかる。

　どの書物にも、もしも魔王が復活すれば、人間にとって再び暗黒の時代がやってくる。そういったことが書かれていた。

　しかし、とヘレネーは思った。

　魔王とは、魔王の力を継承した者のことを言う。

　もしも──魔王を名乗るそんな強者が今も実際にいて。

　もしも──アウラがその座を継承することができたら？

　ヘレネーは、日常の身だしなみから、王女としての職務に至るまで、あらゆることで自分を高めようという意識が強い。

　それはカケルの女としてふさわしくありたいという思いがあるとともに、カケルにかしずく女の立場、そして能力が高ければ高いほど、カケルを上げるということに繫つながる──と思っているからだ。

　だから、彼女は思った。

　そして、思いをはせた。

　もしも──魔王がカケルの女になるのなら、と。

　この瞬間、ヘレネーの為なすべきことは決まった。

　アウラの考えていることは、ある程度察しがついている。

　彼女は五大国の首脳の中──カケルの女の中で、自分だけ劣っていると感じている節がある。

　おそらくはその思いが魔境を開き、魔王になりたいと思ったきっかけなのだろう。

　ならば、アウラに協力して、彼女を魔王にしてやればいい。

　無論、他の人間が魔王であってもいい。

　カケルの女が魔王ならば、それでいい。

「どうやら魔境へ冒険に向かうことになりそうね……それならイオさんも」

　軍事に明るく、「駒こま」の必要性を重んじるヘレネーは、カケルとイオの関係もよく理解していた。魔境という場所に行くのなら、カケルは必ずイオを誘うはずだと推測した。

　そう思って、彼女は優先順位で目的を決めた。

　今の魔王が女で、そのままカケルの「女」になれそうな力の持ち主なら、カケルに任せる。

　もし男なら、カケルと協力してそれを倒し、魔王の力をカケルの女の誰かに継承させる。

　その場合の優先順位は──第一にアウラ、次点でイオ。

　そしてその次に、自分。

「……うん」

　何がなんでも魔王を復活し、カケルの女にする。

　ヘレネーは決意を固め、そのために動き出すのだった。
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　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様初めまして、あるいはお久しぶり。

　台湾人たいわんじんライトノベル作家の三木みきなずなでございます。




　皆様のおかげで、無事十一巻をお届けすることができました。

　今まで通り、無双むそうしてのハーレムとなっておりますことは、カラーのイラストからもおわかりいただけるかと思います。

　安心安定の無双ハーレムを、今回もお楽しみいただければ幸いです。




　そして、次回予告。

　最後の引きのように、次回はがっつりアウラと魔王の話です。

　アウラがヘレネーの提案を受け入れるのか、それともアウラが断ってヘレネーが自分でやってしまうのか。

　その辺りは是非ぜひ、次巻をお楽しみください。




　ただ、一つだけはっきりと言えることがあります。

　この話は『くじ引き特賞：無双ハーレム権』です。

　今までがそうで、これからもそうです。

　つまり誰だれになろうが、必ず最後に魔王はハーレムに入る！

　そういうことです、そういう物語です。

　是非、次巻も安心してお手に取ってください。




　そして、いよいよとなります。

　この第十一巻と同じ月に、漫画版くじ引きの第一巻が発売されます。

　マンガもまったくの同じ、くじを引いて、無双をして、ハーレムとなります。

　くじを引くシーンも無双のシーンもがっつり入ってて、ハーレムのムフフなシーンもそりゃ濃厚にそして盛大にやってます。ウェブ連載では黒塗り修正された箇所かしょは、書籍版ではすべて取れてご覧いただけます。

　ぶっちゃけ年齢制限は大丈夫なのかと心配するくらい濃厚です！

　濃厚である分カケルが可愛かわいがったヒロインはものすごく可愛いです──Ｘ指定だかＲ指定だかの意味で！

　是非是非書店のなろうマンガコーナーか、ヤングジャンプコミックのコーナーでお買い求めいただければ幸いです！




　最後に謝辞しゃじとなります。

　イラスト担当の瑠奈璃亜るなりあ様。今回も素敵すてきなイラストをありがとうございます！　いつも通り壁に張りだして日夜眺めさせてもらってます。

　同月発売のコミック担当長谷見はせみ様。最高のコミカライズをありがとうございます！　毎回ネームを拝見した後小躍こおどりしております。

　担当編集Ｋ様。今回も色々ありがとうございました。

　続刊を刊行させてくださったＧＡ文庫様。これからも身を粉にして働きます！

　コミカライズの書籍刊行をさせてくださったダッシュエックスコミック様。最初期からの色々なわがままを聞き入れてくださって本当に感謝の言葉もありません。




　本書を手に取ってくださった読者の皆様、その方々に届けてくださった書店の皆様。

　本書に携たずさわってくださった皆様に厚く御礼申し上げます。




　次もまた、皆様のお手元に届けられることを祈りつつ、筆を置かせていただきます。





二〇一九年三月某日　なずな　拝









著者

三木なずな（みき なずな）

　元声優志望の台湾人ラノベ作家。

　コミカライズも読み比べて頂けると嬉しいです。




イラスト

瑠奈璃亜（るなりあ）

　ゲーム原画、ライトノベル挿絵を活動の中心とするイラストレーター。カードゲームイラスト等一点物作品も担当している。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています
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